
    
      
        
      
    

  











































































尽くしたがりなうちの嫁についてデレてもいいか？
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　それはとても寒い二月のこと。

　マンションに二人きり、降り積もっていく雪を眺ながめていると、彼女が言った。

「新山にいやま湊人みなとくん……！　わ、私を……っ、あなたのお嫁よめさんにしてくれませんか？」

　……え？　オヨメサン？

　彼女の発言をすんなりと理解できない。

　今、「嫁になりたい」って言われた？

　いやいや、ありえない。ってことは聞き間違いか？

　でも俺おれを見つめてくる彼女の瞳ひとみはとても真剣しんけんで、胸の前で握りしめられた小さな手は微かすかに震ふるえていた。

「あの──」

「待って……！　まだ断っちゃだめ……っ」

　すがるような目で見つめられ、思わず口を噤つぐむ。

　別に断ろうとしたわけじゃないんだけどな。

　そもそも状況をまったく理解できていないのだ。

　そんな中で、いいも悪いもない。

　ところが切羽せっぱ詰つまった表情の彼女は、俺に拒絶きょぜつされると思い込んだらしく、必死な態度で訴うったえかけてきた。

「お料理は和洋中わようちゅう、どんなリクエストにも応えられるようにしてきました！　お掃除そうじも好きだから、家事全般なんでも任せてください！　何かの時に役に立つかもしれないので、ＤＩＹの知識も一通りあります。そっ、それから──。あ！　虫が出た時もがんばって対処します！　蜘蛛くもはちょっと苦手だけど……でも新山くんを守るためなら、戦えますっ……。メンタルケアと、リンパマッサージと、護身ごしん術じゅつと、栄養学と、漢方かんぽう養生ようじょうと、キャンドルマイスターの資格は通信講座で取得済みです！　他にも必要なものがあったら、しっかり学ぶので!!」

　一息でまくしたてた彼女は苦しげに息を吸うと、消え入りそうな声で付け加えた。

「だから、お願いです……。新山くん！　どうか私と結婚してください……！」

「……っ」

　もはやどこから突っ込んでいいのかわからない。

　何かの冗談？　それとも罰ばつゲームかな？

　筋金すじがね入りのコミュ障しょうな俺は、そんなふうに笑って聞き返すことさえできなかった。


「…………………………とりあえず」



「は、はいっ！」

「……キャンドルマイスターってなに？」

　そんな質問をしたのは苦し紛まぎれからだった。

　窓の外で雪の降る音が聞こえてきそうなほど静まりかえった部屋の中。

　少しずつ大きくなっていく心臓しんぞうの鼓動こどうに飲み込まれそうだったのを、今でもはっきり覚えている──。





◇◇◇






　地味じみな容姿と、平均的な学歴。クラスメイトにすら「新山？　そんなやついたっけ？」と言われてしまう薄うすい存在感。

　人とコミュニケーションをとるのが苦手にがてで、彼女はおろか女友達すらできたことがない。

　つるむのは自分と同じように、教室の隅すみで肩身かたみが狭せまそうにしている男子とだけ。

　休み時間に映画秘報のバックナンバーを眺めて、ゾンビ特集で盛り上がったりなんかして、それを女子たちに「ゾンビではしゃぐとか男子意味不明なんですけど」などと大声で言われて、ますます居心地いごこちが悪くなる──そんな日々を過ごしてきた。

　そんな俺、新山湊人がまさか高校生で学生結婚するなんて。神様にだって予想できなかったんじゃないだろうか。

　しかも俺のお嫁さんになってくれた相手は、なんと──。

「あっ、〝花江はなえりこ〟姫ひめじゃん！」

　四限開始前の教室で、俺と雑談をしていた澤さわが窓の外を見ながら声を上げる。ちょうど花江りこのことを考えていた俺は、内心かなり動揺しながら澤の視線を追いかけた。

　開け放たれた窓から吹き込む四月の風は、若葉わかばの匂においがする。

　グラウンドでは、これから体育の授業を受ける女子生徒たちが雑談をしている。

　体育は男女別だから、いつも二組合同で行われていて、だいたい五十人ぐらいで授業を受けることになるのだ。ちなみに男子はこれから教室で、退屈たいくつ極まりない保健ほけんを学ぶ予定である。

　その五十人という人数の女子の中からでも瞬時に見つけだせるほど、花江りこは特別な存在だった。

　──花江りこ。

　さらさらとした淡あわい茶色のセミロングの髪かみ、大きくてうるんだ瞳、愛らしい鼻はなと、ぷっくりした小さな唇くちびる。

　そして何より、清涼せいりょう飲料水いんりょうすいのＣＭがめちゃくちゃ似合にあいそうな透明感。

　入学当時から学校一の美少女だと騒がれてきたけれど、そんな容姿に反して、彼女は控ひかえめな性格をしていた。どちらかというとおとなしいタイプの花江りこは、それでもいつも女子たちに囲まれている。

　花江りこが口元に手を当てて小さな声でコロコロと笑うたび、周囲の男子生徒たちが落ち着きをなくすのも見慣れた光景だ。

　美少女なだけでなく、頭もよくて運動神経も抜群ばつぐんなのに、それを鼻にかけたりはしない。

　だから、彼女は誰からも好かれた。

　男女問わず生徒たちは皆、花江りこに憧あこがれと羨望せんぼうのまなざしを向けていて、澤のように『姫』付けで呼ぶ輩やからも少なくはなかった。

「やっぱ目を引くよなあ。りこ姫は」

　澤も俺と同じことを思ったのか、しみじみとした口調でそう呟つぶやいた。

「なんつーの。華はながあるっての？　きっと、ああいう子が芸能人になるんだろうな。あーあ。あんな子に好かれてみたいなぁ。新山もそう思わねえ？」

「うーん？」

「なんだよそのやる気のない返事！」

　たしかに花江りこは可愛かわいいと思う。

　でも、澤のように好きになってもらいたいという感情は湧わいてこない。だっておこがましすぎるだろう。

　それに少しでも浮うわついた考えを起こせば、また苦い想いをすることになる。




『無害むがいそうだから仲良くしてあげたのに、勘違かんちがいするとか気持ち悪い』




　以前、ある女子から言われたトラウマセリフを思い出し、ブルッと震え上がる。

　その一件以来、俺は女子が苦手というか、正直怖こわいとさえ感じるようになってしまったのだ。

　それは花江りこだって例外じゃない。

　こんな気持ちでいたら、彼女なんて当然できっこない。

　だけど別にそれで構わなかった。

　強がっているとかじゃなくて、女子に近づこうとして傷きずつけられるより、一人のほうが全然ましだと思うのだ。

　そんなことをつらつら考えていると、なぜか澤が真顔まがおで肩を組んできた。

「なあ、新山」

「何？」

「おまえって、りこ姫の話になるといつにも増して口数減らない？」

　澤の鋭するどい指摘にギクッとなる。

「き、気のせいだろ！」

「なーんか怪あやしいな」

　疑いをかけてくる視線から逃げるようにして、もう一度グラウンドを見る。

　その瞬間。一人だけ校舎こうしゃのほうを見上げていた花江りこと目が合った──ような気がした。

「……うぉあっ!?　ちょ、新山！　俺、今りこ姫と目が合っちゃったよ!?」

「あ！　……ああ、そっか、よ、よかったな」

　俺とじゃなくて、花江りこは澤と目が合ったのだ。

　一瞬、勘違いしたことが死ぬほど恥はずかしい。

「いや、でもマジで驚いたわ……。だってりこ姫って普段男子のほう全然見ないじゃん？　こんな奇跡的なことってあるんだなあ……」

　澤の言うとおりただでさえおとなしい花江りこは、モテまくっているというのに一向いっこうに男子と話そうとしない。

　高校入学してすぐの頃など、昼休みのたびに花江りこに告白する男子生徒たちが現れたが、まともに会話できた人間は皆無かいむ。

　モテることで有名な三年の先輩せんぱい、サッカー部のエース、バスケ部のキャプテン、野球部のルーキー、誰が挑いどんでも、怯おびえた表情で首を横に振られるばかりだった。

　そうやってイケメンたちを拒絶するほど、花江りこの人気は増していった。

　きっと、近寄りがたい高嶺たかねの花という感じが、却かえってよかったのだろう。

　次第に皆、姫の静かな学園生活を守ろうと考えるようになり、今では安易あんいに告白する輩など出現しなくなった。

『誰一人として学校一の美少女のハートを射止めることはできない。それどころか会話を交わすことが許される異性が現れるとも思えない』

　そんな噂うわさがまことしやかに囁ささやかれ続けているから、澤は目が合っただけで大騒ぎをしたのだ。

「どうしよ、新山。もしかして窓から外を眺めていた俺に、りこ姫が一目ぼれしちゃったんじゃ……!?」

「……俺、おまえのそういうポジティブなところ尊敬そんけいするよ」

「イケメンたちをことごとく袖そでにしてるってことは、ノットイケメン好きな可能性だってあるじゃん!?」

「おい、澤。そんな発言を女子に聞かれたら、また──」

　ハイテンションで叫さけぶ澤の声があまりに大きかったから焦あせったが、今教室に女子はいないのだった。

　こういうとき、だいたい女子にイラつかれて文句もんくを言われるのがいつものパターンなのだ。

『さっきから何言ってんの、澤。キモすぎ。あんたみたいな微妙びみょうなのを花江さんが好きになるわけないじゃん。これだからモテない男子は』

　とかなんとか。

　普段、クラスの女子から受けている扱あつかいを思い出し、気が滅入めいってきた。

　澤の発言に問題があるのはもちろんわかるが、女子たちは基本的に地味で目立たない男子に対して当たりが強い。クラスで目立つイケメン男子が似たようなことを言っていても、「もうーなにいってるのぉー」と笑われるだけなのを、俺は何度か目撃したことがあった。

　──でもたとえ学校でどんな扱いを受けたとしても、家に帰れば俺には夢のような幸せが待っている。
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　映画館でのバイトを終えた俺おれが家路いえじにつくのは、だいたいいつも二十一時過ぎ。

　大船おおふな駅から歩いて五分のところにあるマンションのエレベーターを昇り、七階に降り立つと、猛烈もうれつな緊張感が押し寄せてきた。これもいつものことだ。

　新生活がはじまって一ヶ月が経たったけれど、この感覚には今でも慣れることができなかった。だってあまりにも現実感がないから。

「宝くじに当たったヤツもこんな感覚なのかな」

　最奥の部屋の扉とびらまで続く長い廊下ろうかを歩きながら、独り言を漏もらす。

　そうこうしているうちに、七〇七号室の扉の前に辿たどりついてしまった。

　深呼吸をしてから、一ヶ月前までは鍵かぎを使って自分で開けていた扉のインターホンを鳴らす。

　すぐに『はーい、いま開けるね』という可愛かわいらしい声が聞こえてきた。

　ぎいっと音を立てて、扉が開く。

　淡あわいピンク色のもこもこしたロングセーターにエプロンをつけた状態で姿を見せた花江はなえりこは、俺を見るなり照てれくさそうに笑った。

　可愛さのあまり心拍数がますます早くなる。

　家で待っていてくれた人に出迎えてもらう。

　その気恥きはずかしさと喜びが、俺をこうまで緊張させるのだった。

「湊人みなとくん、おかえりなさい！」

「た、ただいま」

「このやりとり、まだ照れちゃうね……」

「あ、うん。だな」

　ぎこちなく答えた俺の手から、花江りこが鞄かばんを抜き取る。

　昭和しょうわの亭主ていしゅ関白かんぱくじゃあるまいし、自分で持つと言っても彼女は全然聞いてくれない。しかも、いつもなぜだかうれしそうに俺の鞄を受け取り、両手で抱きしめるようにしてリビングのソファーまで運んでくれるのだ。

　申し訳ないから持たせるのは悪いと思うんだけど、その仕草しぐさがあまりに可愛くて、結局あまり強く言えない俺がいた。

「ちょうどごはんができたところだよ。お風呂ふろの準備もできてるけど、先に入ってくる？」

　室内の明かり。

　漂ただよってくるおいしそうな揚あげ物ものの匂におい。

　何よりも少し頰ほおを染めた花江りこの可愛すぎる笑顔。

　ここまで幸せな『新婚生活』を与えられてしまったら、これが現実か疑いたくもなるだろう。

「湊人くん？」

「あ、ご、ごめん。ぼーっとしてた。飯めし、ありがとう。せっかくだから先にもらうよ。もしかしてこの匂いって唐揚からあげ？」

「うん！　湊人くんの好物こうぶつだから、よろこんでもらえるかなと思って！」

　エプロンの裾すそを指先でいじりながら花江りこが言う。

　その仕草のいじらしさが俺にとってはえらいツボで、胸のあたりがギュッと痛くなった。

　しかも「よろこんでもらえるかなと思って」って……！

　こんな台詞せりふを美少女に言われて、ときめかない男なんているか？

　いや、絶対いない。

　……あれ、でも変だな。

「俺、唐揚げが好きだって話したっけ？」

「……！　き、聞いた……と思う」

　花江りこはなぜだか落ち着きのない態度で、さっと視線を逸そらした。

　自分のことを話すのが苦手な俺にとって、好き嫌いについて説明するのはかなりハードルが高い。
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　でも花江りこが知っているということは、どこかのタイミングでとっさに口にしたのだろう。

　この一ヶ月、間を持たせるために、俺らしくもなく饒舌じょうぜつにしゃべってしまったことが何度かあったから、その時かもしれない。

　そんな雑談の中で俺が口にした好物をちゃんと覚えてくれていたのが、正直めちゃくちゃうれしい。

　俺はソワソワしながら、花江りこをチラッと見た。

　彼女はリビングに向かう俺の半歩後ろを、黙ったままついてきている。

　パタパタパタと歩幅の狭せまさを感じさせるスリッパの音をたてて。

　絶対に本人には言えないんだけど、俺の後ろを一生懸命いっしょうけんめいついてきてる感じがものすごく小型犬っぽい。チワワとかトイプードルとかそういう類たぐいの。

　リビングの扉を開けると、家庭の暖かさを感じさせる香りが、玄関げんかんをあけたときよりもっと優しく俺を包み込んでくれた。

　一人暮らしをしていた頃とは、全然違う。

　孤独こどくとは無縁むえんの満ち足りた暮らしがそこにはあった。

　地味でモテない男子高生の俺には、身の丈たけにあわない幸せすぎる。

　やっぱり俺、夢を見続けているんじゃないだろうか。

　リビングの入り口に棒立ぼうだちになったまま、そんなことを思っていると、鞄を持った花江りこが不思議そうに見上げてきた。

「もしかしてまた、『これ現実じゃないかも』って思ってる？」

　ごまかしてもしょうがないからと頷くと、花江りこはちょっぴり唇くちびるを尖とがらせた。

「もう。私の旦那だんな様は、いつになったら私をちゃんとお嫁よめさんだって認めてくれるんだろ」

　拗すねる顔も可愛すぎる花江りこを前に、俺はたじろぎまくった。

　そう言われても、あの信じられない逆プロポーズを受けた日から今日まで、起こる出来事のすべてが夢物語のようなのだから仕方ない。

　そう思った瞬間、すべてのきっかけとなったあの日の記憶がまざまざと蘇よみがえってきた。

　俺が花江りこから逆プロポーズを受けた日、それは今年の二月の話だ──。
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　その日は朝からめちゃくちゃ寒くて、スマホに流れてくるニュースやツイッターのトレンドは『今年一番の寒波かんぱが到来とうらい』の文字で埋うめ尽つくされていた。

　休み時間も「鍋なべが食べたい」だの「熱い風呂ふろにつかって温まりたい」だの、そんな話題ばかりが続き、お昼過ぎにはついに霙みぞれ交じりの雨が降りはじめた。

　教室内は暖房だんぼうが効いているものの、廊下ろうかや窓からはしんしんとした冷たい空気が入り込んでくる。

　ううっ。寒っ……。

　これじゃあ、確かに鍋や風呂で体を温めたくもなるな……。

　もっともうちは両親が海外出張で家を空けているから、家に帰ったところで、手作りの鍋料理が出てきたりはしない。

　母が置いていった料理道具の中には土鍋どなべもあるが、そもそも俺は料理ができないし、そのうえいつもシャワーで済ませているから、バスタブを洗うための洗剤や掃除そうじ用具も常備していなかった。

　鍋も風呂もなしの状態で、この寒さを乗り越えるのはしんどいな……。

　そんなことを考えていると、ブルッと悪寒おかんがした。

　肩かたの周りがとくに寒い。体が冷えてしまっただけだろうと高を括くくっていたら、次第しだいに節々ふしぶしが痛みはじめた。

　うわ。まじか。

　風邪かぜの予兆よちょうを感じて、背中を丸める。

　高校入学と同時に一人暮らしをはじめてから、俺は三食ともコンビニ飯で済ませてきた。

　そのせいか、ここ数年明らかに風邪をひきやすくなった。

　だからこそわかる。これはやばいやつだ。

　授業はあと二時間。現段階では早退そうたいするほどひどいわけでもない。

　なんて考えて無理をしたら、どうやらそれが良くなかったらしい。六限後の掃除そうじの時間には、汗をかくほど熱が上がっていた。

　もし俺がこの段階で、教師に体調不良を申し出ていたなら、俺と花江はなえりこはきっと結婚していなかった。

　そう考えると、人生ってものが恐ろしくなってくる。

　だけど、とにかく俺はあの瞬間、事故が起きた場に居合いあわせて、影の薄うすい地味じみ男子らしくもなく『学園一の美少女をピンチから救う』などというヒロイックな行動をとってしまったのだった。

　普段の俺なら余計なことを考えまくって、咄嗟とっさに助けに入るなんて絶対にできなかったはずだ。

　今振り返ると、熱のせいで思考力が低下していたのだろう。

　──具体的に何があったのか。詳しく話すとこうだ。

　今週、俺や澤さわのいる班の男子は昇降口の掃除当番だった。

　澤たちは霙で濡れた下駄げた箱ばこ前のタイルがやたらと滑すべるのを面白おもしろがって、箒ほうきをスティック代わりに「ホッケーだ！」なんて言ってはしゃいでいた。

　体調が芳かんばしくない俺はそれどころじゃない。

　少し動くだけで呼吸が荒くなるし、怠だるいし、とにかく熱い。おまけにやたらとボーッとする。

　早く下校の時間になってほしいと願いつつ、形だけの掃はき掃除をしていると、そこにゴミ箱ばこを持った花江りこが現れた。

　澤たちは多分、花江りこを意識したのだろう。

　昇降口がしんと静まり返る。

　誰一人、花江りこに声をかけられるやつはいなかった。

　両手でゴミ箱を持った花江りこが、首元くびもとに傘かさを挟はさんで歩き出すのを見ても、澤たちは「手伝おうか」とすら言い出せず、何を血迷ちまよったのか、手伝いを申し出る代わりに彼女が現れる前より過剰かじょうにはしゃいだ態度たいどでホッケーごっこを再開させたのだった。

　でも全員上の空で、目線はちらちらと花江りこの動きを追っている。

　もしかしたら花江りこが自分のことをチラッと見てくれるかも。

　そんなふうに期待するしょうもない気持ちが嫌いやというくらい伝わってきて、俺はたまらなくなった。

　男って、なんでこうも子供っぽいんだろうな……。

　俺が澤たちの輪に混ざらなかったのは、体調が悪いのもあったけれど、怖気おじけづいたせいもある。

　自己評価の低い俺は、そんなことをして万が一花江りこと目が合ってしまった場合、「うわ、陰いんキャがはしゃいでだっさ」と思われることを恐れたのだ。

　いや、花江りこはそんな性格をしていない。そんなふうに口が悪い子でもない。

　だからこれはあくまで俺の妄想もうそうなんだけど。

　それでも「男子ってほんと無理」ぐらい思われるかもしれないし……。

　俺がひそかにため息をついた直後、男子がはしゃぐとろくなことが起きないという見本を見せつけるかのように、澤たちの悪ふざけが災わざわいを引き起こした。

　ふざけた澤が飛ばした雑巾ぞうきんを、前野まえのが打ち返そうとする。その箒の柄つかが、霙の中、歩き出そうとしていた花江りこの傘にぶつかり──。

「きゃっ」

　か細い悲鳴ひめいをあげて、花江りこがバランスを崩した。

　俺の目の前で。

　赤いポップな花が描かれた傘が宙に舞う。

　ゴミ箱が鈍にぶい音をたてて落下する。

　霙で濡れたタイルは、本当にスケートリンクかってくらい滑りやすかった。

　青ざめた花江りこが倒れこむ。

　不思議なことに、俺にはその一連の流れがなぜかスローモーションのように見えていた。

　だからとっさに動けたのだ。

　別に動体視力がいい自覚なんてないし、こんなことは後にも先にもこのときだけの経験だった。

　転びかけていた花江りこの手を摑つかみ、自分のほうへ引き寄せる。

　そのまま助けられたなら、格好かっこうがついたのだろうけれど。

　残念ながら今度は俺がつるんと滑り、その場に尻しりもちをついてしまった。

　すぐに雨水は制服を通り越し、パンツまでじわじわと染しみてきた。

　そんな俺の上に、霙交じりの雨が降り注ぐ。

　ありえない。かっこわる。

　ただ、転ぶ寸前すんぜんに花江りこの手を放していたため、彼女を巻き込まなかったことだけは救いだった。

　花江りこは何が起きたのか理解できないでいるらしく、茫然ぼうぜんとした顔で俺を見つめてきた。

　彼女の髪や制服も少しずつ濡れていく。

　その後ろには、どうしていいのかわからないという表情を浮かべた澤たちが立ち尽くしていた。

　もう一度、澤たちから花江りこに視線を戻す。

　花江りこはようやく状況を摑めたらしく、倒れたゴミ箱と床ゆかに落ちた傘、座ったままの俺に視線を向けて、眉まゆを下げた。

　うっ、気まずい。

　自分がどれだけ情けない格好でへたりこんでいるかぐらい想像がつく。

「花江さん、濡れちゃうから傘拾ひろいなよ」

　そう伝えてから立ち上がろうとしたら、ぐわんと頭が揺ゆれるような感覚がしてよろけてしまった。

「新山にいやまくん、大丈夫だいじょうぶ!?　どこか痛いの……!?」

「あ、いや……違う。もともと体調が悪くて……。でも気にしないで。一瞬いっしゅんふらついただけだから」

　無理やり愛想あいそ笑いを浮かべてみたが、正直すぐには立ち上がれる気がしない。

　風邪のせいで弱っていた体で、一瞬でもがんばっちゃったのがまずかったのだろうか。

　澤を呼び寄せたいけど、頭がまだグラグラしていて大きい声を出せそうにない。

　そのとき、狭くなっている視界の隅すみで、花江りこがさっと動くのが見えた。

「あの、摑まって？」

　よろけた俺の体に手を添そえて、花江りこが支えてくれる。

　彼女がとった行動に驚きすぎて、俺はただされるがままになっていた。

「ごめんなさい、私のせいで……」

「い、いや、花江さんのせいじゃないよ……」

「でも風邪ひいてたのに、私のせいでずぶぬれにさせちゃったから……。本当にごめんなさい」

「や」

「や」ってなんだ、俺。

　もうちょっとなんか付け足せ。

「ほんと……気にしないで……」

「どうしよ……。保健ほけん室しつ……ううん、病院びょういん行ったほうがいいよね？　救急車きゅうきゅうしゃ呼んでもいい？　あ、その前に先生呼んでくる？」

「そんな大げさなあれじゃないから」

「でも無理しちゃだめだよ。どうしよ、どうしよ」

　そのとき、澤が我に返ったような顔になり「俺、先生呼んでくるわ」と言い残して、駆かけていった。

　他の男子たちは、相変わらず立ち尽つくしたままだ。

　花江りこは俺を支えると、雨の当たらないところまで連れていき、そのまま傍かたわらに寄り添ってくれている。

「座ったほうがいい？　寝てるほうが楽かな？　あ！　膝枕ひざまくらする……!?」

「お、落ち着いて、花江さん」

　なんで膝枕出てきた？

　美少女からそんなうれしすぎる提案をされたというのに、現実味がなさすぎて喜ぶどころじゃない。

　てか花江りこってこんなに焦あせりまくる子だったのか。

　控ひかえめに笑っている印象が強いから、勝手に落ち着いた子だと思い込んでいたけど、今の彼女のわたわたっぷりは結構なレベルだ。

「私が新山くんをお姫ひめ様抱っこして、先生のところまで連れていければよかったんだけど。……試してみる？」

「いや、試すのはナシで……！」

　華奢きゃしゃな花江りこが俺をお姫様抱っこなんてできるわけがないし、たとえできたとしてもいろんな意味でＮＧだ。

「新山くん、私にどうして欲しい？　何でも言って？」

　花江りこが俺を支えたまま、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

　距離が近すぎて、息を吸っていいのかわからない。

　でも、息を止めていたらしゃべれないしな。

　俺のくだらない葛藤かっとうになんてまったく気づいていないであろう花江りこは、その間もずっとオロオロした顔で俺を見つめている。

　俺は熱のせいで朦朧もうろうとなっている頭の隅で思った。

　花江りこは困っている顔もめちゃくちゃ可愛い。
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「ふざけすぎた……ごめん」と謝あやまる澤さわたちや、心配そうな花江はなえりこに見守られながら学校を出た俺おれは、担任の車で近くの病院びょういんまで連れて行ってもらった。

　ちなみにずぶ濡れになってしまった制服は、ジャージに着替えた。もちろんパンツの予備なんて持っていないから、ジャージの下は惨みじめな状態になっている。

　病院では、「インフルエンザではないけど、今晩あたりさらに熱が上がりそうだね。解熱剤げねつざい出しとくよ」と診断された。

　それから一時間かけて点滴てんてきを受けることになったので、先にバイト先の映画館にしばらく休ませてくれるよう連絡を入れた。

「新山にいやま、薬もらってきたぞ」

　声を掛けられて顔を上げると、薬の入った袋を掲げながら歩いてくる担任の姿が見えた。

「家まで俺が送るから。さ、行くぞ」

「あ、はい。ありがとうございます、先生」

　点滴のおかげで多少まともに動けるようになったが、熱のせいで足元がどうにもふわふわしている。

　そんな俺を担任の男性教師は自宅マンションまで送り届けてくれた。

「すみません。助かりました」

　車を降りて、病院でもらったマスクの下からお礼を伝えると、担任は「おまえも災難さいなんだったなあ」と笑った。

「ほんとに一人で大丈夫だいじょうぶか？　部屋まで一緒いっしょについてくぞ？」

「いえ、エレベーターあるし問題ないっす」

「そうかー？　ま、この土日にしっかり休めよ。あと、なんか困こまったことあったら連絡してこいよ」

「うっす」

　担任は無精ぶしょうひげの生はえた頰ほおをぽりぽりかくと、手を伸ばして助手席のドアを閉めた。

　のろのろと走り出した軽自動車を見送ってから、エントランスに向かった俺は、マンション入口のガラスドアの前で寒そうに丸まっている女子高生に気づき、思わず立ち止まった。

　え……。どうして彼女がここに……!?

「花江はなえさん……」

　そう。なぜかうちのマンションの前に花江りこがいたのだ。

「新山くん……！　おかえりなさい！　あの、病院どうだった？」

　俺の声を聞いて勢いよく顔を上げた花江りこが、パタパタと駆け寄ってくる。まるでスーパーの前で飼い主に待たされていた犬のように。

「なんでここに……？」

　それ以上言葉が出てこなかった。

　花江りこはこのマンションの住人ではない。

　まさか、ここでずっと俺の帰りを待っていたのか？

　いやいや、ありえないって。俺なんかを待つか。相手はあの花江りこだぞ。

「ごめんなさい。待ってたりして。でも、どうしても心配で……」

「……！」

　俺が打ち消した考えを、あっさり認められてしまった。

　まじか。

「新山くん、ご両親は海外にいて一人暮らしなんだよね？　だから、一人で大丈夫かなって思ったの」

「あれ？　どうして俺が一人暮らしだって知ってるの？」

「……！　ほ、ほら、風の噂うわさで聞いた的な……!?」

　なぜか彼女は焦あせりながら前髪をいじっている。

　俺が一人暮らしなのは別に隠してることじゃないから、彼女の言うとおりなのだろう。

　ただ、俺の存在を花江りこが認識していたなんて驚きだ。

　俺なんて彼女の人生にとって、単なるモブ男の一人でしかないだろうに。

「それで具合ぐあいどうかな？」

「あ、うん。点滴打ってきたから、学校にいたときよりはだいぶ楽になった」

「そっか……。よかった」

　花江りこがホッとしたように息を吐く。

　俺はまだこの状況が信じられなくて、瞬まばたきを繰り返した。

　心配して待ってたって……。イケメン相手ならまだしも、こんな俺のことを？

　しかもこの寒い中。コートを着ていたって凍こごえる気温だというのに。

　花江りこをよく見たら鼻先はなさきが赤くなっているし、寒さのあまり目が潤うるんでいた。

　って、いつからここにいたんだ!?

　担任と一緒に病院に向かった俺とは違い、花江りこを含ふくむクラスメイトたちは、掃除そうじの時間が終わったらすぐ帰宅できたはずだ。

　今はテスト前。その間はバイトだけでなく、部活動も禁止されている。生徒たちはさっさと家に帰って勉強しろというように、掃除終了とともに校舎こうしゃから追い出されてしまうのだ。

　学校から病院までの距離が車で十分ぐらい。待合室での時間、診察の時間、点滴をしていた一時間──。

　怪我けがのせいでまともに歩けない俺はそのすべてにやたらと手間取り、結局、学校を出てから家に着くまで二時間近くかかってしまった。

　万が一、花江りこが学校から俺のマンションまで真まっ直すぐ来たのだとしたら、相当な時間待たせていたことになる。

　さすがにそれはないよな？

　雪が降るほど寒い日に、一時間も外にいるなんてどんな拷問ごうもんだって感じだし。そんな中、誰かを待つなんて忠犬ちゅうけんハチ公ぐらいにしかできないだろう。少なくとも俺だったら五分と持たない。

　だから、花江りこがここにずっといたなんてありえない──とは思うけど。

「花江さん、どこか他で待ってたんだよね？」

　一応確認のためにそう尋ねたら、花江りこは可愛かわいらしく微笑ほほえんだまま首を傾かしげた。

「それだとすれ違っちゃうかもしれないから、学校が終わるのと同時に急いできたよ」

　忠犬ハチ公を地でいく子いた！

　しかもなぜか花江りこはちょっと得意そうな顔をしている。だんだん彼女が、飼い主に褒ほめてもらうことを期待しているハチ公に見えてきた。これも熱のせいかな。

　って、学校一の美少女をハチ公に例えるなんて、何考えてるんだ……！

　俺が脳内のうないでわたわたしていると、急に花江りこが不安そうな顔になった。

「私、気持ち悪かったかな……」

「え!?」

「おうちの場所は澤さわ君に聞いたの。ごめんね、勝手に聞いたりして」

「それは全然いいんだけど」

　澤、花江りこと話したのか。これは休み明け、相当自慢じまんされるな。

「新山くんが大丈夫か気になって……。どうしてもあのまま帰れなかったの」

「う、うん」

　そこまで心配してくれたなんて……。

　花江りこ、どんだけいい子なんだよ。可愛いだけじゃなくて、性格まで最高なんてどうなってるんだこの子。

「あの、さ、ごめんね。その、色々と気を遣つかわせて。すごい待たせちゃっただろうし」

「そんな……！　謝あやまらないで。私が勝手かってにしたことだし」

「だけど」

　お互い言葉に詰つまって微妙びみょうな沈黙ちんもくが流れる。

「あ！　新山くん、具合が悪いのに、こんなところで立ち話なんてよくないよね……！」

「いや……」

　また沈黙。

　これはあれだな。切り上げるべきタイミングだな。

　いい加減、花江りこをこの寒さから解放してあげたいし。

「とりあえず診断結果はさっき話したとおりだから。寒い中ほんとありがとう。じゃあ！」

　俺は気まずさのあまり、慌あわてて花江りこの横を通り過ぎようとした。ところがそのせいで、またふらついてマンションの壁に肩を軽くぶつけてしまった。

「大丈夫……!?」

　慌あわてて駆け寄ってきてくれた花江りこがすぐに手を貸してくれる。

　尻もちに続いて、また格好悪いところを見られてしまった。

　俺は惨みじめさのあまり彼女の眼差まなざしを正面から受け止められず、俯うつむいたまま早口でお礼を伝えた。

　正直、今すぐこの場から逃げ去りたい。

　そう思って今度こそ、花江りこの傍そばをすり抜けようとした時、なぜか彼女に呼び止められた。

「待って、新山くん……！」

　花江りこは迷うように視線を動かしてから、一瞬ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。まるで勇気を振り絞るみたいに。

　俺はどうして引き止められたのかわからないまま、花江りこの次の言葉を待った。

「あ、あのっ……あのね？　もし迷惑めいわくじゃなければ、私に看病かんびょうさせてもらえないかな……！」

「え？」

　看病って……花江りこが？　俺の看病を？

「でもそこまで責任を感じてもらうわけには……」

「ち、違うの！　そういうんじゃないよ!?　ただ、あの……お手伝いできることがあるならって思っただけだから、ほんとに全然重く考えないで……！」

「風邪かぜ移したら悪いよ」

「私、全然風邪ひかないから大丈夫！」

「だけど部屋もすごい散らかってるし」

　捨てるのが面倒めんどうで放置ほうちしているペットボトルだとか、溜たまった洗濯物せんたくものだとかが散乱さんらんする部屋のことを思い出す。

「それも私が片付かたづけるよ」

「え……」

「『お手伝いロボットのお試し版が、ある日突然自分の家に届いちゃった！』ぐらいに思ってくれればいいから！　製品紹介のためにお手伝いしますって言われたら、軽い気持ちで試してみるよね……？　ね……！」

　なんだ、その例えは。わかるようでわからない。

　ある日突然万能お手伝いロボット（しかも美少女の）が届く日常なんて、平成へいせいが終わった今もまだ訪れていない未来だ。

　それに、俺は花江りこのことを口数の少ない子なんだと思い込んでいたので、彼女が結構よくしゃべることにも内心驚かされていた。

　彼女は慌てるとちょっと早口になって、呼吸のタイミングが少しずれる。美少女だからというだけじゃなく、そういうところまでいちいちかわいい。

　しかもありえないくらい優しいよな。

　じゃなかったら、俺に手伝いを申し出たりするわけがない。

　とはいえ、まいった。だって、どうしたって遠慮えんりょはする。

　俺なんかが学園一の美少女に看病してもらっていいわけないって……。

「花江さん。気持ちはうれしいけど、やっぱり……」

「……っ」

　俺が断りかけた途端とたん、花江りこの形の良い眉まゆが逆さになった。

　そんな顔をされてしまうと、まるで苛いじめているような気持ちになる。そのせいで拒こばむための言葉が出てこなくなった。

　本当にいいのだろうかと迷う気持ちは相変わらず心に渦巻うずまいているけれど、俺は結局こう返した。

「じゃあ、頼めるかな？」

　俺の返事を聞いた時の花江りこの笑顔えがおは今でも鮮明せんめいに覚えている。

　その瞬間、周囲の音が遠くなるほど夢中で彼女に見惚みとれてしまったから、忘れられるわけがなかった。

　花江りこがどうしてそんな表情を俺に見せてくれたのかはわからない。

　ただ俺は、花が咲くように笑った顔って、こういう表情のことを言うのだと思ったのだった。
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　俺おれの鞄かばんを持ってくれた花江はなえりこは、他にもいろんな面で俺をサポートしてくれた。たとえばエレベーターのボタンを押したり、鞄から鍵かぎを取り出したり、扉とびらを開けたり。

　正直本当に助かった。普段の日常では難なくこなしている動作も、熱があって気怠けだるい体にはすごく堪こたえるから。

　しかも俺の体は自分で認識していた以上にダメージを受けているらしく、もたれかかって立ってるだけならなんとかなるが、花江りこが支えてくれなければまともに歩くことさえできなかった。

　ただ、その距離感が尚更なおさら俺の体温を上げさせたのは言うまでもない。

「あれ？　新山にいやまくん、遠慮えんりょしてる？　もっと体重かけていいよ？」

「でもさすがにこの体勢は……」

「よいしょ。はい、こうやって私の肩かたに摑つかまってね？」

　花江りこが俺の両手を取って、自分の肩にしっかり回させる。

　こんなのもうほとんど抱きしめてるのと変わらない。

　って、何考えてるんだ馬鹿ばか野郎!!

　こんなふうに意識するなんて、善意ぜんいで触れてくれている彼女に失礼すぎるぞ。

　必死に自分を叱しかりつけて、なんとか気をそらそうとしても、彼女の髪かみから薫かおるシャンプーの匂においや、触れられたときの柔やわらかい感触が、なけなしの理性をあざ笑ってくる。

「ね、新山くん。この体勢、ちょっぴり照てれくさい」


「……!!」



　そういうこと言っちゃダメだって！　余計ドキドキするから……！
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　花江りこに助けられながら、リビングのソファーまで移動した後。なんと彼女は家事まで引き受けてくれると言い出した。

「冷蔵庫に食材はある？」

「いつもコンビニ弁当で済ませてるんだ」

「えっ。毎日？」

「恥はずかしながら」

「キッチン道具はある？」

「一応、親が使ってたのが」

「じゃあ、ささっと買い出しに行ってくるね」

「えっ。いや、それはほんとに悪すぎるよ」

「私ごはん作るの好きだから、気にしないで」

「でも外すごい寒いし、雪だし」

「寒いのも好きだから大丈夫だいじょうぶ。──それに今日、教室で澤さわくんたちとお鍋なべが食べたいって話してたでしょ？」

「……！」

　聞こえていたのか。

　澤のやつ、いつも声がでかいんだよ……。

「好きなお鍋の味ある？」

「し、塩味かな。あっ、でも、鍋なら基本なんでもいけるから」

「ふふ、でも今日は塩味にしようか。お風呂ふろはどうする？　やめといたほうがいいかな」

　熱でふらついている時に風呂に入るのはあまりよくないと思うが、昇降口で転んでパンツの中までずぶ濡れになった身としては、さすがに着替えるだけでは済ませたくない。

　幸い点滴てんてきの効果も出てきていて、体調不良ピークの時のように熱に浮かされているような感覚はしなくなった。少し休んだあとなら、風呂ぐらいなんとかなるだろう。

「転んで汚れたから、サッと入っちゃうよ」

「ほんと？　大丈夫？」

　点滴の効果について伝えると、花江りこは心配そうにしながらも納得してくれた。

「まずはお風呂の支度したくをしちゃうね」

「しまった。それが風呂用の掃除そうじ道具が何もなくて。だからシャワーだけで──」

「じゃあそれも買ってくるよ。その間、新山くんは寛くつろいでてね。ベッドで横になってるほうが楽？　それともソファーに座ってるほうがいいのかな」

　花江りこに家事を任せて、自分だけ寝室で寝ているわけにはいかない。そう思ってリビングにいると答えた。

　すると花江りこは、俺が楽な体勢で横になれるようにソファーの上にクッションを重ねて、寝場所を整えてくれた。

「お風呂とごはんの支度ができるまで、ここで休んでいて」

「俺も何か手伝うよ……」

「だめだよー。新山くんは病人なんだから。ここでじっとしていてください」

　腰こしに両手を当てた花江りこが、幼児ようじを叱しかるような口調で「めっ」と言ってくる。俺は思わず「あ、はい」と答えてしまった。

「寝室の場所教えてくれる？　何かかけるものを取ってくるね」

　俺が聞かれたことに答えると、花江りこはわざわざ毛布もうふを取りに行ってくれ、それを丁寧ていねいな手つきで俺の上にかけてきた。

「寒くないかな？」

「うん」

　首の周りまでちゃんと毛布が届くよう整えてもらいながら、何度目かわからないお礼の言葉を伝える。本当に感謝をしているのに、「ありがとう」「ごめん」ぐらいしか伝えられない口くち下手べたな自分を情けなく思った。

「それじゃあはじめるね」

　花江りこは制服の袖そでを腕まくりすると、長い髪をひとつにまとめはじめた。

　両手の親指で耳の上を撫なでて髪を集める仕草しぐさ、ゴムを咥くわえた口元、ひとつになった髪がサラッと流れるときの動き。

　そういうものに釘くぎ付づけになっていた俺は、慌あわてて彼女から視線を逸そらした。
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　それから彼女は買い出しに出かけ、帰るとすぐ夕食の下準備を済ませて、米を炊たいている間に風呂掃除そうじまでしてくれた。

　しかも俺たちが家に帰ってきてから、まだ一時間ちょっとしか経たっていない。

　俺は花江りこの手際てぎわの良さに衝撃を受けた。

　そういえばマンションのエントランスで話したとき、家事全般こなせる的なことを言っていたなと思い出す。だけど、こなせるどころか、家事マスターか？　ってくらいの腕前だったのはさすがに予想外だ。

「すごいね。一体どうやったらそんな短時間であれこれできるの？」

　俺がそう問いかけると、花江りこは口元に指先を当てて少し考え込んだ。

「多分馴なれと、あとは修業？」

「家事に修業なんてある？」

「あるよぉ。だって、花よ──。あっ、う、ううん。なんでもない……！　それよりお風呂の用意ができたから入っちゃう？　私、手伝うね」

　ん？　ん!?　手伝うって!?

「風呂を手伝うとは……」

　混乱しながらそう尋たずねると、花江りこはきょとんとした顔で小首こくびを傾かしげた。

「体や髪を洗ったり？　支えたり？　他にも新山くんがして欲しいことがあれば、なんでもするよ」

　なんでもって……。

　考えるより先にやましい想いがポッと浮かんできたが、慌てて首を振る。

　だめだ、花江りこに『なんでもしてもらえる俺』なんて、まったく現実的じゃない。

「だって、え、お風呂だよ？　わかってる？」

　もしかして天然てんねんなのかと思ってそう尋ねてみたら、花江りこは恥はずかしそうに俯うつむいて「わ、わかってるよ？」と呟つぶやいた。

「あっ、待って！　私、痴女ちじょとかじゃないからね……!?」

「……っ」

　なんつうことを言い出すんだこの子は。

　しかも本人は至いたって真剣しんけんらしく、痴女という言葉を口にしたことに照てれながらも、真面目まじめな顔で拳こぶしをきゅっと握にぎり締めている。

「介護かいごについても通信教育で勉強してあるの。だから何も気にしないでね……！」

　花江りこにとっては介護と変わらないのかもしれないけれど、俺はそんなふうに思えない。

　だからこそ、絶対に手伝ってもらうわけにはいかなかった。

　そんな善意に付け込むようなことをして、万が一、花江りこに俺の下心したごころがバレてしまったら……。きっと彼女は俺のことを心底しんそこ軽蔑けいべつするだろう。

　花江りこにゴミ屑くずを見るような視線を向けられる場面を想像して、ブルッと震え上がる。

　下心の言いなりになる勇気すらない俺を笑うがいい。俺は女子から嫌われることが本気で怖こわいのだからしょうがない。

「花江さん。気持ちはありがたいけど、他のことと違って風呂を手伝ってもらうのはやっぱりまずいよ。花江さんが俺のことを意識してなくても、俺はやっぱり気になるし」

「なんで私が新山くんのことを意識してないって話になってるの……？」

「だって、介護って言ってたから」

「それは……！　そう言わないと新山くんが、私を受け入れてくれないかなって思ったからで……！　だからつまり、意識してないとかじゃなくて……っ」

「え？」

「ううん、やっぱりいい……！　今のは忘れてね……！　とにかくお風呂行こ！」

「待って待って、それはほんとだめだから」

「うう……。わかりました。具合が悪い新山くんを困らせるようなことはやめておくね。代わりに、ご飯のお手伝いはさせてください……！」

　ご飯の手伝い？　作ってくれるとは言ってたけど、配膳はいぜんとかそういうことか？

　それで引き下がってくれるなら、ここは承諾しょうだくしておいたほうがいいだろう。

「じゃあ、それは花江さんに頼むよ」

「うん……！　任せてね！」

　なぜか花江りこは、さっきと同じように恥じらいながらそう言った。

　何に対して照れてるんだ？

　熱のせいでぼんやりしている頭では、深く考えることができない。

　俺は思考することを放棄ほうきして、バスルームへと向かった。

　寒い脱衣所で震えながらジャージを脱ぬぎ、バスルームに繫つながる扉とびらを開くと、湯気ゆげと一緒いっしょに暖かい熱気が全身を包み込んだ。

　バスタブの中のお湯は、乳白にゅうはく色しょくに染まっていて、ミルクのようないい匂においがする。

　うちに入浴剤のストックなんてなかったはずだから、花江りこが食材の買い出しの時に、一緒に買ってきてくれたのだろう。

　湯船ゆぶねに浸つかかることに対して全然思い入れなんてなかったはずなのに、あまりに気持ちよさそうなので早く沈しずみたくなってきた。今日は動きが重いせいで、なかなかスムーズに体を洗えないのがじれったい。

「……よ、よし。やっと終わった」

　さてと……。

　ふらついて情けなく倒れたりしないよう、一応、壁に手をついてバスタブを跨またぐ。

　冷えていた右足がお湯に触れると、なんともいえない感覚が全身を駆け抜けた。

「おおう……」

　絶妙ぜつみょうな湯加減で妙な声が出てしまった。

　そのままゆっくり体を沈める。

　ああ……、たまらない……。

　思わず心の底からの「はあっ」というため息が零こぼれ落ちた。

　体が芯しんから温まっていくのを感じながら、ゆっくりと目を閉じる。

　風呂ってこんな気持ちよかったっけ……。

　それに、熱のせいで痛んでいた関節かんせつが明らかに楽になった。

　しかも、なんだかホッとする。

　風邪かぜで気が張っていたのかもしれないと、この瞬間に初めて気づいた。

　シャワーでザッと体を洗うだけじゃ、こんなふうにはならなかっただろう。

「風呂、最高か」

　この数年忘れていた喜び。それを思い出させてくれた花江りこに対して、また新たな感謝の想いが湧わいてきた。
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　──二十分後。湯上りでポカポカした体をパジャマ代わりのスウェットに包つつみ、リビングに戻ったところまではよかった。

　しかしそれからわずか五分後の今、俺は猛烈もうれつなピンチに見舞みまわれている。

「はい、新山くん。お口開けてください。あーん」


「……っっっ」



　隣となりにぴったりとくっついて座った花江りこが、レンゲを俺のほうへ近づけてくる。俺は視線を忙せわしなく動かすことしかできない。

　なんだこれ、どうしたらいいんだ。ていうかなぜこんなことになった……！
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　風呂ふろではしっかり温まれたし、リラックスできたけれど、体力は結構消耗しょうもうしてしまったようだ。着替えを済ませて廊下ろうかに出ると、風邪かぜの時特有の気怠けだるい疲れがずしりと圧おし掛かかってくるのを感じた。

　そのせいか、あまり食欲がない。

　花江りこは食事の用意をしてくれると言っていたが、まいった。

　作ってもらったものを残すなんてことはしたくないし、どうしたものか。

　迷いながらリビングの扉とびらを開けると、ふわっと出汁だしの匂においが香かおった。

　驚いたことにその直後、本体と同じぐらいぐったりしていたはずの胃いが、目を覚ますような感覚を覚えた。

　あ、これなら多少食べられるかも。

「新山にいやまくん、温まれた？」

「うん。ありがとう。いいお湯でした」

「ふふっ。よかった。血行けっこうも良くなったみたい。でも疲つかれちゃったかな……？」

　俺おれの体調を窺うかがうように、花江はなえりこがじっと見つめてくる。それが恥はずかしすぎて、俺はパッと視線を背そむけた。

　今の態度は露骨ろこつすぎたかなと後悔こうかいしても後の祭り。救いなのは、俺のそんな態度を花江りこが気にしていないことだ。

「湯冷めも心配だし、このままベッドに行こっか。お鍋なべとお薬は寝室に持っていくから、新山くんは休んでて？」

「わ、わかった」

　花江りこに促うながされた俺は、おとなしく寝室へ向かうことにした。実際、かなり怠くなってきていたので、彼女の気遣きづかいがありがたかった。

　寝室に向かった俺が横になり、ぼんやりしていると、しばらくして、ノックの音がした。

　返事をすると、トレイを持った花江りこが、美味おいしそうな匂においと共に部屋に入ってきた。

　彼女はベッド脇わきのローテーブルにトレイを一旦いったん置くと、俺が寄りかかって座れるように枕まくらもとを整えてくれた。

　まったく何から何まで気が利きく子だ。

　性格が良くて、優しくて、家事もできて、おまけに美少女なんて……。本当に俺と同じ人間なのかな。

　そんなことを考えていると、勉強机の前から椅子いすを移動してきた花江りこが、ベッドの脇わきにちょこんと座った。彼女の膝ひざの上には、一人前用の土鍋どなべと、たまごおじやと、リンゴの擦すりおろしを載のせたトレイが載っている。

「新山くん、何から食べますか？」

「えっと」

　鍋から漂ただよう出汁の香りにまず惹ひかれて、そう伝えると、花江りこは自らレンゲを手に取って、一口分をよそった。

　湯気ゆげの立ち上る汁しるは見るからに熱そうだ。

　驚いたことに、彼女はそこにそっと息を吹きかけて冷ましてから、俺の顔を見てにこっと微笑ほほえんだ。

「はい、新山くん。お口開けてください。あーん」


「……っっっ」



　ここでようやく「ご飯を手伝う」という言葉の意味を理解した。

　しかし時すでに遅し。俺はそれを承諾しょうだくしてしまったのだ。

「あ、あの花江さん、ちょっとそれは……」

「新山くん、さっきご飯のお手伝いはさせてくれるって……」

　待ってくれ。なんでそんな悲しそうな顔になるんだ。

　しかも俺は確かに「花江さんに頼む」と言ってしまった。

　ど、どうする。あーんしてもらう？

　……いいのか？

「新山くん……」

「くっ……」

　今にも「くーん」と泣き出しそうな顔で、見つめてこないでくれ。

「わ、わかった」

　ええい。ままよ！

　ぎこちなく口を開けると、花江りこはホッとしたように目を細めた。

　それから鍋の具が舌したの上に優しく落とされた。

　その瞬間、少し甘みのある白菜はくさいと、柚子ゆずの効いた出汁、それから柔やわらかい豚肉ぶたにくの味が口内に香った。

　すごく美味しい。それに心の奥がほっこりする。

　花江りこがちゃんと冷ましてくれたおかげで、ちょうどいい温かさだ。

　大切に味わってから飲み込み、余韻よいんを味わうように一息つく。

「どうかな？　味、薄かったかな」

「ううん、そんなことない。あの、美味しいよ」

「ほんと？」

「うん」

　花江さん、料理上手じょうずなんだね。そこまで言いたかったのに、勇気がなくて言葉にできない。

「おじやも食べてみる？」

「あ、そっちは自分で──」

「それじゃあ看病かんびょうにならないからだめです。はい、あーん」

「うっ」

　俺が固かたまってしまうと、花江りこは困こまり顔で一度、手を下した。

「もう、新山くんったら。そんなに身構えないで？　体調不良の時は、誰かに甘えていいと思うの。ね？」

「……」

　本当にこれは現実なのだろうか。だんだん怪あやしくなってきた。もしかしたら熱に浮かされた俺が見ている幻覚げんかくかもしれない。そのぐらい現実味がないのだ。

　それに起こっていることのすべてが、あまりにも俺に都合つごうがよすぎる。

　成り行きとはいえ、学校一の美少女が家にやってきて、優やさしく看病をしてくれるなんて、そんな夢みたいな話があるか。

　やけに生々なまなましいけど、やっぱりこれは夢じゃないか？　本気でそう思えてきた。

　だったらいっそもう、花江りこの言うとおり甘えてみようか。
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　本音を言えば、俺だってこんなかわいい子に看病されて嬉うれしくないわけがない。

　枕に凭もたれ掛かり、一度深く息を吐き出す。そして俺は腹を括くくった。

　そこからは彼女にされるがまま、鍋もおじやも擦り下ろしたリンゴも、すべて手ずから食べさせてもらった。

「次はどれにする？　あ、でも無理しないでね？　風邪の時って食欲あんまり湧かないでしょ？」

「そのはずなんだけど、花江さんの料理美味いから」

　自然ともっと食べたいという気持ちにさせられる。

　食欲が湧かないなんて思っていたのに、俺も現金な男だ。

　俺が美味いと伝えたら、花江りこははにかむような笑顔を見せた。それがあまりに可愛かわいくて、一瞬クラッとなったほどだ。

「新山くんのお口に合ってよかった。美味しいって言ってくれてありがと。うれしいな。──あ、待って。ふふ、ついちゃってる」

「ん……」

　彼女はびっくりするほど甲斐甲斐かいがいしくて、布巾ふきんで口の周りを拭ふくことまでしてくれた。

　やばい。なんだこれ。

　ものすごく恥ずかしいのに、ものすごく満たされる。いや、満たされるとは違う。

　なんていうかつまりそう、これは多分幸せってやつだ。

　今の俺が風邪で弱っているからなのかはわからないけれど、花江りこが一生懸命いっしょうけんめい面倒めんどうを見てくれるほど、俺は幸福な気持ちに包まれていった。

　こんな感情を覚えてしまって大丈夫だろうか。

　これは束の間の奇跡。花江りこが看病を終えて帰れば、この幻は消滅する。

　でも幸せな時間を過ごした記憶は、俺の中から消えない。

　一生彼女なんてできそうにない陰いんキャの俺は、下手へたしたら死ぬまで今日のこの幸せな記憶だけを糧かてに生きていくことになる。

　それって結構残酷ざんこくな話だ。

　花江りこに甘えてしまったのは、やっぱり間違いだったかもしれない。

　そんな後悔に苛さいなまれていると、薬の影響で徐々じょじょに眠くなってきた。

　くそ、まだ眠りたくないな。この幸せを終わらせたくないんだ。

　女子が苦手にがてな俺が、まさかこんな感情を抱くなんて……。

　でも、俺の予想に反して、花江りこという幻は俺の前から消えてなくならなかった。

　その事実に気づいたのは、翌朝よくあさのことだ。
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　一度も目覚めることなくぐっすり眠り続け、気づいた時には室内がうっすら明るくなっていた。

　朝が来たのだ。

　花江りこの作ってくれた美味おいしいご飯を完食して栄養を摂取せっしゅし、薬を飲んで、しっかり睡眠を取ったのがよかったのだろう。体は驚くほど楽になり、昨日きのうの気怠けだるさは完全に消え去っている。

　ホッとしながら身を起こした俺おれは、ベッド脇わきの椅子いすで居眠りをしている花江はなえりこを見つけて、衝撃しょうげきを受けた。

　彼女は寒そうに体を丸めて、布団ふとん代わりに掛けたコートに鼻先はなさきを埋うめている。

「えっ。なんで!?」

「ん……」

　俺の発した言葉で身じろぎをした花江りこが、ゆっくりと大きな瞳ひとみを開ける。

　少しぼんやりと顔を動かした彼女は、俺をその視界に入れた瞬間しゅんかん、勢いよく飛び起きた。

「ご、ごめんなさい、朝までいたりして……！　あのっ、実は……新山にいやまくんが眠った後、帰ろうとしたんだけど、雪で電車が止まっちゃって」

　即座そくざに状況を理解した俺は、頭を抱かかえたくなった。

「うわ、そうだよな!?　ごめん！」

　担任の車の中で流れていたラジオでも言っていた。

『東京とうきょう二三区を含む関東かんとう甲信こうしん地方では、雪によって大幅にダイヤが乱れる恐れがあり、在ざい来らい線せんでは一部運休などの──……』

　無機質なアナウンサーの声を思い出しながら、ため息を吐く。

　なんでちゃんと気遣きづかってあげなかったんだ……。

　いくら風邪かぜをひいていたからって、そんなの言い訳にはならない。自分のことで頭が一杯だった昨日の自分をものすごく恥はずかしく思った。

「新山くん、体調はどう？」

「あ、うん。すごく楽になった。熱も下がってるっぽい」

「体温計っておうちに置いてあるかな？　私が取ってきてもいい？」

「だけど、これ以上甘えるわけには……」

「まだ熱が本当に下がっているかわからないので、もうちょっとだけ私に面倒めんどうを見させてほしいな」

「……」

　そんなふうに言われて断れるわけがない。申し訳ないなという気持ちを抱えながら置き場所を教えると、花江りこはすぐ取りに行ってくれた。

　差し出しされた体温計を受け取って熱を測ると、三十六度五分。しっかり平熱に戻っている。

「よかったぁ」

　隣となりからデジタル数字を覗のぞき込んできた花江りこが、ホッとしたように息を吐く。

　それから「でも朝の薬を飲まないとね！」と言って、今度は水を汲くみに行ってくれた。

　俺はどうしたらいいんだろう。具合ぐあいは問題ないし、後を追うべきかな。だけど、待っていてと言われたよな……。

　昔話では、こういうときに覗いた人間の末路まつろは空むなしいものだ。きっと花江りこは「もう本当に一人で大丈夫そうだね。私、かえりまーす」と言って、出て行ってしまうだろう。そして俺たちの縁えんは、そこで切れて終わり。

　学校で口を利くことなんて今まで一度だってなかったんだ。月曜日からはまた、単なる他人同士の生活が待っている。

　……まだ帰ってほしくないな。

　ついそんなことを思ってしまった自分を、すぐに恥はじた。彼女は俺のせいで疲つかれているはずだ。さっさと解放してやらないと。

　そんなことをグルグル考えたのち、とりあえず着替えだけ済ませてリビングに向かおうとしたら、なんと花江りこは、手作りの玉子たまごサンドと一口大に切ったリンゴ、それから薬を飲むための水をトレイに載のせて戻ってきた。

「ああっ！　だめだよ、新山くん。風邪は治りかけが大事なんだから。はい、お布団に戻ってください」

　優しい口調で諭さとされ、言い返すことができない。

　結局俺は、花江りこ手作りのめちゃくちゃ美味おいしい玉子サンドを平らげ、リンゴを頰張ほおばり、薬を飲んで、夢のように幸せな時間の延長戦を楽しませてもらったのだった。

　ちなみに今、花江りこも俺の横に座って、サンドイッチを食べている。

　彼女は少し目を細めて、幸せそうに飯を食う。

　それがめちゃくちゃ可愛かわいくて、つい何度も横目で盗み見てしまった。





◇◇◇






　──食後、一息をついてから、改めて彼女にお礼と謝罪の気持ちを伝えた。

「花江さん、何から何までありがとう。あと、本当にごめん。椅子で寝たの？　寒かったよね……」

「コートかけてたから大丈夫だよぉ。だからそんなに気にしないで。ね？」

「起こしてくれればよかったのに」

　花江りこは俺の言葉にそっと微笑ほほえんだだけだ。

「新山くんが楽になったみたいで安心した。でも、体はまだ弱ってると思うから、しばらく安静あんせいにしてね」

　コートだけじゃ絶対寒かったはずなのに、彼女は恨うらみ言ごとひとつ言わない。

　それどころか、俺のことばかり心配してくる。

　なんなんだよ、花江りこ。どうしてこんなに優しいんだよ。

　彼女に対して申し訳ないと思う気持ちの中に、別の感情が混ざるのを感じた。

　今まで誰に対しても抱いたことのない想い。

　それは憧あこがれの混ざった好意だった。

　胸の奥が微かすかに苦しくなる。

　馬鹿ばかだな、俺。何考えてるんだ。ありえないだろ。

　学園一の美少女に惚ほれたって？　身の程知らずにも程があるぞ。

　やめておけ。まだ今なら引き返せる。

　胸の内で、自分にそう言い聞かせた。

「そろそろ雪やんだかな」

　花江りこは独り言のような声音でそう言うと、窓際に近づいていった。

　シャッと音を立てて、カーテンが開けられる。

　窓の向こうには、一面の雪景色が広がっていた。

　ここが鎌倉市かまくらしだということすら疑うたがいたくなるような一面の白を前に、俺と花江りこは思わず目を見合わせた。

「すごい」

　花江りこが呟く。

　俺も立ち上がり、窓際まで行った。

「……どうしよ、新山くん。これじゃあまだ電車は動いてないよね」

　俺の隣にいる花江りこは、困惑こんわく気味ぎみの言葉とは裏腹うらはらに、瞳をキラキラと輝かせている。

　きっと雪が嬉うれしいんだろう。

　彼女が見た目よりずっと感情表現豊かな子だということはもう知っているので、驚きはしなかったけれど、ドキッとはなった。

　だって、はしゃいだようにキョロキョロと街並まちなみを見回している花江りこはかわいすぎた。

「新山くん、もうちょっとここにいてもいい？」

「もちろん。花江さんが嫌じゃなきゃ、俺は全然」

「嫌なわけないよお」

「……っ」

　なんて返せばいいかわからず黙だまり込む。さっき彼女を意識してしまったせいで、とにかくやたらと息が詰まった。そのせいで、気づけば俺は無意識のうちに何度もめため息をついていた。

「……新山くん、私のこと……嫌きらい？」

「えっ」

「なんだか居心地いごこちが悪そう……」

「……！」

　うわっ。どうしよう。

　花江りこが瞳をうるうるさせている。

　そりゃあそうだ。誰かに嫌われてるかもと思うだけで、普通の人はかなり堪こたえるものだ。

　俺も経験があるから、どんな気持ちになるかはよく知っている。

　花江りこを泣かせるわけにはいかないので、俺は慌あわてて弁解べんかいした。

「嫌いとか、そんなことはもちろんなくて。ただ、俺たち今まで接点なかったから。どう接していいのかわからないっていうか……」

「ほんと？」

　うんうんと頷うなずくと、彼女はホッとしたように肩かたの力を抜いた。

　よかった。誤解は解けたようだ。

「確かに私たち同じクラスなのに、普段全然話さないもんね。新山くんは澤さわくんたち以外とは、あんまり関わりたくないのかなって思ってたの」

「え？　なんでそんなこと……」

「新山くん、クラスメイトと距離をとってなかった？」

「それは花江さんもじゃない？　むしろ俺より徹底てっていしてそうに見える。とくに男子に対して」

「徹底してる……。私そんなふうに見えてた？」

「まあ、うん。いつも女子としかいないし。男子を避けてたんじゃないの？」

　俺がそういうと花江りこはちょっと気まずそうに、目線を落とした。

「本当のことを言うと男の子は少し苦手なんだ。──でも、新山くんとだったら話したかったよ？」

　まるで俺だけが特別みたいな言い方をされて、一瞬、勘違いしそうになった。

　もちろんわかっている。特別扱あつかいされたわけじゃない。

　多分、今のは『異性として意識していないから、同性相手と同じように接せられる』という意味だろう。

　つまり人畜じんちく無害むがいだと判断した男に、女の子が心を開いてくれるパターンだ。

　悲しいことにそういう男は、異性としてアピールすることを許されていない。そんなことをしたら、途端とたんに気持ち悪がって離れていってしまうのがオチだ。

「新山くん。私ね、新山くんとこんなふうに話せてよかった」

「う、うん」

　俺はこれ以上勘違いすまいと、必死に身構えながら相槌あいづちを打った。

「あーあ。これならもっと早く勇気を出しておけばよかった。気づくのが遅すぎたな……」

「遅すぎたって？」

「私、父の仕事の都合つごうで海外に引っ越すことになりそうなの」

「えっ」

　花江りこが海外に引っ越し。

　はっきり言ってものすごくショックだった。

　もう二度と会えなくなるのか……。

　……いや、俺にとってはそのほうがよかったのか？

　俺の中で芽生えはじめた絶対に報われない想いも、離れればきっと消えてなくなる。

　そうしたら片思いの余計な苦しみを味わわなくて済む。

「本当は私一人で日本に残りたいんだけど、それだけは絶対にだめだって言われちゃって」

「そっか。まあ、花江さんは女の子だから、ご両親も心配するよ」

「でもね、私どうしてもここにいたいの……」

　花江りこは消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　窺うかがうように隣を向くと、視界に入ったのは俯うつむいた横顔だけだ。

　彼女がどんな表情を浮かべているのかわからないけれど、落ち込んでいるのは伝わってくる。

　居ても立ってもいられなくなった俺は、たどたどしい言葉を並べて、花江りこを励はげまそうとした。

「あ、あのさ！　何か方法があるかもしれないよ。一人で残るのがだめだって言われてるんだよね？」

「うん……」

「親戚しんせきの家で世話せわになるとかは？」

「私の両親は北海道ほっかいどう出身で、親戚はみんなそっちに住んでるの」

「じゃあ仲のいい友達を頼るのは？」

「皆心配してくれたけど、部屋が空いてる子はいなくて……」

「そっか……。確かに、だいたいの家がそうだよね」

　うちだって今空いている部屋は、もともと親の寝室だったものだ。

「もし、花江さんが同性だったら、うちの空き部屋を提供できたのにな」

　そんなありえないＩＦを持ち出してもしょうがない。

　ところが花江りこは、俺の言葉を聞いた途端、バッと顔を上げた。

「新山くん、私と一緒に暮らすの嫌じゃないの？」

「んっ!?」

　突拍子とっぴょうしもない質問をされて、思わず喉のどが詰まった。

「嫌なわけがないよ。けど、花江さんは女の子だし」

　俺たちが一緒に住む可能性なんて万に一つもないだろう。

　ていうか、そんなことを聞いてくるって、花江りこは俺と同居するのをありだと思ってくれてるのか？

　……待て待て、馬鹿め。変に浮かれたりするな。

　たとえ「あり」だとしても、それはどうしても日本を離れたくないからってだけだ。

　俺がそんなことを考えていると、不意に花江りこが体ごと俺のほうを向いて身を乗り出してきた。

　一瞬で俺たちの間にあった距離が縮まる。


「……っ！」



　勢いに気圧けおされ、とっさに体を引くと、その分さらに距離を詰められた。

　切羽せっぱ詰つまったような態度の花江りこは、触れ合いそうなほど俺たちの距離が近づいていることに恐らく気づいていない。

「あのっ……新山くんにお願いがあります」

「な、何」

「新山湊人みなとくん！」

「は、はい!?」

「私をあなたのお嫁よめさんにしてくれませんか……っ」


　……………………え？　オヨメサン……って。え……。嫁……？




「………………………………えええええええええ……!?」
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「お料理は和洋中、どんなリクエストにも応えられます！　お掃除そうじも好きだから、家事全般なんでも任せてください！　何かの時に役に立つかもしれないので、ＤＩＹの知識も一通りあります。そっ、それから──あ！　虫が出た時もがんばって対処します！　蜘蛛くもはちょっと苦手だけど……でも新山くんを守るためなら、戦えますっ……。メンタルケアと、リンパマッサージと、護身ごしん術じゅつと、栄養学と、漢方かんぽう養生ようじょうと、キャンドルマイスターの資格は通信講座で取得済みです！　他にも必要なものがあったら、しっかり学ぶので!!　だから、お願いです……。新山にいやまくん！　どうか私と結婚してください……！」

「……っ」

「……」


「…………………………とりあえず」



「は、はいっ！」


「…………キャンドルマイスターってなに？」



　あまりのことに思考がついていかず、つい妙みょうなところに食いついてしまった。

　聞くべきことはもっと他にあるだろう、俺おれ。しっかりしてくれ……。

「ごめん、やっぱりキャンドルマイスターはいいとして、ちょっと待って。えっ、け、結婚……？」

　問い返した声が情けなく裏返る。

「俺と花江はなえさんが？」

「うん……」

　くそっ。恥はじらうように俯うつむく仕草しぐさが可愛かわいすぎて、「よろしくお願いします！」と言って手を差し出したくなる。

　可愛さという無敵の武器を持っている花江りこが、だんだん恐ろしくなってきた。

　とにかく落ち着こう。咳せき払ばらいをして一呼吸置く。

　そうやってなんとか冷静さを取り戻そうと試みてみたが、なかなか上手うまくいかない。

「あのさ、そもそも結婚ってどこから出てきたの？」

「新山くんの家に居候いそうろうさせてもらえないかと思って」

「うん、そこまではわかる」

「一緒に住まわせてもらうなら結婚しないと……！」

「うん、そこから理解できない」

　俺が首を傾かしげて腕を組むと、それを拒絶きょぜつの表れだと受け取ったのか、花江りこは追いすがるように俺の服の裾すそをキュッと摑つかんできた。

「順を追って説明するから、聞いてほしいの……！　つ、つまり、障壁しょうへきとして私の父が立ちはだかっているの。それを何とかするための案であって、私が新山にいやまくんと結婚したいってことは今回は関係なくて、あ、ち、違う……！　今のは失敗だから、聞き流してね……!?　それで、ええっと、父を突破するためには、結婚しちゃうしかないと思うのです……！」

　うん、困った。全く順番を追えていないどころか、さっきより余計ややこしくなっている。

　きっと、花江りこは慌あわてるあまり混乱しているのだろう。

「花江さん、ちゃんと聞くから落ち着いて。一から話せる？」

　できるだけ彼女の気持ちが鎮しずまるように穏おだやかな口調で促うながすと、花江りこは真面目まじめな顔でコクコクと頷うなずいた。

「まず深呼吸しようか」

「は、はいっ。すうーはぁー。すうーはぁー」

「よし。それで、どうして一緒に住むには結婚しないといけないの？」

「それはえっと、うちの父が昔から事あるごとに『同棲どうせいは無責任だ！』って言っていて。だから、絶対許可してもらえないと思ったの」

「うーんと。同棲に反対するほど固い人なら、学生結婚なんて無理なんじゃないかな？」

「説得するのが簡単なわけじゃないけど、うちの父が好きな言葉は『本気』と『責任』なんだ……」

　俺は花江りこのわかりやすい説明から、彼女の父親の人間像を察さっして、引きつり笑いを返した。

　彼女の父親は恐らく、俺とは真逆まぎゃくのタイプの熱血漢ねっけつかんなのだろう。娘はこんなにおっとりしてるのにな。

　……って、それよりまず最初に突っ込むべきポイントが今あったよな……？

「同棲っておかしくない？　同居どうきょだよね？」

　男女とはいえ恋愛関係にない間柄あいだがらなら、一緒に住んだとしてもそれはあくまで同居であって、同棲ではない。

　俺がそのことを指摘すると、花江りこは指先をもじもじとすり合わせた。

「たしかに今の時点では同居になると思うけど……。同居が途中から同棲になることもありえるでしょう？　同居で許可をもらってしまったら、関係が変化した途端とたん、新山くんと一緒に暮らせなくなっちゃう。それは……やだ……」

　ん!?　んんんっ!?　今なんて言った、花江りこ!?

「なんかおかしいこと言ってるよね!?　俺たちの関係が、同居から同棲に変化するかもしれないって!?　いやいやいやいや、そんなのありえないよ！」

　なんの冗談じょうだんだと笑う。笑ったのは俺一人だったから、すぐに気まずくなって笑顔は引っ込めたが。

　でも、笑う以外どんな反応をすればよかったんだ。

　学校一の美少女と、この俺だぞ。

「天と地がひっくり返ったって、俺たちの間に何かが起きる可能性なんて皆無かいむだよ!!」

　勘違かんちがい野郎やろうだとは思われたくなくて、もう一度全力で否定したら、なぜか花江りこは唇くちびるを震わせて俯いてしまった。

　あ、あれ。俺、何かまずいことを言ったか……？

「新山くんと私って、ありえないんだ……」

「う、うん。花江さんだってそう思うでしょ」

「……」

　花江りこが黙り込む。俺はどうしたらいいのかわからず、無意味に頭を搔かいたりしてみた。

　なんで花江りこは「二人の間が進展する可能性は百パーセントない」って言い切らないんだろう。

　あれか？　俺に気を遣つかってくれているのか？　他の理由なんて考えられないもんな。

「……多分、花江さん焦あせってるんだよね。その気持ちはわからなくもないけど、一緒に住む相手は慎重しんちょうに選んだ方がいいんじゃないかな。誰でもいいって感じだときっと後悔こうかいするよ」

「新山くん、無茶むちゃなお願いをして本当にごめんなさい。でもね、これだけは信じて。私、誰でもよかったわけじゃないよ」

「……」

　わかってる。俺が一人暮らしで、無害むがいそうで、うちには余った部屋があって、彼女に手を貸す術すべを持っている人間だから選ばれただけだって、ちゃんとわかってる。

　そしてわかったうえでなお、俺は彼女を受け入れたいと思ってしまった。

　花江りこに対して抱きはじめた好意に歯止めをかけるためにも、離れ離れになったほうがいいのだと考えたのは数分前の話だっていうのに。

　それに俺みたいなのと、学園一モテる女の子が結婚なんて、どう考えても釣り合わないだろう。

　結婚してすぐ価値観の違いにがっかりし、一緒に暮らすのが苦痛になる──なんてよく聞く話だし……。

「やっぱり相手は、花江さんと同じぐらい人気者の男の中から探したほうがいいんじゃないかな……。俺は人付き合いが下手だし、周りから好かれるようなタイプでもないし、花江さんとは真逆の人間だよ」

「そんなことないよ……！」

「え？」

「私ね、もともとは友達を作るのが苦手で、いつも一人でいたの。幼稚園の頃なんて、家族以外の前では一言もしゃべれなかったんだよ。そんなだから当然友達もゼロ」

　いつでも周りを取り囲まれている現在の花江りこの姿からは、まったく想像ができない。

「しゃべれなかったって、なんで？」

「私はニューヨーク生まれで、五歳まで向こうに住んでいたの。家では日本語を使っていたけれど、やっぱりイントネーションや発音に外国語訛りみたいなのが出ちゃうみたい。日本に戻ってきて、幼稚園に転入した当日、『りこちゃんのしゃべりかた変！』ってからかわれちゃって……。もともと気が小さかったせいもあって、話すのが怖くなっちゃったんだ」

　小さな子供同士のやりとりとはいえ、確かにそれは心に傷を負うような出来事だ。

「そっか……」

「あ、でもね！　……そのことがあったから──私の運命は変わったんだよ」

「運命？」

「うん……。一人ぼっちでいたから、特別な男の子に出会えたの……。彼はとてもやさしい言葉で私を救ってくれたんだ……」

　そう言うと、なぜだか花江りこは俺のことをじっと見つめてきた。


　えっ、な、なに……!?



　美少女と話しているだけでも緊張するっていうのに、こんなふうに無言で見つめられると、どうしたらいいのかわからなくなる。

　半ばパニック状態で、俺は視線を忙しなく左右に動かした。

　そのせいで、花江りこががっかりしたように目を伏せたのに気づかなかった。

「……やっぱり覚えてないよね……」

「え？」

「ううん、なんでもない！　話を戻すとね、その男の子のおかげでお友達を作れるようになったけど、私の本質はあの頃と何も変わってないの。引っ込み思案で、内気だし、人と話すときは緊張しちゃうまま。だから、私たち全然違うなんてことないと思うんだ」

　そう言って、花江さんは照れくさそうに笑った。

　彼女の言ったことが真実なら、もしかしたら俺たちはどこか似ている部分があるのかもしれない。

　こんなことを考えること自体おこがましいけれど……。

「それで、さっきの話なんだけど……それでもやっぱり難しいかな……？」

「……そのー……花江さん的にはどうなの？」

「え？　私？」

「うん。つまり、その……本当にいいの？　俺なんかと結婚しちゃって……」

　信じてほしいとでもいうように、花江りこが上目うわめ遣づかいで俺を見てくる。それから恥じらうように視線を逸そらして、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「新山くんがいいんだよ……」

　……くそ、反則だろう。

　だって、こんな表情見せられたら、俺が守ってやりたいって思ってしまう。

　そうだ。俺は彼女の役に立ちたい。

　それが俺の自然な気持ちだ。

　なのに、どうして俺は無理やり自分の気持ちに抗あらがおうとしてるんだ？

　花江りこが俺を頼っていて、俺にしてやれることがあるのに、何を迷う必要がある？

　なぜとか、信じられないとか、そんなことはどうでもいいじゃないか。

　だって現に俺は今学校一の美少女から逆プロポーズされるという事態に遭遇そうぐうしているんだ。

　夢みたいでも、これは現実。え、現実だよな？

　古典的な方法で、花江りこに見られないよう太ももの辺りの肉をつねってみた。

　やったぞ。痛い。

　よし、もうこれで迷う必要はない。

　宝くじにでも当たったと思って、この奇跡的な状況を受け入れてしまおう。

　だいたい、彼女いない歴イコール年齢の地味メンが何を躊躇ちゅうちょしてるんだ。

　ここで機会を逃したら、一生独身ルートほぼ確定だってのに。

　そうだ。この先の未来で誰かに出会い、結婚できる確率ゼロパーセントの俺には、誰かのために婚姻歴をまっさらにしておく義務もない。

　怖気おじけづいて投げ出すのはもったいなさすぎるとまで思えてきた。

　……彼女ができなくてもいいし、女子と絡からむのは怖いと思っていたはずなのにな。

　花江りこは、俺の例外にあっさりなってしまった。

　これはしょうがない話だ。だって、想像してみろ、俺。

　エプロンを着ためちゃくちゃ可愛かわいい俺の嫁よめ。

　リビングのソファーで隣となりに座っているめちゃくちゃ可愛い俺の嫁。

　朝、洗面所の前で並んで歯磨きをしてくれるめちゃくちゃ可愛い俺の嫁。

　一瞬で、『可愛い嫁とのワンシーン』が五十個ぐらい頭の中を駆け巡った。最高か。

　それが契約結婚でも何ら問題ない。

　可愛い嫁との疑似ぎじ生活を送れるだけで、神だ。

　そうして腹を決めた俺は、勇気を出して言ってみた。

「じゃあ……する？　け、結婚……」

　しまった。問いかけ口調で言うなんて情けなさ過ぎた。

　俺の煮え切らない短所がモロに出てしまい、自分でもげんなりする。

　ところがそんな俺の残念なプロポーズに対して、花江りこは信じられない反応を返してくれた。

「どうしよう……」

　彼女の澄すんだ瞳が大きく見開かれ、朱色しゅいろの小さな唇がパクパク開かれる。

　それから両手で口元を覆おおい、長い沈黙の後、ほとんど聞き取れないような声で「夢みたい……」と囁ささやいたのだ。

　まるで大好きな人からプロポーズされたかのような反応だ。

　……ここまで喜ぶほど、日本にいたかったのか。

　どうやら俺の選択は間違っていなかったようだ。

「色々大変だとは思うけど、俺はできる限り協力するから、一緒に頑張っていこう」

「……！　うん……！　新山くん、本当にありがとう……。私、今日のこと一生忘れない……」

　うれしさのあまり感激しているのか、潤うるんだ瞳を細めて花江りこがにっこりと笑った。

「それじゃあ、こほん……。──新山湊人くん、不束者ふつつかものですが、どうか末永すえながくよろしくお願いします」

　花江りこは俺の部屋のフローリングの上にちょこんと正座せいざをすると、頰を赤く染めた生真面目きまじめな顔で、丁寧ていねいに頭を下げたのだった。
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　双方そうほうの両親を納得させるまでの間にかなりすったもんだがあったりもしたが、花江はなえりこと俺おれは婚姻こんいん届とどけを出すところまでなんとか漕こぎ着け、この四月から二人暮らしをはじめた。

　とはいっても、両親からの自立という面では、もちろん大人の結婚生活のようにはいかなかった。

　まず、うちの両親が残していったマンションにそのままりこが引っ越してくる形を取ったため、家賃やちんがかかることはない。そのうえ、食費や光熱費なんかの生活費は、「結婚していてもまだ高校生なんだから、そのぐらい頼ってくれ」と両家の親に強く主張されてしまった。

　現在の俺の収入は、平日と土日しているバイト分しかない。結婚した後の生活費まで親に出してもらうなんて格好かっこう悪いという気持ちもなくはないけれど、俺のどうでもいい見栄みえで花江りこを苦労させるなんてもっての外ほかだ。

　これから学校を卒業するまでにかかった生活費は、働きはじめたら少しずつ返済していこう。そう決めて、今はありがたく親たちに甘えさせてもらうことにした。

　実を言うと、俺は最初のうち、婚姻届は出したふりをすればいいんじゃないかと思っていた。

　ちゃんと籍せきを入れてしまったら、花江りこの戸籍こせきに、俺との婚姻歴がしっかり残ってしまう。

　俺にとっては花江りこと結婚できた大事な記念になるけれど、花江りこにとっては人生の汚点おてんになってしまうのではないか。そう心配したのだ。

　ところが、花江りこは「私のことを思ってくれたのはうれしいけど……。結婚したふり……。ぬか喜びだよぉ……。ううっ……」と言って、俺の前から逃げ出してしまった。

　それから三日間避さけられた。

　俺が焦あせりまくったことはいうまでもない。

　いったい何がいけなかったのか。

　頭を抱えて考えて、ようやく原因を閃ひらめいた。

　結婚したふりをして、婚姻届を提出せず同居するとなれば、両親に対して噓うそをつくことになる。そんな行為を彼女に強しいるなんて、確かによくなかった。

　俺は発想が安易あんいすぎたことを反省し、花江りこはどうしたいか、俺はそれに合わせるつもりだと彼女に伝えた。

「新山にいやまくん、結婚したくないわけじゃない……？」

　そう尋たずねられたので、「嫌いやなわけないよ」と返した。

　まさか「むしろ結婚したい。どんな事情であれ、可愛かわいい嫁さんができるの大歓迎！」という本音まで口にすることはできなかったが。

　花江りこは、「新山くんが嫌じゃないなら、私は新山くんとちゃんと結婚したいな」と言った。

　本当にそれでいいのかと何度念ねんを押しても、彼女の気は変わらなかった。

　よっぽど親に噓をつくのが嫌なのだろう。

　そして花江りこの出した結論どおり、俺が十八歳になった四月三日に婚姻届を提出して、俺たちは本当の夫婦になったのだった。
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　結婚生活がスタートして一月ひとつきの間は、あれこれ問題が発生して、バタバタした出来事の連続だった。

　ようやく落ち着いて、細々したことにも目がいくようになったのは、本当にここ数日の話だ。

　恥はずかしいことにそうなってみて初めて、俺は花江りこに甘えまくっている自分に気づいた。

　たとえば、今日も──。

　朝、アラームの音で目を覚ますと、微かすかな味噌汁みそしるの匂においが鼻孔びこうをくすぐった。花江りこの作ってくれる美味うまい味噌汁の味が脳裏のうりを過よぎり、腹がぐうっと鳴る。

「健康的な身体になったよなぁ」

　独ひとり言ごとを呟つぶやき、ベッドから這はい出す。

　一人暮らしをしていた頃とは大違いの生活だ。当時は、朝食なんて一切摂とっていなかった。

　そんな俺の自堕落じだらくな生活を、花江りこが美味い朝食で一変させてくれたのだ。

　彼女は一緒に暮らしはじめた日から、俺より早起きをして、朝飯の支度したくをしてくれている。

　もちろん俺は遠慮えんりょして、そんなことまでしてもらうわけにはいかないと伝えた。

　すごくうれしいけれど、俺の気持ちなんてこの場合どうでもいい。

　だって俺たちは契約結婚だし。

　そもそも今の時代、嫁よめさんが旦那だんなの面倒めんどうをみなければならないなんて考えは通用しない。

　ところが花江りこは、微笑ほほえんで言った。

「私、湊人みなとくんのお嫁さんするの楽しいよ」

「……！」

「それに旦那さまには健康でいて欲しいのです」

「……!!」

　嫁と旦那という単語のインパクト!!

　寝室も別だし、触れ合うことも当然ない。

　でも、こうやって花江りこの口から「嫁」や「旦那」という単語が出てくると、ただ一緒に暮らしているだけではなく、自分たちが夫婦なのだと実感させられる。

「新山くんは、私がお嫁さんっぽく振舞ふるまうのって嫌？　迷惑かな……」

「まさか!!」

　食い気味に返事をすると、花江りこは「よかった」と言って、ふにゃんとした笑顔を見せてくれた。

　くっ……。犯罪級に可愛いな……。

　彼女の笑顔にノックアウトされ、何も言葉が出てこない。

　そんなわけで、申し訳なく感じながらも彼女の作ってくれる飯を食べさせてもらい、そのまま今日まで来てしまったわけだ。

　人間って、つくづく心の弱い生き物だよな……。

　毎日、「今日こそ、ご飯の準備しなくていいよ」と言うべきだって思うのに、笑顔で料理を作る花江りこを見ると、「もう一日だけ……明日には必ず言うから」という気持ちになってしまう。

　だって、料理をする花江りこ、可愛いすぎるんだよ……。

　エプロンもよく似合っているし、高い位置でひとつに縛しばった髪かみがふわふわと揺ゆれるところも、なんというか……ぐっとくる。

　でもさすがにいい加減にしないとな。

　ようやく意を決した俺は、その朝、身支度を整えてダイニングキッチンに向かうなり、花江りこに向かって用意してきたセリフを伝えた。

「おはよう、花江さん！　今まで毎朝、朝飯作らせちゃってごめん！　早起きするのも大変だろうから、今日で最後ってことで……！」

「えっ」

「あ、あの、言いだすのが遅くなっちゃったのもごめん。花江さんの飯が美味すぎて、つい自分を甘やかしてしまいました。本当にごめんなさい」

　テーブルに並んだ美味しそうな朝食を見ると、また心がぐらついてしまいそうだった。

　だから、自分の足元を見つめたまま勢いまかせに謝罪すると、一拍いっぱくおいて、花江りこの柔らかい声が問いかけてきた。

「私の作るごはん、そんなにおいしいと思ってくれてたの？　どうしよう。嬉うれしいなぁ」

「あ、えっと、うん。めちゃくちゃ美味しかった。でも俺が言いたいのは、これ以上無理をさせるわけにはいかないってことで……」

　だって、いつか無理がたたって、花江りこがこの家を出て行きたくなってしまったら？

　俺はそれが怖こわかった。

　契約結婚なんだから、終わりがあることくらい承知している。

　おそらくは一年後。俺たちが高校を卒業するときに、俺たちの関係は終わるのだろう。

　大学生の女の子の一人暮らしに関してなら、花江りこの両親も強くは反対しないはずだし、そうなれば俺の存在は花江りこにとって何の必要性もなくなる。

　でも、その時が来るまでは、花江りことの夢みたいな生活を失いたくなかった。

「やりたいことだけやって自然な感じで暮らしてくのが、ストレスも少なくていいと思うんだ」

「私がやりたいことをやっていいの？」

「も、もちろん！」

「それなら私、朝と夜だけじゃなくて、お昼のお弁当も作らせて欲しいな！」

「んんっ!?　弁当!?」

「そう！　さすがにそれは出しゃばり過ぎで嫌がられちゃうかなって思って言い出せなかったんだけど」

「……！」

　話が予想外の方向に転がりはじめた。

　俺が驚きのあまり何も言えずにいると、花江りこは不安そうな顔になった。

「……だめかな？」

「だめっていうか、面倒じゃないの？」

「ううん、全然！　本当にやってみたかったから」

「弁当作りを？」

「というか……な人に……心のこもった愛……当を作るのが夢で……」

「え？」

　俯うつむいてしまった花江りこが、エプロンの裾すそをいじりながらモジモジしている。彼女の言葉のほとんどは声になっていなくて、ほぼ聞き取れなかった。

「とっ、とにかくね！　私は新山くんにお弁当が作りたくて仕方ないので、新山くんは遠慮せずどうか召し上がってください……！　旦那さまの体が私の作ったごはんで健康になってくれるなんて、こんなにうれしいことないから……。これからも私のごはん、食べてください……！」

「……っ」

　花江りこがそこまで他人に飯を振舞うことが好きだなんて知らなかった。もしかしたら、将来はコックとか栄養士になりたいのかもしれない。

　……だったら断るのも微妙びみょうか。甘え過ぎだと思ってたのに、まさか今以上に面倒を見てもらう流れになってしまうとは……。

　俺は複雑な気持ちを抱きながらも、花江りこに向かってペコっと頭を下げた。

「それなら……お願いします」

「うれしい……！　美味しいお弁当が作れるように、私がんばるね！」

　瞳ひとみをキラキラさせて、はしゃいだように彼女が言う。

　ああ、もう、可愛いすぎか。

　俺は照れくささを感じながら人差し指で鼻の頭をかいた。

　しかし俺の人生、なんでこんな怒涛どとうのごとく幸せが押し寄せてくるようになったんだろう。

　正直、幸せ過ぎて怖くなるレベルだ。

　花江りこのことを「なんかいいな、可愛いな」と思い、憧あこがれてる時点でこんな有様ありさまなのだから、本気で好きになってしまったら一体どんな状態になるのか。

　自分の中にある感情が変化していくこと、俺はそれが少し怖い。
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　彼女がこんなに喜んでくれるのなら、もっと早く勇気を出しておけばよかった。

　なんの話かというと──。

「あれっ、花江はなえさん、シンクの掃除そうじしてくれた？　めちゃくちゃキレイになってる」

　ハムエッグ、マカロニサラダ、ナスの煮浸にびたし、具だくさんの味噌汁みそしる、お新香しんこ──というメニューで朝からガッツリどんぶり飯を平らげた俺おれは、空になった食器を持って向かったキッチンで、シンクがピカピカなことに気づいた。

　花江りこが毎日寝る前にサッと洗ってくれているから、もともと水垢みずあかなんかとは無縁むえんの清潔なキッチンなんだけれど、今日は輪をかけて輝いている。

「まるで新築みたいだ」

「ふふ！　結構張り切って磨いてみました。朝ごはんの準備をしたあと、ちょっと時間があったの」

「そっか。ありがとう。てか花江さん、いつも早起きだよね」

　朝の弱い俺は、尊敬そんけいの眼差まなざしを花江りこに向けた。

　すると返ってきたのは、頰ほおをぷくっと尖とがらせた彼女の、ちょっと不満そうな表情だった。

「私はまだ湊人みなとくんにとって『花江さん』？」

「あっ。あー……。そう、その件ね……わ、忘れてるわけじゃないんだけど」

　花江りこは、俺と違って海外にいる両親と頻繁ひんぱんにテレビ通話でやり取りをしていて、彼女の両親を安心させるために、俺も時々登場することがある。

　そういうときは二人の関係性を疑うたがわれないよう、お互い名前で呼び合おうということになっている。

　けれど、俺はうっかり彼女を名字みょうじで呼んでしまうというミスを数回犯おかしてしまい、その結果、花江りこに「普段から名前で呼んだほうがいいんじゃないかな？」と提案されたのだった。

　花江りこの言うことはもっともだ。

　彼女の両親は「まだ呼び慣れていないんだな。初々ういういしくていいじゃないか」なんて笑って許してくれたけれど、いつまでもそれで済むわけがない。

　学校での花江りこと俺は相変わらず絡からむこともなく徹底して別行動なので、名前で呼ぶ癖くせがついてしまっても別段問題はなかった。

　というわけで、日頃から名前で呼び合おうということになったのだけれど──、これがどう頑張がんばっても上手うまくいかない。

　たかが名前で呼ぶだけ？

　まさか。そんなふうに思えるのは、普段から女の子と交流のあるヤツだけだ。

　女の子の下の名前が、どれほど特別なものなのか、俺は身をもって思い知った。

　とにかく声にするだけで恥はずかしい。なんとか口にしようとしても、どうしても発声できないのだ。

　原因はわかっている。俺の覚悟不足のせいだ。

　仕方がないので、「心の準備が必要だから、少し時間をもらいたい」と花江りこに頼み、猶予ゆうよをもらったのが数週間前。

　ちなみに花江りこのほうは、名前のルールを決めた当日から、俺のことを『湊人くん』と呼ぶようになった。

　彼女はいつも少しだけ照れくさそうに俺の名を口にする。

　そのたび、俺は心を鷲摑わしづかみにされたかのように苦しくなった。

　そしてますます、花江りこを下の名前で呼びづらくなっていった。

　名前で呼ぶという行為が、俺の中でどんどん特別なものに変化してしまったのだ。

　でもそういう理由を花江りこには話せないし、きっと彼女の目には約束を先延ばしにしている優柔ゆうじゅう不断ふだん男として映っていることだろう。

　好かれはしなくてもいいから、せめて嫌きらわれたくないのに。こんなんじゃ先行きは暗い。

　……って、諦あきらめてるのがよくないんだよな。

　嫌われたくないなら、ちょっとは勇気を出して努力しろって話だ。

　よし。名前だ。名前を呼ぶだけだ。

　とにかくまず心の中でだけでも下の名前で呼ぶようにして慣れるんだ。

　だいたいなんでいつまでたっても自分の嫁よめさんを、フルネームで呼び続けてるんだよ。芸能人と変わらない距離感じゃないか。

　いや、それは一理あるな。俺にとって花江りこは、アイドルや女優よりもっと遠い高嶺たかねの花だ。

「はぁ……。どうしたら勇気って出るんだろ……」

　大真面目な顔でため息交じりに呟つぶやいたら、花江りこが口元に手を当てて優しく笑った。

「湊人くんは名前を呼ぶのに勇気が必要なの？」

「それはまぁ……。女の子のことを名前で呼んだことなんてないし」

「もっと小さい頃は名前で呼ばなかった？　幼稚園生の時とか」

「うーん。その頃のことってほとんど記憶にないなぁ」

「子供の頃の記憶がない人って結構いるって聞くもんね。湊人くんもそのタイプかな。──でも、勇気かぁ。じゃあちょっと、強引な作戦に出てみようか？」

「強引な作戦？　どういうこと？」

「今から湊人くんが名前で呼んでくれるまで、私お返事しません」

「へ!?」

　な、なんだって!?

「待って。花江さん、今からって」

　俺がそういった瞬間、花江りこはプイッとそっぽを向いてしまった。

　うわっ。本当に今から返事しないつもりだ、これ……。

「あの、でもやっぱりまだ心の準備が……」

「……」

　花江りこは振り返らない。戻ってくるのは沈黙だけ。これはメンタルをかなりやられる。

　斜め後ろから表情を窺うかがうと、彼女は唇をきゅっと結んで、何かを堪こらえるような顔をしていた。

　俺が名前を呼ばない限り、ずっとこのままってことだよな……。

　それはかなりしんどい。

「待って。わかった。よし、言うよ。言うから」

　拳こぶしを握り締め、目を瞑つむる。そして自分に暗示をかけた。

　言える、言える、言える。

　よ、よし。言える気がしてきたぞ。


「言える、言える、言える……。…………………り、…………………………っり、こ……」



　声が掠かすれた上、途中でひっくり返ってしまった。

　たった二文字なのに、それすらまともに口にできない俺。

　情けなさで消滅しそうだ。

　だけど、許してほしい。俺にとっては、それだけ特別な二文字なのだ。

　……ていうかちゃんと聞こえたかな。

　不安を抱きながら視線を上げると、彼女は目元をピンク色に染めて俺を見つめていた。

「わあ、どうしよう……。は、恥ずかしい……。でもうれしい……」

　自分の頰ほおに両手を当てて、彼女が瞬まばたきを繰り返す。

　その仕草のすべてがめちゃくちゃ可愛い。

「名前で呼んでもらうって、こんな特別な感じがするんだね……。ありがとう、湊人くん」

「い、いや」

「今ね、ホント言うと、もしずっと呼んでくれなかったらどうしようって焦あせってたの」

「えっ、なんで？」

「だって湊人くんを無視するなんて、つらいよ……」

「あ、そ、そう」

　この子はすごく優しいから、相手が誰であれ、どんな理由でも無視したくはないのだろう。

　それなのに俺のために嫌な役割を引き受けてくれたんだな……。

「花江さんが協力してくれて助かったよ」

「むっ。花江さん？」

「あっ、い、や、……りこ」

「ふふっ。ねえ、湊人くん、今日は帰りにケーキ買ってくるね！」

「ケーキ？　なんで？」

「だって湊人くんが私のことを名前で呼んでくれたから。今日は私にとって特別な日になったの。『名前で呼んでもらえた記念日』だよ」

　後ろで手を組んだ彼女がにこっと笑って、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　その頰はまだ赤いまま。はにかみながらも幸せそうな目をしている。

　ああ、もう。可愛すぎてずるい。なんでこんなに喜んでくれるんだよ……。

　俺が底なしに自信のないヤツだからよかったものの、多分一般的な普通の男だったら、好かれていると確実に勘違かんちがいしていた。

　それでも……、勇気を出して名前で呼んでみて本当によかった。

　どうしてか理由はわからないが、とにかく彼女をここまで喜ばせられたことが最高にうれしい。

　俺にとって今日は、『花江りこの特別な笑顔を見られた記念日』だ。

　この日の夜、彼女は本当にイチゴのショートケーキを二つ買ってきて、二人でささやかなお祝いをしたのだった。
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　三年前から、俺おれが調子に乗ったりするたび、必ず見る夢がある。

　俺の浮うわついた心に釘くぎを刺して、現実を突きつけてくる恐ろしい夢。

　それは、中三の秋にあった出来事のリバイバル上映だった。

『──湊人みなと、まさか勘違かんちがいしてないよね？　ちょっと話したくらいで、意識するなんてありえなさすぎでしょ。しかも相手の子の顔も知らないんでしょ？　いいも悪いもわかるわけないじゃん。なのに錯覚さっかくするなんて、いかにも恋愛脳って感じだし、バカっぽい。湊人がそんなヤツだったなんて、ほんとがっかり』

　勘違いなんてしていなかった。でも、並べられた言葉があまりに辛つらくて、当時の俺は一切言い返すことができなくなってしまった。

　それは夢の中の俺も変わらない。

　黙り込んで、自分に向けられた軽蔑けいべつの眼差まなざしをただ受け入れるだけで精一杯せいいっぱいだ。

『古い映画を同じ日に見ながら、メッセージのやり取りをするのとか楽しかったじゃん。なんで、それじゃだめなの？　わけわかんない。それにさ……なんか気持ち悪いよ』

『……ごめん』

『私たちまだ中三だよ。いい？　湊人。教えといてあげる。そうやってすぐ自分が好かれてるって勘違いする男って、だいぶキツイから。どんだけ自信過剰なのって話だよ。なんの根拠があって自分が好かれてるとか都合よく思い込めるのかなあ。笑える』

　トントントン──。

　彼女の言葉と重なって、不意にそんな音が聞こえてきた。俺はどん底に突き落とされてるというのに、やけに軽快けいかいで弾はずんだ音だ。

『あと言っておくけど、私は湊人のこと友達だと思ったことなんて一度もないから』

　どの言葉よりそれが一番ショックだった。俺は彼女を友達だと思っていたから。

　でも全否定されてしまった。

　彼女の言うとおり、とんだ勘違い野郎だったわけだ。





◇◇◇






　トントントン──。

　汗あせだくでハッと目を覚ますと、扉をノックする音のあとに、どこか楽しそうなりこの声が聞こえてきた。

「おーい、お寝坊ねぼうさーん。湊人くんが起こしてって言ってた時間になりましたよー」

　今見たばかりの悪い夢に引きずられて落ち込む前に、りこの言葉が俺の心を引き上げてくれる。

「ごめん、起きた……！　支度してすぐ行くよ」

　できるだけ明るい声でそう叫ぶ。

　絵に描いたような幸せな休日のはじまり。それを夢のせいで台無だいなしにしたくはなかった。

「はーい！　朝ごはんできてるから、一緒に食べよー。今日はホットサンドです」

「うん、ありがと！」

　滲にじんだ汗はまだ引いてはいないけれど、俺はちゃんと笑えている。

　りこの存在は、誇張こちょうでもなんでもなく、俺にとって救いだった。
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　それから数日経たったある日のバイト終わり。

　映画館の入っているショッピングモールを出ると、俺の知らない間に雨が降りはじめていた。夜道を照てらす蛍光灯けいこうとうの下を、銀色の水の線が絶え間なく走り続けている。

「うわ……。まじか……」

　天気予報を確認し損ねたせいで、傘かさは学校に置きっぱなしにしたままだ。

　ショッピングモールから最寄もよりの辻堂駅つじどうえきまでは、屋根付きの通路で繫つながっているからいいとして、問題は大船駅おおふなえきで東海道線とうかいどうせんを降りたあとである。

　夜空を見上げると、分厚い雲のせいで月も星も見えない。

「止みそうにないよなあ」

　ため息を吐つき、とりあえず駅へと向かう。

　駅前のコンビニで傘を買うという手もあるけれど、家にビニール傘を溜め込んでいくのは抵抗があった。

　玄関げんかんはちょうどこの間の週末に、りこが掃除そうじをしてくれた場所だ。せっかくきれいにしてもらったのに、めったやたらと物を増やすわけにはいかない。

　よし。大雨にならない限りは走って帰ろう。たいした距離じゃないし、そんなに濡ぬれることもないだろう。

　ところが俺の期待に反して、電車の窓に当たる雨の勢いはどんどん増していった。

　あーあ……。これはやっぱりコンビニコースかな……。

　がっかりしながら通路を通り、南改札を出ると、不意に名前を呼ばれた。

「湊人くん……！」

　見なくても、りこの声だとわかった。

　えっ。なんで……!?

　俺はキョロキョロして、彼女の姿を探した。

　改札前のルミネの壁際には、傘を持って誰かの帰りを待つ人々が、ずらっと横並びになっている。雨の日の帰り道には必ず見る光景だ。

　その端はしに赤い花柄はながらの傘を両手で握りしめるように持つりこがいた。

　りこは俺と目が合うと、パタパタと駆け寄ってきた。

「急な雨だったから、湊人くん、傘持ってないと思って迎えにきたの」

「……っ」

　びっくりしすぎて、咄嗟とっさに声が出ない。

　雨の日に、大切な人が自分の帰りを待っていてくれる。うらやましく感じながら、横目で眺ながめて通り過ぎてきた場面の主役に、まさか自分がなれるなんて……。

　驚きのあと、遅れてじんわりと滲むような喜びがやってきた。

「……ありがとう」

　照れくささと感動で取り乱している感情を抑え込み、なんとかお礼を伝える。

　りこは褒ほめられたチワワのようにものすごくうれしそうな顔をして、くしゃっと笑った。

　くっ……かわいい……。

　あまりに攻撃力が高くって、思わず一歩後ずさる。

　そこで初めて気づいた。

　あれ。りこ、傘一本しか持ってない……？

　彼女が手にしているのは、俺たちが接点を持つきっかけになったあの雪の日、空を舞ったのと同じ可愛かわいらしい傘だけだ。

　……って、当たり前だ。だって俺の傘は学校に置きっぱなしになっているのだから、りこが持ってこられるわけがない。

　でも、だったらどうして、俺を迎えにきたんだ？　まさか……。

「それじゃあ帰ろっか」

　にこっと微笑ほほえんで、りこが歩き出す。俺は混乱したまま、彼女の後を追った。

　切符きっぷ売り場の前を通り過ぎ、地上に降りるためのエスカレーターを下る。信号を渡れば大船商店街に続く道を、右に折れてバスロータリーのほうへ向かう。

　そこで雨よけになっていた屋根が終わった。

　りこは赤い傘のボタンを外すと、バサッと開いて俺を振り返った。

「湊人くん、入って？」

「……！」

　こ、これは……。

　りこは相合傘あいあいがさで帰るつもりなのだ。

　小さく手招てまねきをするりこが、傘の片側を空けて俺を待っている。

　信じられない光景を見つめたまま、俺は立ち尽くした。

　だって、あの狭せまいスペースにどうやって入っていったらいいんだ……。

　雨に降られないよう傘の下に収まれば、ほぼ間違いなく腕うでや肩かたが触れ合ってしまう。一緒に住んでいたって、戸籍こせき上じょう結婚していたって、普段俺たちはそこまで近づいたりはしないのに。

　……だめだ。足が動かない。

　いっそコンビニで傘を買うと言ってみるか？　いや、それじゃあわざわざ迎えに来てくれたりこの善意を台無しにすることになる。

　ああ、参まいった。

　固まる俺を見て、りこが不思議そうに首を傾かしげる。

「どうしたの？　帰らないの？」

「……帰る」

　これ以上、躊躇ちゅうちょしていたら不審ふしんに思われる。

　よし。心を無にしよう。それで絶対りこに触れないよう、気をつけて歩けばいいんだ。

　ごくりと息を呑のんで、鉛なまりのようになった足を持ち上げ、ぎこちない動きで彼女の隣となりに向かう。

　これなら大丈夫だいじょうぶ。体のどこも触れていない。

　しかし、歩きはじめるよりも前に、りこに離れすぎだと指摘されてしまった。

「湊人くん、もっとこっちこないと濡れちゃうよ？」

「ど、どうかな。濡れないような……」

「体の半分がはみ出してるのに？」

　うっ、無理があったか。

「あんまり近づいてぶつかったら悪いと思ったんだ」

「傘、小さくてごめんね。でも、ぶつかるのは全然いいよ？」

　りこはちょっと恥ずかしそうにそう付け足した。まったく意識されていないより、却かえって辛つらい。

　でもりこが待っているので、頑張がんばって少しだけ近づいてみた。それでも相変わらず俺の腕は傘の外にいる。

「えっと、私もっとこっちに寄るね」

「待って待って。それだと……り、りこの体もほとんど出ちゃうよ」

　数日前から勇気を出して呼ぶようになった彼女の下の名前。心の中ではなんとか『りこ』と呼べるようになったものの、口にするとなるとまだ緊張してしまう。

　それにしてもどうしたものか。このままだと俺たち、いつまでも雨の中に出ていけない。

　お互い眉まゆを下げた顔で視線が合う。

　するとりこが何かを決意したような瞳ひとみになって、大股おおまたで距離を縮めてきた。

「湊人くん、傘もってください」

「あ、う、うん？」

　よくわからないまま握らされた傘を持つ。その直後──。

「えっ、わ!?」

　柔らかい体が俺の右側にポフッと密着してきた。

　とっさに身を引こうとしたら、腕を摑つかまれ、両手でぎゅっとしがみつかれてしまった。

　心臓しんぞうの鼓動こどうが勢いよく跳はね上がる。

「えっ、うわぁ!?　な、どどどどうしたのっ……!?」

「湊人くん、捕獲です」

「……っ」

「こうしないと私のそばから逃げて、ずぶ濡れになっちゃうと思ったの」

　俺の右腕をぎゅっとしたまま、真まっ赤かな顔でりこが言う。その顔の赤さを見れば、彼女だってめちゃくちゃ恥はずかしがっていることは伝わってきた。

「よしっ。家まで離さないからね？　帰ろ……？」

　思わず鼻の頭をかいてから、りこに頷うなずき返す。

　多分、俺も今、りこと同じぐらい真っ赤になっているだろう。

　相合傘、おそるべし……。
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　りこと暮らしはじめるまで全まったく気づいていなかったのだが、俺おれには照てれると人差し指で鼻はなをこする癖くせがあるらしい。

　数日前、りこがいたずらっぽく笑いながら「湊人みなとくんの癖、見つけちゃった」と指摘してきて、初めて知った。

　言われてみれば、りこに微笑ほほえみかけられた時なんかはとくに、照れ隠しで鼻を触っていたような気がする。

　りこが「その癖、好きかも……」なんて囁ささやくから、つい反射的に鼻を触ってしまい、俺はますます恥はずかしくなったのだった。

「新山にいやま、なーにニヤついてんだよ」

　りことのそんなやりとりを思い出してぼんやりしていた俺は、茶化ちゃかしてくる澤さわの声で現実に引き戻された。

「さてはエロいことでも考えてたな？　なになに。共有して楽しもうじゃないか」

「馬鹿ばか言ってんなって。あと声でかい」

　真っ昼間の学食でするような話じゃないだろうと窘たしなめてみても、澤はいつもどおり聞いちゃいない。

　やれやれと首を振り、窓際近くの空いているテーブルに着く。澤は俺の向かいに、味噌みそラーメンが載ったトレイを置いた。俺は、りこが作ってくれるようになったお弁当べんとうを持参じさんしているので、それを広げる。このホールには持参した弁当の持ち込みも許可されているので、俺のように弁当を食べる生徒も少なくない。

「にしても新山の弁当マジで美味うまそうだな。しかも毎日めちゃくちゃ手が込んでない？　まるで愛妻あいさい弁当じゃん。まさかおまえがそこまで料理上手じょうずだったとはなあ」

「はは……」

　やたらと感心している澤に向かって、引き攣つった笑いを返す。

　澤には、弁当を持参した初日に根掘り葉掘り質問され、仕方しかたなく自分で作ったのだと噓うそをついた。

　りことの結婚のことは、澤だけでなく誰にも言っていない。一緒に暮らしはじめる前に、りこと話し合って秘密にしようと決めたからだ。

　高校生で結婚をする人なんてそうそういないし、りこは黙だまってそこにいるだけでも、注目を浴びるような子だから、知られればきっと大騒ぎになってしまう。

　しかも、結婚相手が俺なんて、りこに申し訳なさすぎる。

　こんな目立たない地味じみな男と、学園一の美少女が釣り合うわけがない。

　俺たちが契約結婚だと知らない周囲はきっと、りこの趣味の悪さを疑うだろう。

　俺のせいでりこの評判が落ちるなんてことは、なんとしても避けたかった。

「うわ！　その鷄とりの照り焼き絶対美味いやつだろ。なあなあ、俺のチャーシューと交換してよ」

「だめ」

「なんでだよ！　おまえはいつでも自分で作って食べれるじゃん」

「これは俺の」

「……なんかおかしいな」

「えっ。な、何が」

「新山ってわりとなんでも譲ゆずってくれるじゃん。そんなふうにきっぱり断ったことなんて、今まで一度もなくない？」

　鋭するどいところを突かれてギクッとなる。

　たしかに澤の言うとおり。普段の俺はそんな感じだ。人と競うくらいなら、さっさと譲ったほうが気楽だから。

　でも今回は話が違う。

　これはりこが作ってくれた弁当だ。おかずの一つだって恵んでやるわけにはいかない。全部きっちり自分で食べて、美味しかったと伝えたい。

　手間てま暇ひまかけて作ってくれたりこに対して、失礼なことはできないし、あと、まあ何度も言うけれど、これは俺のだ。

　正直、たとえ友人であっても、りこの弁当を他の奴には食べさせたくはなかった。

「とにかくだめなもんはだめだから」

　腕で囲んで弁当を守るようにすると、澤は文句もんくを言いながらも引き下がった。

　まだ澤の目が照り焼きを追っているので、警戒けいかいを続けていると、突然、視線が俺の弁当から逸それた。

　なんだ？

　澤につられて入口を振り返る。そこには、数人の女子たちと一緒に学食に入ってくるりこの姿があった。

　うわっ。

　慌あわてて姿勢を戻そうとした俺は、テーブルの角に肘ひじをぶつけてしまった。

「うっ……痛った……」

「おいおい、急にどうした？　大丈夫？」

「……なんとか」

　まだジンジンしている肘をさすりながら、ぎこちない愛想あいそ笑いを返す。

　家の外でりこに会うとやたらと緊張して、つい挙動きょどう不審ふしんになってしまう。毎度これではまずい。

　りこを見つけるたび動揺どうようしていたら、そのうち怪あやしまれそうだ。現に今、澤は妙みょうなものを見るような目で俺を眺ながめている。

　俺は白々しらじらしい咳払せきばらいをして、箸はしを持ち直した。

　俺と違って、澤は相変わらず露骨ろこつな態度で、りこの姿を追い続けている。

「澤、あんま見てると気づかれるんじゃない？」

「それが狙ねらいだもん。おまえ覚えてる？　前にグラウンドを眺めてたとき、俺とりこ姫ひめの目が合った事件!!」

「ああ、なんか言ってたな。てか、声のボリューム……！　本人に聞こえるって」

　りこたちは、澤と俺からそう離れていない並びのテーブルへ席を取った。

　他の生徒のざわめきがあっても、こんなに大声で話していたら会話の内容を聞かれかねない。

　澤は味噌ラーメンの載ったトレイを脇わきによけると、一応周囲を気にしながら身を乗り出してきた。

「実はさ、あれからも時々りこ姫の視線を感じるような気がするんだよね」

「気のせいだろ」

「速攻で全否定するのやめてくんない!?　いや、気のせいじゃないって。目が合うまではいかないけど、パッて顔上げると、毎回、こっちを向いてるもん!!」

「だからボリューム……」

「多分、目が合ったら恥ずかしいから、俺の斜め横辺りを見るようにしてるんだって。絶対そう！　そんな気しかしない！」

　澤が無根拠なポジティブ妄想もうそうを熱弁ねつべんしはじめたので、俺は適当に相槌あいづちを打ちつつ水筒すいとうの中のほうじ茶を飲んだ。

　はぁ……あったまる……。

　これも朝、りこが用意してくれたものだ。

　りこには本当に世話になりっぱなしだ。彼女が何かをしてくれるたび、心からのお礼を伝えているけれど、到底とうていそんなもんじゃ追いつかない。

　もうずっとお返しの仕方を考えているものの、まったくいい案は浮かばないまま、日々はいたずらに過ぎていった。

　りこのため、俺にできることがあればいいのに。

　何をしたら彼女は喜んでくれるのだろう。

　俺にはそれがまったくわからなくて、困り果てている。

　見当違いなことをしでかしても、迷惑めいわくをかけるだけだろうしな……。

　そんなことを考えていたせいか、澤にはあんまり見ないほうがいいなんて言ったくせに、ついうっかり横目でりこのいるほうを探ってしまった。

　その直後、隣となりの席の女子に話しかけられ、微笑みながら頷いていたりこの瞳ひとみが俺を捉とらえた。

　俺もりこも驚いて、お互いに「あ」という口になった。

　一瞬の間を置いて、りこが人差し指の先で自分の鼻先をそっと触った。

　え……。なんで……？

　それはりこが教えてくれた俺の癖だ。

　りこはまだ俺を見たまま、いたずらが成功した子供のように少しだけ笑った。

　その笑顔を見て気づく。

　りこは今、誰にも気づかれないように、俺だけがわかるサインを送ってきたのだ。

　ゆるんでしまう口元を慌てて掌てのひらで覆おおって隠す。

　やばい……。

　なんでりこがそんな行動に出たのかはわからないが、顔がにやけるのを止められなかった。

　その日、家に帰ってから、どうしてあんなことをしたのかりこに確認すると、彼女は昼間と同じようにいたずらっぽく笑いながら言った。

「喋しゃべれなくても、湊人くんと繫がっていることが確かめられるから。ね、湊人くん。誰にもバレないようにするから、時々、湊人くんだけに向けてサインを送ってもいい？」

　可愛らしく小首を傾げて、りこが尋ねてくる。もちろん嫌なんて言えるわけがない。

　りこと二人だけの秘密のサイン……。

　そんなの、ときめかないわけがないだろ……。
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　二十一時半。バイト帰りの俺おれは、いつも以上に緊張して七〇七号室の扉の前に立っている。

　大丈夫だいじょうぶ、落ち着け。普段どおり、さりげないのが一番いいはずだ。

　ごくりと息を呑のみ、インターホンを押す。すぐにりこの可愛かわいい声が返ってきて、扉が開いた。

　笑顔で伝えられる「おかえりなさい」の言葉とともに、りこが俺の鞄かばんを受け取ろうと手を伸ばしてくる。

　でも今日はだめだ。この鞄を渡すわけにはいかない。

「ごめん、りこ！　鞄は自分で持つよ！　てか、これからも毎日、鞄のことは気にしないで。今までありがとう！」

　頭の中で何度もシミュレーションした言葉を早口で伝えると、りこは瞬まばたきを繰り返してから悲しげな瞳ひとみで言った。

「えと……気づかなくてごめんなさい……。私に持たれるの嫌いやだったんだね……」

「あ、え!?　ち、違……っ。嫌だったんじゃなくて、悪いからで！　あと今日はちょっと事情が……」

「……」

　待って。そんなしょぼんとした顔で俯うつむかないでくれ。可哀かわいそうすぎて見ていられない。

「噓うそ！　今のなし！　持ってもらっていいかなッ!?」

　女の子が泣きそうなとき、男が何も考えずにその場しのぎの行動でどうにかしようとするのは、必死さの表れだ。決して適当にやり過ごそうとしているわけじゃないのだ。

　りこは俺を責めたりはせず、「無理させちゃってごめんね……」と再度謝ってきた。

　りこがものすごく気遣きづかいをする子だという事実を思い出し、居たたまれなくなる。

　だって、そんなりこと比較して俺はどうだ。

　今回だって色々考えたつもりで浅はかな行動を取り、りこを簡単に傷つけてしまった。

　鞄の中身のことは、もう一旦いったん忘れよう。

　何を置いても今は、誠心誠意謝罪するべきだ。

「本当にごめん！　えっと、その！　こ、これから一生俺の鞄を持ってもらえますか！」

　本気で申し訳なく思いながら頭を下げる。

　すると正面に立つりこが息を呑む気配がした。

「一生……？」

　うわっ。しまった……！　また馬鹿ばかな発言を……！

　慌あわてて顔を上げたら、なぜか耳まで真まっ赤かになったりこが、口元に両手を当てて茫然ぼうぜんとしていた。

　え。これはいったいどういう反応だろう。

「本当にいいの……？」

　今の状況をまったくもって理解できていない俺でも、ここは「うん」と答えるのが正解なことぐらい察さっせられた。りこを傷つけたくない一心で「うん」と言うと、彼女は「わあああっ……夢みたい……」と小声で叫んで、その場に蹲うずくまってしまった。

「って、やだ！　私、わたわたしすぎだよね。恥はずかしいな。それにめんどうくさい態度取ってごめんね……」

「いや……。そんなに鞄持ちたかったの？」

「ん……」

　りこはまだ照れながら、何度も髪を耳に掛け直している。


「バイトで疲れてる湊人くんをちょっとでも労いたわりたかったの。あとね、こういうのお嫁よめさんっぽいでしょ……？　だからいつもうれしかったんだ」



　えへへと笑いながらりこが言う。

「えーっと……、それはあれ？　女の子がお嫁さんという存在に憧れたりする的な？」

　パイロットに憧れてきた男の子が、大人になって操縦席に座った瞬間、感動するとか。教師になりたかった女の子が、初めて教壇きょうだんに立ったとき喜びを覚えるとか。その類たぐいの感情なのだろうか。今の時代も『お嫁さん』に憧れる女の子がいるのかどうかは謎だけれど、思いつく理由なんてそのぐらいしかなかった。

　りこは俺の問いかけに、うーんと唸うなって、眉まゆを下げた。

「お嫁さんに憧れてただけじゃ、大事な言葉が足りないんだけど……。でも、うん！　それでもいいの」

「足りないって？」

「ううん、なんでもない。気にしないでね……！　それより今日のバイトはどうだった？　カップルデイだから混んだかな？」

「今の上映ラインナップってわりとマニアックだから、激混みって感じではなかったかな。多分、今度のレディースデイのほうが混みそう」

　お互いが思っていることについて話すより、こういう雑談のほうがずっと気楽だ。

　もちろんまったく緊張しないと言っているわけじゃない。こっちのほうがまだましぐらいのレベルで、声が上擦うわずったり、話している内容が要領ようりょうを得なくなったりしてしまうところは大差なかった。

　それでもりこはいつも熱心に耳を傾けてくれて、俺の話なんて絶対つまらないのに、楽しそうにコロコロと笑ってくれるのだ。

　雑談しながら彼女が鞄を持とうとしてくるのは、当然もう止めなかった。

「あ！　でも今日は縦たてに持ってくれると助かります……」

「縦？　こう？」

「うん、そうそう。ありがとう」

　なぜ縦持ちに拘こだわったのか。

　ごはんの前に着替えてくると言って寝室に向かった俺は、制服を脱ぐより先に鞄を開けて、中身を大急ぎで確認した。

　鞄の底にしまった箱は、入れた時のままの状態でしっかり収まっている。

「よかった……。崩くずれてない……」

　独ひとり言ごとを呟つぶやき、細心の注意を払って取り出したのは、帰り道にコンビニで買ったイチゴのショートケーキだ。俺はこのケーキが崩れるのを恐れていたのだった。

　りこのしてくれていることにお礼がしたい。

　でも何をしたらいいのかわからない。

　そう悩んでいるだけで、何もできない日々が続く中、ようやく今日の昼間、物でお返しをしてみようということを閃ひらめいたのだ。

　ただ、俺はりこが何を好きなのかまったく知らない。

　本当は、本人に好きなものを聞くのが一番楽で、手っ取り早いのだろう。だけど、それは気になっている女の子が相手じゃない場合に限る。

　興味がある女の子に、好きなものを聞くことの難しさといったらない。

　そういう質問をすることで、こちらの気持ちがバレてしまうのではないかと思うと、気軽に尋ねるなんて不可能だった。

　結局、以前りこが『名前で呼んでもらえた記念日』と言って、ケーキを買ってきたときのことを参考にした。あのとき、りこはとてもおいしそうにケーキを食べていた。好物かどうかはわからないが、嫌いということはないだろう。

　そういう流れでこのケーキを購入してきたんだけれど……。

　取り出した箱を見下ろして、急に不安になってきた。

　プラスティックで作られた透明な蓋ふたはいかにも安っぽい。

　コンビニのスイーツコーナーで見たときは、プリンや小さなチョコムースなんかに比べて、このショートケーキは圧倒的風格ふうかくを漂ただよわせていたし、特別感だってちゃんとあった。

　でも、喜んでもらえるといいなと思って買ってきたケーキは、寝室の蛍光灯けいこうとうに照らされると、ありえないぐらい残念で、まったく美味おいしそうに見えない。

　……てか、普通ケーキってケーキ屋で買うものじゃないか？

　そうだよ。りこが買ってきてくれたケーキだって、おしゃれな白い箱に入っていたじゃないか。

　なぜそんな初歩的なことに気づかなかったのだろう。

　──いや、理由はわかっている。

　今までの人生の中で、俺が誰かにケーキを買って帰るという経験をしたことがないからだ。

「こんなのをお礼だなんて言って渡せるわけがないよな」

　もらったほうだって反応に困るよ。

　仕方しかたない。りこが風呂ふろに入っているときにでも、一人でこっそり消化するか。

「はあ……。なんでよりによって二個入りにしちゃったかな……」

　ぶつぶつと独り言を呟いて肩を落としたとき、扉をノックする音が聞こえてきた。

　まずい……！　りこだ。

　急いでケーキを鞄の中に隠そうとした。でも慌てすぎて上手うまくいかない。

　ああ、くそっ。なんで引っかかるんだ。

「湊人くん？」

　扉の向こうからは不思議がっている声が呼び掛けてくる。

　これ以上待たせたら不自然だ。

　仕方なくケーキを背中の後ろに隠して返事をすると、エプロン姿のりこが姿を現した。

「もうおかずを温めてもいいか聞こうと思って」

「あ、ああ、うん！　お願いします……！」

「……湊人くん、何か隠してる？」

「なんで!?」

「ふふっ。湊人くん、わかりやすいんだもん。なあに？」

　おどけたような態度で、りこが俺の後ろをひょこっと覗のぞき込もうとする。

「うわ、す、すとっぷ！」

　必死に彼女の視線から逃げようと体を捻ひねったのがよくなかった。

　弾みで俺の手の中から飛び出したケーキの箱が、べこっと音を立てて床ゆかに落ちてしまった。

　蓋が開くことはなかったけれど、ケーキは箱の中で転倒してしまい、見るも無残な姿になっている。

「ご、ごめんね！　私がふざけたせいで……！」

「いや、りこは悪くないよ」

　ケーキを拾おうとして、ふたり同時にしゃがみ込む。

「潰つぶれちゃった……。本当にごめんなさい」

「俺が隠そうとしたせいだから。全然気にしないで」

「……どうして隠したの？」

「……」

　そうだ、しまった。

　余計な行動を取ったせいで、今更いまさらもう「自分のために買ってきた」とは言えない。

　だって、それならわざわざ隠す必要なんてないんだから。

　俺は深く息を吐いて、りこへのお礼の代わりに買ってきたことを告白した。

「私のために……」

「あっ、でもほら、今も言ったとおり、コンビニのケーキがお礼なんてありえないって気づいたから、これはなかったことにしようと思ってたんだ。明日、もっとちゃんとした店で買ってくるから、このケーキのことは忘れてくれる？」

「そんなの無理だよ。だって私、うれしいよ」

「無理しなくていいって」

「無理なんてしてないよ」

「大丈夫、ちゃんとわかってるから。俺みたいなヤツじゃ、りこを喜ばせられないことぐらいわかってるんだ。本当に世話になってばかりでごめん。自分で自分が情けない」

「そんなこと言わないで……！」

「……っ」

　真まっ直すぐに目を見て言われて、ビクッと肩かたが跳はねてしまった。

　とても近くにりこがいる。瞳の中に自分が映っているのがわかるくらい近くに。

　動揺どうようして、逃げるように視線を逸そらすと、温かい両手が俺の頰ほおに触れ、掬すくうようにして顔を上げさせられた。

　りこは俺の頰を包み込んだまま、目を合わせてくる。

　驚きすぎて何も言えない。

　こんなふうに触れられたこともそうだけれど、りこは俺よりずっと傷ついた顔をしていたから。それがショックだった。

　なんで……そんな顔……。俺の言葉がりこを傷つけた……？

　だけど……俺は俺のことを否定しただけなのに……？

「お願い。私の気持ちから目を逸らさないで」

「りこ……」

「湊人くん、いつもご飯を作ると『美味おいしいよ』って言ってくれるでしょ。それに私が家事をやると必ず『ありがとう』とか『すごい！』って言ってくれる。小さな変化にすぐ気づいてくれて、いつもそれを言葉にしてくれるよ。そういうこと全部、簡単なことじゃないよ。湊人くんが思いやり深い気遣きづかいの人だから、できることだと思うの」

　何を言ってるんだ。それは俺じゃなくてりこだ。

「りこにしてもらってることに対して、俺のお礼なんて何の価値もないって……」

「もう、やだ……っ。湊人くん、なんにもわかってない……！　あなたの言葉がどれだけ私を満たしてくれてると思うの！　ばかばか！」

「あ、すみません」

　初めてりこに怒おこられた俺は、反射的に謝ってしまった。

　彼女が並べた言葉を、言語として理解する余裕などとてもない。

　りこは俺の情けない反応に呆あきれたのか、「……ずるい……」と呟つぶやいて、優しい顔つきに戻った。

「とにかくね、湊人くんは自分が思ってる以上に素敵すてきな人なんだよ」

「だけど……」

「私の言葉、噓うそだと思う？」

「いや、まさか」

「じゃあ信じて。湊人くんは素敵だよ」

「……っ」

　りこがくれたその言葉は、魔法のように俺の心に響いた。

　俺はマイナス思考の持ち主で、自分に自信のない気弱な男だけれど、憧あこがれの女の子がそんなダメ男のことを素敵だと言ってくれた。

　自分のすべてが好きじゃなかった俺の中に、唯一ゆいいつ、肯定こうていできる小さな希望が生まれたような気分だ。

「それにね湊人くん、本当はお礼の言葉とかそんなのなくていいんだよ。見返りが欲しくて、家事をやってるわけじゃないから。ただ私は、湊人くんのお嫁さんとして役に立ちたくて、少しでも喜んでもらえればそれでいいの」

「……なんで？」

　素朴そぼくな疑問が湧わいてしまって、それをそのまま口にしたら、りこはびっくりしたように全身を揺ゆらした。

「あっ、あ、あの、そ、それは……そのぉ……」

　今までとは打って変わって、りこがしどろもどろしはじめる。

「と、とととにかく湊人くんは何も気にせず、今までどおり私にいろんなことをさせてね……！」

「でもそれってどうして──」

「うっ。それはだから……。……そ、そう！　私、尽つくすのが大好きなの……！」

「えっ」

「尽くしたくて仕方なくて、尽くしてるときが一番幸せっていうか、つまりそういうことなの……っ」

「なるほど……！」

　ようやく彼女が俺の面倒めんどうを見てくれることに対して納得がいったけれど、まさかりこが尽くすことによって喜びを覚えるタイプだったとは……。衝撃的すぎる。

　そこでふと俺は、前にテレビで見た『ヒモ男にハマった女芸人特集』のことを思い出した。彼女たちはギャンブル依存の男に貢みつぎまくった話や、浮気性うわきしょうの男の帰りを待ちながら毎日ごはんを用意していた話を愚痴ぐちった後、なぜか「それでも好きだから、つい尽くしちゃうんだよねえ」と惚気のろけていた。

　……大丈夫かな、りこ。彼女たちと同じルートに入りかねないんじゃないか？

「りこの趣向しゅこうを否定する気は全然ないんだけど、悪い男にだけは引っかからないように気をつけてね。世の中にはそういう優しさに付け込むようなヤツもいるみたいだからさ」

　本気で心配してそう伝えたら、りこは目を真ん丸にしたあと、クスクス笑いはじめた。

「それは湊人くんが悪い男の人ってこと？」

「え!?　俺!?　いやいや、俺はそんな器うつわじゃないから……！」

　女性を騙だましたり、良いように利用したりなんてできるわけがない。したくもないし。

「それじゃあ私が悪い男の人に騙されることはないよ」

　何が『それじゃあ』なのかわからないまま、「本当に？」と聞き返したら、りこは勢いよく首を縦に振って「本当に」と返してくれた。

「そ、そか」

　りこが不幸せになるところなんて絶対に見たくない。だから、彼女がきっぱりとそう言ってくれたことで、俺はすごくホッとした。
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　それから、りこが箱の中で崩れてしまったケーキをキレイにお皿に移し替えてくれたので、彼女の淹いれてくれた紅茶こうちゃと一緒に二人で食べた。

　ケーキはやっぱりコンビニで買ってきた味がした。

　それなのに、りこはずっとニコニコしている。しかも、ケーキを頰張ほおばりながら、小さな声でこう言ってくれた。

「ね、湊人くん。私、今すごく幸せ……」

　その瞬間、口の中のイチゴの味が何万倍にも甘くなった気がした。

　嚙かみしめるように幸せだと言うほど、りこがケーキを好きだったとは知らなかったけれど、やっぱり買ってきてよかった。

　今度は勇気を出してちゃんとケーキ屋の扉を潜くぐってみよう。

　大船駅おおふなえきの目の前にあるあのこじゃれたケーキ屋。味がいいと評判なのは知っている。ただ、いつ見ても店内は女性客だらけで、そこに入っていく勇気はなく毎回足早に通り過ぎていた。

　それでも、りこのためなら買いに行けると思うのだ。

　りこが俺という人間を真っ直ぐ肯定してくれたから……。

　そのおかげで俺は多分少しだけ強い人間になれたんだ。
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　その事件が起きたのは、りこと暮らしはじめてちょうど一ヶ月半が経たった夜のことだ。

　二十三時過ぎ。俺おれたちは挨拶あいさつを交わして、寝室へと向かった。

　もちろん部屋は別々だ。書面上は夫婦でも俺たちは契約結婚なのだから、同じ部屋で寝起きをしているわけがない。

　外では強い雨風が吹いていて、窓がガタガタと揺ゆれ続けている。

　遠い場所から、微かすかに雷鳴らいめいも聞こえてくる。

　天気予報によると、明日は朝から晴れ。きっと雷を伴ともなう雨は、夜の間に勢いよく降って、消滅するのだろう。

　外の音が気にならないように、音楽アプリを起動して目をつぶる。一時間後には自動的に消える心地よいサウンドに耳をすませながら、俺は眠りの世界に落ちていった。
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　──普段は、雷が鳴っていても気にせず眠っていられるほうなのに、なぜかこの日は深夜に目が覚めてしまった。

　落雷の音は、寝る前よりずっと近くで、地響きのように鳴っている。

　さすがにこれじゃあ起こされるか……。

　ほとんど覚醒かくせいしていない頭の片隅かたすみでそんなことを考えながら、枕まくらの位置を直す。すぐにあの心地よい感覚がやってきて、俺は微睡まどろみの淵ふちをふらふらと漂ただよいはじめた。

　そのとき、遠いようで近い場所でキイっと音がした。それが扉の開く音だと認識できないまま、うとうとしていると少しだけ背中せなかが寒くなった。

「ん……」

　……なんだ？

　もぞもぞ動いて、めくれてしまったらしい掛かけ布団ふとんを引き寄せようとする。

　その直後──。

　柔やわらかい塊かたまりがとすっと背中せなかにぶつかってきた。

　……え……？

　あたたかい温ぬくもりのおかげでもう寒くはないけれど、それどころではない。

　人生で一度も感じたことない、柔らかい何かが俺の背中に触れている。

「……っ!?」

　な、……ななな……何が起こってるんだ!?

　一気に目が覚めた。とにかく状況を確認しようと寝返りを打つ。

　信じられないことに、俺の隣となりには目を瞑つむるりこが横たわっていた。

　……なんで!?

　大慌おおあわてで飛び起きようとしたら、瞼まぶたを閉じたままのりこの眉間みけんに皺しわが寄り、不満げな可愛い声が小さな唇くちびるから零こぼれ落ちた。

「んー……。……近くにいないとだめだよぉ……」

「……！」

　子供がぐずるような声を出したりこが、俺の体に両腕を回してしがみついてくる。

　しかも動揺どうようした俺が小さな悲鳴を上げると、離すものかとでもいうように、むぎゅうっと力を込められてしまった。

　そのたび、さっき感じた柔らかい感触がますますダイレクトに響いてきて……。

　やばいやばいやばい。こんなのまずいって……！

「り、りこ……っ。……起きて……！」

「うぅん……湊人みなとくんは今日から私の抱だき枕まくらなのです……スヤァ……」

　噓うそだろ……。盛大せいだいに寝ぼけている……！

　と、ととととにかくりこから離れないと……っ。

　まともに意識がない彼女との接触をこのまま堪能たんのうするなんて、そんな下種げすなこと俺にはできない。

　だって明日の朝、りこがそれを知ったら確実に軽蔑けいべつされる。

　それに、たとえりこが今晩のことを覚えてなくても、俺はりこの顔を見るたび勝手に満喫まんきつした彼女の体の感覚を思い出して、罪悪感のあまり死にたい気持ちになるだろう。

「りこ。離れて……」

　りこの肩かたを両手で摑つかんで、グッと身を引く。

　少し距離ができたとホッとしたのも束つかの間ま、そのせいでもっととんでもない事態になった。

　俺は気づいてしまったのだ。

　横を向いて眠るりこの胸元は無防備で、パジャマのＶ字型の襟元えりもとから、普段は決して見ることのない谷間が覗のぞいている。

「……っ」

　悲しいことに目が釘くぎ付づけになって離せない。

　だめだとわかっているのに、俺の理性を俺の瞳ひとみはまったく相手にしてくれなかった。

　……いやいやいやいや。しっかりしろ、理性!!

　唇を痛いぐらい嚙かみしめて、泣きたい気持ちになりながらもなんとかベッドから転がり落ちる。

　床ゆかに座り込んだ俺が、しばらくの間、「ふーふー……」と獣のような息を吐いて自分を落ち着かせなければいけなかったことは言うまでもない。

　俺のベッドにいるりこはそのまま起きることがなくて、俺は一睡いっすいすることもできずに朝を迎えたのだった。
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　──そして翌朝。


「ほんっっっっとうにごめんなさい……っっ」



　目を覚ましたりこは、状況を理解した途端、床に額ひたいを擦こすりつけて平謝りしてきた。

「わああ、りこ！　気にしなくていいって!!　ほら、立って。そんなところに座ってたら体が冷えちゃうから」

「でも、私なんてことを……っ」

「りこにはどうしようもなかったことだし、寝ぼけるくらい誰にでもあるって」

「そんなことないの……」

「え？」

　そんなことないとは？
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「実は私、雷の夜になると、寝ぼけて親のベッドに入り込むクセがあったの。……もう子供じゃないし、まさか湊人くんにも同じことをしちゃうなんて思ってなくて……。恥はずかしがらずにちゃんと話しておけばよかった……。ごめんなさい。二度と私が侵入しないよう、お部屋に鍵かぎをつけてもらっていい……？」

　なに、その可愛かわいいクセ……。

　それを恥はずかしがって隠したことも含めて可愛すぎる。

　でも相手が親から俺になったら、可愛いクセだけでは済すまない。俺はりこの両親と違って、彼女を女の子として見てしまっているから、りこにとっては有害な存在だ。

　……ならりこの言うとおり、部屋に鍵をつけてりこを俺から守るべきだよな。

「わかった。今日はバイトが休みだから、学校の帰りにホームセンターによって鍵を買ってくるよ」

　そしてその日のうちに俺の部屋には鍵が取り付けられた。
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　普段はりこが寝ぼけて入ってくることもないので、今までどおり施錠せじょうしないまま過ごしていたけれど、そう日を明けずに鍵が使われる雷雨の夜がやってきた。

　俺は部屋の前の廊下ろうかでりこと頷うなずき合い、「おやすみ」を言ってから鍵をかけた。

　──当然、その夜は全然寝つけなかった。スマホをいじったり、無理やり目を閉じてみたり、ため息をついて体を起こしたり。

　そんなことを繰り返しているうちにいつの間にか深夜二時。

　雷の音の後ろのほうに、微かすかに床を踏ふむ気配が混ざりはじめた。

　数秒後──ガチャガチャ……。

　鍵のかかったドアノブを回そうとしている音が聞こえてくる。

　りこだ。

　やっぱり今晩もまた彼女は寝ぼけて、この部屋にやってきたのだ。

　俺は息をひそめて、りこの動向を窺うかがった。

　寝ぼけているりこも扉が開かないことに気づいたのか、ドアノブの動きが止まる。

　ところがそのすぐあとに、トンッと何かが扉にもたれかかるような音がした。

「え……」

　まさか──。

　嫌な予感がして、ベッドから飛び出す。

　鍵を外し、念のためゆっくり扉を内側に引くと──、思ったとおりだ。

　扉に持たれるようにして眠ってしまっていたりこの体が、倒れこんでくる。俺は慌ててしゃがみ込み、りこの背中を支えた。

　この状況下でも、りこは目を覚まそうとしない。

「りこ？　起きて」

　呼び掛けても、むにゃむにゃと口元を可愛く動かすだけだ。

「りこ、ここで寝てたら風邪かぜひいちゃうから移動しよう？」

「ううん……湊人くんのお布団行く……」

　こ、これは……。

　この事態も二度目とはいえ、もろに動揺して唾つばを飲み込む。

　ここまでガッツリ寝ぼけられるのもすごいよな……。

　なんでも完璧かんぺきにこなしてしまう美少女に、まさかこんな弱点があったとは驚きだ。

「りこ、立てる？」

「うーん、抱っこ……」

「……!!」

　目を瞑ったままの無防備な彼女が、俺に向かって両手を差し出してくる。

　寝ぼけて甘えるなんてひどい……。

　俺は拷問ごうもんされているような気持ちになりながら、りこに再び声をかけた。

「りこ、俺が連れてくよ」

　聞こえていないだろうけれど、一応そう声をかけて、触れるための勇気を出そうと数回深呼吸をした。

　よ、よし。

　意を決してりこの腕うでに触れ、自分の肩かたに回してから、よいしょと抱え上げる。たいして筋肉のない俺でも楽に運べるほど、りこは軽い。

　それから、りこを彼女の部屋のベッドまで運んだ。

　りこの部屋に夜入るのは初めてだ。

　室内の様子にはできるだけ目をくれず、必死に心を無にして、変に意識しないよう努めた。

　ベッドの上に体を横たえると、りこはすぐに寝返りを打って、俺のいるほうに顔を向けてきた。俺は修行僧のような心で、りこの上に布団をかけてやった。

　──これで任務完了だ。ふうっと重い息を吐き、部屋を出て行こうとした直後、くんっと袖そでを引かれてしまった。

「だめ……。そばにいて……」

「……っ」

　りこは心細そうな声でそう呟つぶやくと、俺の指先をきゅっと握ったまま、再び寝息を立てはじめた。

　……一体どうしたらいいんだ。

　窓の外では相変わらず雷が鳴り響いている。

　眠っているようでも、りこは熟睡じゅくすいできていないのだろう。

　もしかしたら俺が出ていけばまた、ふらふらと歩きまわってしまうかもしれない。

「はぁ……」

　ベッドの脇わきに座り込んだ俺は、顔がどんどん熱くなっていくのを感じながら自由なほうの手で乱暴に頭を搔かいた。

　りこから繫つながれたこの手を解けるわけなんてない。

　それに意識がほとんどない状態でも、りこに頼られたのがうれしかった。

　俺でもそばにいるだけでりこが安心できるのなら、一晩眠れないぐらいなんてことはないじゃないか。

　徹夜を覚悟しながら、俺はそう思った──。
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　そして翌朝。

　今、目の前には前回の時以上に縮こまって頭を下げているりこの姿がある。


「もう私、最低……っ。ごめんなさい、ごめんなさい……っっ」



「りこ、本当にいいから……！　ほら、顔上げて」

「今度、夜に雷が鳴ったら、寝る前に廊下にバリケードを作って、私から湊人くんを守るから……！」

「バリケード……？」

　珍しくキッと眉を上げ、まったく冗談ではないという態度でりこが頷く。

　ていうか、俺を守るって……。俺のほうは、俺からりこを守るつもりで鍵をかけていたんだけどな……。

「湊人くん、ほんとにごめんね。……苦手なものは全部なくすつもりだったのに、こんなことになっちゃうなんて……。なんとか雷を克服こくふくするようがんばるね……」

「苦手なものぐらい誰にでもあるんだし、無理しなくていいんじゃないかな？」

「でも、もし湊人くんも雷が嫌いだったら、心細くて誰かを頼りたくなるでしょう？　そういうときに私も怖がってたら、頼ってもらえないから」

　俺は呆気あっけにとられた後、少し笑ってしまった。発想が可愛すぎて参る。

　こんなところでも、りこの尽くしたがり気質が発揮されるとは思ってもいなかった。

　ああ、困った。分不相応だって十分わかってるはずなのに、この子のこと、どんどん好きになってしまう。

　幸せなのに胸が苦しい。

　人はこうやって恋に落ちていくのだろうか。

「りこ、俺は雷なんともないから、逆に頼ってもらって大丈夫だよ」

「……で、でも……私の頼るって……一緒に寝たいってことなんだよ……？」

「う、うん。それはまあ、そうなんだろうとはわかってて……。……あの、さ、俺思ったんだけど、もしよかったら雷が鳴ってる夜だけ同じ部屋で寝ない？　あっ、でもあれ、同じベッドとかそういうこと言ってるんじゃなくて。布団を並べて敷しいて寝ればいいんじゃないかなって。あああ！　だけどりこが嫌だと思うなら、もう全然断ってくれていいから！　ってやっぱそんなの無理だよね。ごめん、なしなし！」

　というセリフを一息で捲まくし立てるように言った俺は、ぜえはあと肩で息をしながら、泣きたい気持ちになっていた。

　今までの俺だったら絶対にこんなことを言い出したりはしなかったはずなのに。りこのために何かをしたいという気持ちが強すぎて、つい勢い余ってしまった。

　ところが口をぽかんと開けて固まっていたりこが、数秒後、信じられない行動に出た。

「ま、待って！　本当にいいの!?　ほんとのほんとに……？　湊人くん、なしって言ったけど、なしをなしにしてください……！　迷惑かけちゃうのは悪いことだけど、でも私、湊人くんと一緒に寝たいですっ……。あ、ああああの、お布団並べて寝たいって意味だよ……!?」

　りこは俺と同じように、息継ぎもなくそう言ってきたのだ。

　その顔は真まっ赤かで、慌てながら髪かみを触さわるので、色々乱れている。それがたまらなく可愛い。

「湊人くん、なしをなしにしてくれる……？」

「あ、う、うん。りこがそうしたいなら、俺は問題ないです」

　ぱあっと瞳を輝かせて、りこが幸せそうな笑顔を浮かべる。

　自分の気持ち悪さに落ち込んでいた俺の心が、りこの言葉によって救われるのを感じた。

　こうして俺たちの間に、雷の夜のぎこちない約束が交わされたのだった。
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　五月のある朝、ホームルームで担任が言った。

「みんな、おはよう。そろそろ新学年がはじまって二ヶ月になる。ということで毎年恒例こうれいの行事がやってくるぞ。遠足だ」

　遠足という言葉を聞いた途端とたん、教室内が騒がしくなった。

　喜んではしゃいでいる生徒が四割、誰と組もうか思案している顔が三割、あんまり興味なさそうなのが一割、残りの二割、地味じみな生徒たちは大方絶望の表情を浮かべている。

　俺おれにとっても遠足なんてのは、気が重いだけの煩わずらわしい行事だ。

「というわけで、適当に班決めしておいてくれ。男女混合で四人から六人のグループを作ること。頼んだぞ」

　組む相手は去年どおり澤さわがいるからいい。

　問題は『男女混合』の部分だ。

　去年は澤が俺たちと似たように目立たない雰囲気ふんいきの女子たちに片かたっ端ぱしから声をかけてくれて、なんとか班を作ることができたが……。

　遠足の班決めを生徒たちに任せるなんて、ひどい話だ。俺みたいにコミュ力の低い人間にとっては、地獄じごくのようなミッションだということに気づいてほしい。

　そりゃあ普段から男女仲良くしてる連中は、この機会に気になる相手と距離を近づけたりして楽しいんだろうけど……。

　そういえば、りこはどのグループと行動するのかな。

　俺は教室の前方、廊下ろうか側の席に座るりこの後ろ姿を眺ながめながら、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　遠足の発表があってから、クラス中の男子が、ちらちらとりこに視線を送っている。誰もがりこのいるグループと一緒に行動したいと思っているのは明白だった。

　りこは普段、クラスメイトの女子たちと五人で行動をしている。担任は男女混合で四から六人の班を作ると言っていたから、りこたちは二手に分かれることになるはずだ。

　多分、りこは麻倉あさくらレイナと組むのだろう。

　りこの話にはよく麻倉の話題が出てくるし、傍はたから見ていても二人はとても仲が良さそうに見えた。

　麻倉は底抜けに明るいタイプで、よく喋しゃべり、澤と似て声がでかい。そのうえ、恋愛気質らしく、時々ぎょっとするような会話が漏もれ聞こえてくる。

　要するに、おっとりしているりことは真逆のタイプだ。

　麻倉は男女ともに友達が多いから、きっとコミュ力の高いイケメン男子のうちの誰かが麻倉に声をかけ、麻倉経由けいゆでりこと同じグループになる権利を勝ち取るのだろう。

　俺の予想どおり、次の休み時間からさっそく麻倉のもとには人だかりができた。

　かたや、りこは普段と変わらない感じで、他の女子たちと談笑だんしょうをしている。男子たちは皆、直接りこに言っても、すげなくされるとわかっているのだ。

　でも、ちょっと不思議だな。

　家でのりこはわりとよくしゃべるし、話しかけづらさなんて微塵みじんも感じさせないのに。

　どうして学校でのりこは、男子を軒並のきなみ拒絶きょぜつするようなオーラを醸かもし出しているのだろう。

　まるで家のりこと、学校のりこ、二人のりこが存在しているような感じを覚える。

　俺にとって、学校のりこは相変わらず遠い存在のまま。

　たまに目が合って、鼻はなを擦こするあの合図をりこが送ってくるようなことがあるけれど、そんな可愛かわいいイタズラを見られるのもごくまれな話だ。

　だから今回、りこと同じ班になるため、男子たちが水面下で行っている争いなんて、俺にはまったく関係のない問題だと思っていた。

　それなのに──。





◇◇◇






「湊人みなとくん……っ」

　昼休み後半。

　トイレに行った帰りに、教室に戻ろうと廊下を歩いていた俺は、囁ささやくような声に名前を呼ばれてきょろきょろと周囲を見回した。


「えっ……!?」



　なんで……？

　階段の影に隠れたりこが、辺りを気にしながら必死に手招きをしている。

　俺は他に人がいないのを確認してから、りこのもとへと駆け寄っていった。

「こっちこっち」

「あ、う、うん」

　りこに求められ、階段下にあるスペースにふたりで忍び込む。

　ここなら誰からも見られる心配はない。

　ただその分、りこと二人っきりで人目を忍しのんで会っているという事実を、めちゃくちゃ意識させられた。

「ごめんね、学校で話しかけたりして」

「それはいいんだけど、どうかした？」

「遠足のグループ分けのことで相談があったの」

「相談？」

「あっ、あのねっ？　湊人くん、もしよかったら私と同じグループになってくれませんか……！」

「へ？」

　予想外の提案を受けて、思わず素すっ頓狂とんきょうな声を上げてしまった。

「なんで俺なんかと……。あ、もしかして他の奴らを断る口実こうじつ？」

　無害な俺と組むことで、面倒めんどうな誘いを全部跳はねのけられるなら楽だもんな。

　でも、そうまでして、他のヤツと組みたくないのか。

「まあ、どの男も露骨ろこつにりこ狙ねらいだしね。一方的に好かれてるだけの相手と同じ班になって遠足に行くなんて、大変っぽいもんなぁ」

　モテない俺にとってはあくまで想像でしかないけど。

　困っているりこに対して理解を示したくてそう伝えたら、なぜかりこはショックを受けたかのような表情になった。

「……そ、そうだよね。私、また勝手なことを……。ごめんね……。今のは忘れてね」

「え……」

　忘れてって、そんな……。

　棚たなぼただとしても、せっかくりこと同じグループになれそうだったのに。しかも彼女のほうから誘ってくれたのに。

　俺の発言のどこかに問題があったんだよな……。でもどこに……？

　まったく思い当たる節ふしがなくて焦あせりまくる。

「じゃあ、私はこれで……」

「ま、待って、りこ！　なんか誤解ごかいさせたならごめん！　りこの役に立てるなら、ぜひ一緒に組ませてほしい、です！」

「でも、湊人くん大変じゃ……」

　なんで俺が大変？

　よくわからないけど、首をぶんぶんと横に振って「まったくもって大変じゃない！」と伝えたら、りこが少しだけ笑ってくれた。

「湊人くんが本当に嫌じゃないなら、私、やっぱり、湊人くんと一緒に遠足行きたいな……」

「それなら組むってことで決定な！」

　りこの気が変わらないよう被かぶせ気味に言う。

　澤には何も確認してないけど、あいつがりこと組むことを嫌がるわけはないので、何ら問題ない。

「あっ、でも俺たちがいきなり同じ班になるのって不自然かな」

　今まで何の接点もなかった者同士。しかも学園一の美少女と学園一地味かもしれない俺だ。

「えと、じゃあ、実は幼馴染おさななじみっていうのはどうかな。……幼稚園ようちえんが一緒だったとか」

　りこが制服のスカートをいじりながら、上目うわめ遣づかいで俺を見上げてくる。

　俺は『りこが可愛い』ということで頭がいっぱいになりながら、「わかった。幼馴染でいこう」と返事をした。

「りこが一緒に組む女の子は平気なの？　俺たちみたいなのと班になって……」

「うん、レイちゃんは誰でもいいよって言ってくれてるから」

　その誰でもって、誘いをかけてきてるイケメンたちの中なら誰でもいいよって意味じゃないのかな……。

　まさか俺や澤を連れてくるなんて、麻倉レイナは微塵みじんも思っていないだろうから、俺の中には微かすかな不安が残った。
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　クラスのことをあれこれ決めるためのロングホームルームの時間は、水曜日と金曜日の六限に設けられている。

　金曜日の今日は班ごとに分かれて、遠足のコースを相談することになっていた。

　遠足の目的地は横浜よこはま。

　生徒はチャーターバスで横浜駅まで連れていかれて、そこから六時間自由行動となる。その間にすることを決めて、提出しろというわけだ。

　──さて。一緒に班を組むことになってから、俺おれたち四人が顔を合わせるのは今日がはじめてだ。

　机つくえを移動させ、四人で向き合うように並べると、途端とたんに猛烈もうれつな緊張が押し寄せてきた。

　隣となりに座る澤さわも同じ状態なのだと思う。ひどい顔色で、視線を泳がせている。ベラベラとよくしゃべるお調子者ちょうしものの姿はどこにも見当たらない。

　そりゃあそうだよな。俺たち地味じみ男子にとって、無縁むえんな存在の女子が二人、目の前にいるのだから。

　俺がチラッと視線を向けると、りこは少し照れくさそうに前髪を弄いじっていた。

　はい、かわいい。

　りこの隣の麻倉あさくらは机に両腕をついて身を乗り出し、興味きょうみ津々しんしんという素振そぶりで俺と澤を見ている。

「ねえ、ふたり緊張してない？　うけるー」

　うわあ、出た。いかにも陽ようキャな女の子が言いそうな、全然笑えないポイントでの『うける』発言。

　俺と澤のこわばりがさらに増す。

　やばい。俺、この子怖こわいかも。

　そう思った途端、頭の中で『未知みちとの遭遇そうぐう』のテーマが流れはじめた。って、違う違う。映画の主人公は、未知との遭遇にわくわくしてたじゃないか。同じスピルバーグなら、明らかに『ジョーズ』のテーマのほうが、俺の心境しんきょうを的確に表している。

　それに麻倉だけじゃなくて、正直、外野がいやの視線も恐ろしい。

　周囲の席の男子たちは、遠足の行き先を相談するどころじゃないらしく、わりとでかめの声で俺と澤に対する文句もんくを言っている。

「なんであいつらが……意味不明だろ」

「てかどういう流れで、あのメンツになったんだよ？　誰か理由聞いた？」

　居心地いごこちが死ぬほど悪い。りこの耳にも届いているだろうし……。

　こんな悪口を言われるような相手と組ませてしまったことを申し訳なく感じていると、麻倉があっけらかんとした声で言った。

「めっちゃやきもち焼かれてるじゃん。ホントうけるんだけど。まあでもしょうがないじゃんね。りこが幼馴染おさななじみと組みたいって言ったんだからー」

　麻倉の放った『幼馴染』という単語に反応して、周囲がさらにざわつく。皆みな、初耳だと騒いでいる。

　ああ、もう。

　教師は話し合うようにと言って教室を出て行ってしまったし、誰もこの騒ぎを止めてくれる人はいない。

　りこと組みたいなんて、身の丈たけに合わない幸せを望んだのが悪かったのだろうか。

「でも、幼馴染くんが登場してくれてよかったよ。一、二年の遠足の時はクジで決めたんだけど、結果に納得しないヤツらがいて、体育館裏で決闘けっとうになったり大変だったんだから。ねー、りこ」

「そ、それは大げさだよ」

「殴なぐり合いのケンカをして停学処分になったヤツらいたじゃん。あれってクジで当たっちゃったのが、バスケ部のイケメンだったのも悪かったと思うんだよね。取られるかもって危機感から、強硬きょうこう手段しゅだんに出ちゃったんじゃないかなー。でもそれに比べて、この幼馴染君は……」

　麻倉は俺のほうを見てから、ふふっと笑みをこぼした。

「──まあ、顔は悪くないけど？　なーんか地味だし、存在感薄いし、りことくっつく確率ゼロすぎて超安全パイだもん。これなら他の男子たちも別に気にならないでしょー？」

「レイちゃん、だめだよ。湊人みなとくんのこと悪く言うのはやめて？」

　決闘の話題の時は、困こまったように慌あわてていたりこが、麻倉の腕にそっと触れて窘たしなめる。

　落ち着いた口調だけれど、多分、りこは怒っている。

　麻倉もりこの気持ちに気づいたらしく、驚いたように目を丸くしてから、すぐに謝罪の言葉を口にした。

「ごめん、りこ。私、考えなしだから、つい余計よけいなこと言っちゃった。幼馴染くんもごめんね」

「いや、俺は全然……」

「でもりこがこんなふうに怒おこるなんて初めてだよね」

「あ……、あの、私、えっと……。変な空気にしちゃって、私こそごめんなさい……」

　そのまま謝り合戦になってしまった。

　麻倉はりこに言われて嫌々いやいやという感じでもなく、本気で謝ってきてくれたし、きっと根っから悪いヤツではないのだろう。

　それに麻倉の発言によって、今まで俺に対して憎悪ぞうおの眼差まなざしを向けていた男子生徒たちが「たしかに取られるかもなんて、不安になるような相手じゃないよな」と呟つぶやきはじめた。

　どうやら恋愛対象外だと認定されたことで、ピンチを脱出できたようだ。

　情けなくはある。けれど、これ以上俺のせいであーだこーだ言われて、澤やりこに迷惑をかけるぐらいなら、このほうがよかった。

　その後は、みんなちゃんと遠足のルート決めに集中してくれ、俺たちもスムーズに話し合いを行うことができた。

　話し合いというか、麻倉が提案して、りこがにこにこと賛同さんどうし、澤と俺は黙だまって話を聞いているという有様だったが。

　りこは俺たちに何度も「それでいいかな……？」と確認してくれて、その都度つど、俺と澤は大慌てで頷うなずき返すのだった。

「──じゃあ、だいたいのルートはこれでオッケーかなー。確認だけど、お昼の目的地は山下やました公園こうえんでいいよね？　当日ってお弁当べんとう持参じさんだから」

「あ、そっか。お弁当を広げられる場所は限られてるもんね」

　麻倉の言葉にりこが頷うなずく。

「でもなんでお昼を自分で用意しなきゃいけないんだろ。うちは共働きだからお弁当作ってなんて言えないし、結局コンビニで適当に買うことになるんだよ。はぁーめんど」

「あ、お、俺も……！　俺も同じ！」

　澤が必死な様子で麻倉の投げたボールを拾ひろいにいく。

「ほんとー？　めんどいよねー。最悪じゃない？」

「うんうん、最悪最悪」

　女子と話すということに緊張するあまり、澤はオウム返しをするばかりだ。

　俺もりこと話すときこんな感じなんだろうなと、居いた堪たまれない気持ちになった。

　でも、そうか。遠足当日は弁当持参だったっけ。配られたプリントに印刷された【用意するもの】の項目を見ながら考える。

　まさか普段のように、りこが作ってくれた弁当を持っていくわけにはいかない。中身が同じ弁当を見られたら、俺たちの関係が単なる幼馴染じゃないってことに気づかれてしまう。

　今までは一緒に昼飯を食べることもなかったし、まあ大丈夫だろうと思っていたけれど、さすがに今回はまずい。

　この日は俺もコンビニ弁当を買っていく必要があるな。

　りこの美味おいしい弁当に慣れてしまった舌は、きっとコンビニ弁当をひどく味気なく感じるだろう。

　ところがそんなことを考えていた矢先やさき、りこがおずおずと手を挙げた。

「あの、もしよかったら、私がみんなの分のお弁当作ってこようか？」

「えっ」

「うそっ、きゃー！　やったー！　りこ、愛してるー！」

「…あっぐぁえ!?」

　りこの提案に俺は驚き、麻倉は大喜びで両手を上げ、澤は椅子いすからずり落ちた。

　りこが四人分の弁当を用意するって……。めちゃくちゃ大変だろ……。

　本当にいいのか？　という視線を向けたら、りこは俺にだけわかるように微かすかに微笑ほほえんだ。

　遠足当日もりこの弁当が食べられるのはうれしいけれど……。

　そう思いながら床ゆかに座り込んでいる澤のほうを振り返ると──、うわっ、澤のやつ、うれしさのあまり半泣きになっている。

　麻倉も本気で喜んでいるし、普段りこの弁当を食べさせてもらっている俺が、そんなふたりから幸せを奪うわけにはいかない。

　よし、遠足当日は俺も早起きをして、できるだけりこの手伝いをしよう。

　料理はからっきしだけど、りこと一緒にキッチンに立つ姿を想像すると、頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　って、いけない。りこの足手まといになったんじゃ意味がないんだから、気を引き締しめておかないと……！

「何か食べたいものがあったら教えてね」

「えー、どうしよう！　迷うよおお！　待って、食べたいものリストを作ってみるから！　まず唐揚からあげでしょー、ニンジンのグラッセでしょー」

「お、俺、卵焼きを……っ」

「あ、いいねー！　書いとく書いとく」

　澤と麻倉は真剣しんけんな顔でプリントの裏に希望のおかずリストを作成している。

　二人の気が逸それているのを見て、りこがそっと俺のほうに体を寄せてきた。

「実はね、遠足の日も、湊人くんにお弁当食べてほしかったの。……内緒ないしょだよ」

「……っ」

　俺は自分の顔が真まっ赤かになっていくのを感じながら、慌てて咳払せきばらいをした。

　本当にうちの嫁よめは尽つくしたがりで困こまる……。
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　遠足の当日。

　りこの手伝いをしようと思い、いつもより一時間早く起きると、なんとキッチンにはもうすでに支度したくをはじめているりこの姿があった。

「あれっ、湊人みなとくん！　おはよう。早いね！」

　制服の上に淡あわい黄色のエプロンを身にまとったりこは、覗のぞいていた冷蔵庫を一旦いったん閉めて、俺おれのそばへと駆け寄ってきた。

「おはよう。なんか手伝えることあるかなって思って。でも起きるの遅かったみたいだ。ごめんね」

「ううん！　私も今起きたばかりだから……！　──お手伝いしてくれるの？」

「役に立てるか自信ないんだけどね」

　というか足を引っ張る可能性のほうが高い。

　邪魔じゃまだったらキッチンから出てくように言ってと伝えたら、りこは目を細めて可笑おかしそうに笑った。

「私が湊人くんを追い出しちゃうの？　そんなこと絶対ないよぉ。一緒いっしょに料理できるのうれしいもん」

「えっ。そ、そう？」

「うん！　だってなんか新婚さんぽいでしょう？」

　そういえば、りこは新婚ぽいことやお嫁よめさんぽいことが好きなのだった。

　うれしいっていうのは、きっとそういう理由からなのだろう。

「まず何したらいいかな？」

「じゃあお野菜洗ってもらえますか」

「了解」

　よかった。さすがにこのくらいなら俺でもできる。

　あれ。でも洗うのって、時間をかけてきっちりやるほうがいいのか？　それとも効率重視で、ちゃちゃっと済すませるべきなのか？

　スーパーで売ってる野菜だから、見たところ特段汚れている様子もない。

　でも、不衛生ふえいせいだってなるかもしれないしな……。

　……だめだ。ちゃんと洗うべきか、否か。

　どっちが正解かわからない。

　野菜を洗うぐらい簡単だと思った、一瞬いっしゅん前の自分を叱しかってやりたい。

　恥はじを忍しのんで聞くのが一番だな……。

「ごめん、りこ。野菜ってどの程度洗えばいいのかな」

「わ！　説明足りなくてごめんね……！　汚れてなさそうなお野菜はサッとで大丈夫だいじょうぶです！　それでたとえば、じゃがいもだったら──」

　りこが俺の隣となりにやってきて、ぴたっと寄り添そう。肩かたが触れそうになって、わっと慌あわてた俺とは違い、説明するのに気を取られている彼女は、近づきすぎた距離感に気づいていない。

「こんな感じかな」

「あ、ああ。なるほど」

　丁寧ていねいに説明してもらえたおかげで、ようやくやり方が摑つかめた。

　りこの見よう見真似みまねでさっそくはじめて見ると、隣で調理をしながら見守っているりこが、俺の作業を褒ほめてくれた。

「うんうん、その調子！　ばっちりだよー」

　そんなふうに言ってもらえると、俄然がぜんやる気が湧わいてくる。

「次は何すればいい？」

「じゃあ今度はそのお野菜を切ってもらおうかな。まずピーラーを使って皮むきをします」

「ピーラー？」

「この皮むきのことだよー」

「こいつそんな名前がついてたんだ？」

「ふふ、かわいい名前だよね」

「なんかモンスターの名前っぽい」

「あはは、わかるかもー！」

　俺の言葉にりこがコロコロと笑う。

　なにこれ……。この時間、幸福度高すぎ……。料理の手伝い最高か……。

　手伝いをはじめる前は、上手うまくできるか、足手まといにならないかってことばかりを気にしていたけれど、りこが優しく教えてくれるおかげで、楽しさしかない。

　俺は鼻歌でも歌い出したいような気持ちで、せっせと作業を進めていった。

　ニンジンの皮むき、ジャガイモの皮むき、サツマイモの皮むき。そしてそれらを教えられたとおりに切る。

「わあ、すごい、湊人くん。上手！」

　りこが手放しで褒めてくれるから、照てれくささもあり笑ってしまった。

「りこ、さすがに褒めすぎだよ。教わったとおりに皮をむいて野菜を切るぐらい、多分小学生でもできるよ」

「でも湊人くん、一回説明しただけで覚えちゃうし、それに器用きようだし。私、本当にすごいって思ったんだよ？」

　真面目まじめな顔で詰め寄られると、「あ、はい」としか返せない。

　それでもやっぱり、りこは俺への評価が甘い気がする。

「あとね、器用なのにプラスして、湊人くんって手つきが丁寧で、見てるとなんだかドキドキしちゃうの」

「えっ」

「あ……！　な、なんでもない……！　私、卵焼き作っちゃうね！」

　りこはさっと背中を向けると、カウンターキッチンのほうで卵焼きの準備をはじめた。その後ろ姿をチラチラ見ながら、考え込む。

　手つきが丁寧だと、ドキドキするものなのか……？

　って、だめだ、だめだ！

　意識した途端、心臓しんぞうが早鐘はやがねのように脈打ちだし、ものすごく息苦しくなってきた。

　落ち着け、俺！　落ち着くんだ！

　俺が必死に言い聞かせていると、不意にごま油の美味おいしそうな香りがしてきた。つられて顔を上げると、りこがフライパンに卵を流し込むところだった。

　ジュワッといういい音をたてて、卵がフライパンに広がる。りこは慣れた手つきで菜箸さいばしを動かし、くるくると卵を丸めていった。

　すごいな。

　感動して目が釘付けになる。

　りこは菜箸を魔法のように操り、卵をフライパンの手前に寄せた。すぐさま油が薄うすく引かれて、奥の空いたスペースに卵が流し込まれる。そして、再び手際てぎわよくクルクルされた。

　卵焼きってこうやって作るのか。よくあんなきれいに巻けるもんだな……。

　俺がやったら絶対にぐしゃっとなってしまうはずだ。

　好奇心をくすぐられ、熱い視線を送っていると、卵焼きを作り終えたりこが笑いながら振り返った。

「そんなに見つめられると緊張しちゃうよ……」

「……！　そうだね。ごめん」

「嫌だったわけじゃないよ？　恥はずかしかっただけだよ？」

「う、うん」

「あ、ねえ、湊人くん。卵焼き、味見してくれますか？」

「え！　いいの？」

「うん、ぜひ」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　皿の上に載のせられた卵焼きを摑つかむため、箸を取りに行こうとしたら、「待って」とりこに呼び止められた。

「ん？」

「はい、どうぞ」

「……！」

　にこにこ笑ったりこがうれしそうに、菜箸で摑んだ卵焼きを差し出してくる。もちろん俺の口元に。

　こ、これは……。

　結婚前、風邪かぜをひいて夕食を食べさせてもらった時以来の「あーん」である。

　二回目でもやっぱりめちゃくちゃ恥ずかしい。

　でも……嫌いやじゃない。

　ていうか、うれしい。

　初めての時にはそんなふうに思う余裕なんてなかったのに。

　あの時とは違って今の俺には、りこのあーんを断るという選択肢なんてなかった。

「……いただきます」

　恥ずかしさで沸騰ふっとうしそうになりながらも口を開ける。

「──ん。……うま……っ」

　柔やわらかくてどこか懐なつかしい味をした卵焼きは、感動するほど美味しかった。

「本当に美味しい。これ、このまま全部食べちゃいたいぐらいだよ」

　俺の言葉を聞いて、りこが安心したように表情を崩くずした。それがまためちゃくちゃかわいい。

　一緒に料理をすると、こんな特典までついてくるんだな……。

　味見をさせてもらう喜び。りこの笑顔。狭せまいキッチンで、ふたりきりで調理を行うことの特別感。

　今まで全然関心が持てなくて、料理なんてめんどくさいだけだと思ってきたのに。りこと一緒だとこれほど楽しいのか。

　ほとんど毎日バイトを入れているせいで、りこが料理する時間に俺が家にいることは稀まれだが、また機会があったら彼女の手伝いをしたい。

　調子に乗ってはいけないとわかっているのに、俺の中には、りことの新婚ごっこを楽しみたいという感情が少しずつ芽生めばえはじめていた。
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　りこが作ってくれたおかずやおにぎりは、おしゃれなランチボックスに詰つめられたあと俺おれのリュックにしまわれ、今は俺が慎重しんちょうに運んでいる。

　俺たちは予定どおりチャーターバスで学校を出発し、横浜駅よこはまえきのロータリー前で降ろされた。

　そしてこれから、班行動を開始するところだ。

「いよーし！　出発！　──で、何線だっけ？」

　威勢いせいよく歩き出したわりに、行き先を全然わかっていないらしい麻倉あさくらがこちらを振り返る。

　澤さわは遠足のしおりなんて当然手にしていないし、会計係のりこは今、四人分の切符きっぷを買いに行ってくれている。

　俺が答える感じか……。

「まずはみなとみらい線に乗って、日本大通にほんおおどおり駅えきまで移動」

「へー！　そこまで何駅あるの？」

「横浜、みなとみらい、馬車道、で……日本大通り駅」

　コミュ力の低い俺は、聞かれことに対して、単語で答えることしかできない。

「おお、なるほどー。てか幼馴染おさななじみ君、どゆこと？　めっちゃ詳くわしくない!?」

「や、普通だと思うよ」

　しおりを見ればすぐ確認できるし、それ以前に目的地ぐらいは把握はあくしておくものじゃないのか。という返事は、心の中に留めておいた。

「えー普通じゃないっしょ。私とか超適当だから、すごいって思うもん。頼りになるんだね、幼馴染君。そういうのって、女子的に結構きゅんときちゃうんだよね」

「たっ、ただいま……！」

　耳に馴染なじんだ声を聞いて振り返ると、切符を手にしたりこが駆け寄ってくるのが見えた。

　時間には余裕があるはずなのに、走って戻ってきたのか。

　待っている俺たちに気を遣つかったのかもしれない。りこはそういう子だ。

「はい、切符！」

「ん、ありがと」

　お礼を言って、りこの配ってくれた切符を受け取る。

「湊人くん、レイちゃんと仲良しになった？」

「え!?」

　仲良し!?

「あの、楽しそうに話してたから」

「これから乗る電車のことを教えてただけだよ!?」

「きゅんってするって聞こえてきたよ……？」

「ああ、一般論でそんなこと言ってたかも」

　一瞬、りこにじっと見つめられたような気がしたけれど、多分気のせいだろう。





◇◇◇






　俺たちが乗り込んだみなとみらい線は、かなり混こんでいた。

　人の流れと混雑のどさくさに紛まぎれて、車両の奥のほうまで押し込まれていく。俺とりこは向かい合わせの体勢で、澤と麻倉は別方向へと流されてしまった。二人の姿はここからだと見えない。

　さっき降りる駅のことは伝えてあるから、はぐれることはないだろう。

「すごい混んでるね。びっくりしちゃった」

　りこの言葉に頷うなずき返す。同じ車両内にもうちの高校の制服を着た生徒の姿がちらほら見える。でも幸い会話が聞こえてしまうほどの距離ではない。

　だから、りこも安心して俺に話しかけてきたのだろう。って、同じ班で行動をしているんだし、今日は会話ぐらいしても大丈夫なのか。

　普段の俺たちは、わざと家を出る時間をずらし、別々に登校している。けれど、今日だけはりことの会話も解禁かいきんだ。

　しかもりこと電車に乗るのは、これが初めてのことだ。

　それがうれしくて、俺も潜ひそめた声で返事をした。

「本当だね。やっぱり、横浜よこはまは人が多いんだな」

「ね、湊人くん。一緒に電車に乗るのって初めてだね」

　まさか、りこも同じことを思ってくれていたなんて。

　驚いている俺の前で、りこが恥はずかしそうに瞳ひとみを細める。

「なんか新鮮だね」

「う、うん」

「今日はいつもと違って、湊人くんを知らないふりなんてしなくていいし。それがうれしいんだ、えへへ」

　俺も、と答えたらりこはどう思うだろう。返事に迷っていると──。

「きゃ……」

　電車がカーブに入ったせいで、ぐらっと車体が揺ゆれ、りこがバランスを崩くずしてしまった。

「りこ！」

　受け止めようとした俺の胸の中に、りこがポスッと倒れこんでくる。

　抱き留める形になってしまい、俺たちは二人同時に息を呑のんだ。
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「ご、ごめんね……っ」

「い、いや……」

「あ、どうしよ……。下がれない……」

　もともと窮屈だった電車の中、りこがいたスペースはあっという間に埋まってしまった。

「……もう少し、ここにいてもいい？」

　ここっていうのは、俺の腕の中のことだ。

「……りこさえ良ければ俺は、うん……」

「じゃあ、えっとお邪魔じゃまします……」

　りこが恥ずかしそうに俯うつむく。その拍子ひょうしにサラサラと髪かみが流れた。

　視界に入った白いうなじを前に、ドキッとなる。

　りこを押しつぶさないように庇かばいながら、どんどん上がっていく心拍数しんぱくすうが、りこに気づかれないようにと必死で祈った。

　もし、りこと同じ班になれていたなかったら、別の誰かが俺の代わりにここにいたのだろうか。

　それは嫌いやだな……。

　りこが班を組む相手に俺を選んでくれてよかった。

　たとえ、それが他の奴らを拒むためだったとしても構わない。

　この場所を誰かに取られるよりずっとましだ。
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　横浜よこはまの南東側、東京湾とうきょうわんに面した辺りは、幕末ばくまつの頃早くに開港したこともあり、西洋風の歴史的な建造物が多く現存している。神奈川かながわ県けんの学生たちにとっては、最もメジャーな遠足ルートの一つで、建築物愛好家などにも人気のあるエリアだと聞いた覚えがある。

　たとえば神奈川県庁けんちょう本庁舎ほんちょうしゃ、横浜税関ぜいかん本関ほんかん庁舎ちょうしゃ、横浜市開港記念会館かいこうきねんかいかんなどは、『横浜三塔さんとう』と呼ばれ、それぞれキング・クイーン・ジャックという通称つうしょうがつけられている。どの建物も西洋建築の様式が取り入れられていて、堂々どうどうとした荘厳そうごんな姿は道行く人たちの目を引いた。

　その三塔に関しては、ジャック以外中学校の遠足で足を運んだことがある。とはいえ俺おれが持っている情報なんてその程度。それぞれの建物の見所みどころや逸話いつわなんかはまったく知らない。

　俺だけじゃなくて、クラスメイトのほとんどが同じような知識レベルのはずだ。おそらく澤さわや麻倉あさくらも。

　重要な建造物も、知識のない人間にとっては、単なる古びた建物でしかない。

　だから今回の遠足でも、どうせぼんやり眺ながめて終わりだろうと予想していた。去年、遠足で行った横須賀よこすかでもそんな感じだったし。

　ところが、俺のつまらない予想をりこは見事に壊こわしてくれた。

「この建物は、一九三一年に英国えいこく領事館りょうじかんとして建てられたもので、一九八一年からは横浜開港資料館として利用されているの」

　白い壁と格子こうしの窓が印象的な西洋風の建物を見上げて、「へえ」っと声を上げる。

　敷地全体に緑が多く、建物の壁にもところどころ蔦つたが絡からまっている。建物の入り口にはクワッと口を開けたライオンの石像があって、水道として使われていた時代を思わせた。

　ここだけタイムトリップした別次元みたいで、なんとなくロマンがある。

「中庭を見て。──とっても大きいタブノキが生えているでしょう？　あの木はまだ横浜が小さな漁村だった頃から、ここに植わっていて、ペリー来航時にハイネが記した絵にも描かれているの」

　りこが大きな木を指し示しながら、そう説明してくれる。

　麻倉と澤、それから俺は同時に感嘆かんたんの声を上げた。

　ていうか、すごくないか？　俺の班だけ、めちゃくちゃかわいいガイドさんが付いてるんだよ。

「この木には不思議な逸話が残されていてね。慶応けいおう二年に起きた大火事と、関東かんとう大震災だいしんさいのときにひどい被害を受けて、二度とももう枯かれてしまうんじゃないかって思われたの。でも、そのたび奇跡的にちゃんと新芽しんめが出て、まるで不死の木であるかのように蘇よみがえったんだって」

　火事や地震で息絶えかけたとは思えないほどその木は立派で、今も青々とした葉を気持ちよさそうに揺ゆらしている。

「不死の木か。すごいな……」

　木を見上げながら、自然とそんな言葉が零こぼれ落ちた。

　驚いているのは、この木にまつわる逸話に関してだけじゃない。

「えっ、びっくりなんだけど。りこ、なんでそんなに詳しいの!?」

　今まさに俺が思っていたことを、麻倉が言葉にしてくれた。澤も麻倉の隣となりで目を見開き、うんうんと頷うなずいている。

「えへへ、実はね、調べてみたの。湊人みなとくんが私に『遠足だから仕方しかたないけど、よく知らない場所に行っても楽しめないよね』って言ったから」

「湊人、おまえそんなこと言ったの？　……てか、おまえ……自分から進んで花江はなえさんに話しかけたの？」

　澤に詰め寄られて、めちゃくちゃ慌あわてた。

　たしかに言った。でもそれは、遠足のルートが決まった日の夜に、りこと夕飯を食べながらした会話だったのだ。

　この状況はまずい。

　澤は俺が口ごもったせいで、少し不審ふしんそうな表情を浮かべた。

　まいったな……。

　りこもやってしまったと思っているらしく、小さくなって青ざめている。目が合うと、俺にだけわかるように口パクで「ごめんなさい」と伝えてきたので、俺も声に出さず「大丈夫だいじょうぶだから」と返した。

　こうなったら、りこが罪悪感を覚えないように、俺がなんとか誤魔化ごまかすしかない。

「なんだよ、澤。忘れたの？　俺、言ってたって」

「全然覚えてない……。こそこそ会話してたのかよ。裏切り者め」

「いや、会話じゃないって。ほ、ほら、いつもの感じで独ひとり言ごとっぽく呟つぶやいただけだから」

「ああ、なるほどな」

　そんなことしょっちゅうなので、澤も納得がいったのだろう。澤の顔から疑うような表情が消えてなくなったのでホッとした。

「でも、ほんとすごくない？　りこ、さすがだよー。私だったら絶対覚えらんないもん。この木が絶対生き残るマンなのめっちゃウケるし！」

「お、俺も、麻倉さんと同意見！」

「うん。俺も」

　て、それだけじゃオウム返しの澤のさらなる二番煎せんじになってしまう。

　麻倉の言うとおり、りこが覚えてきてくれたおかげで、俺はこの木や建物に対する興味を持つことができた。

「あの、調べてきてくれてありがとう。説明してくれたこと面白おもしろかった」

「……！　よかったあ」

　俺がそう言うと、りこは胸に両手を当てて、言葉の響きを嚙かみしめるように息を吸った。

　そのりこが可愛かわいすぎて、俺だけじゃなく、澤と麻倉まで顔を赤くさせた。

　わかる。わかるよ。

　ここまで尊とうとくて可愛いものは、性別を超えてときめいちゃうよな。

　その後もりこがずっとガイドさん役を務めてくれたので、俺たちは開港資料館で過ごす時間をかなり満喫まんきつすることができた。

「さあ、次はカスタムくんに会いに行こ！」

「りこ、カスタムくんって何!?」

　またも俺の抱いた疑問を麻倉が言葉にしてくれる。

「それは着いてからのお楽しみです……！」

　ここに到着するまでは麻倉について歩いている感じだったりこが、すごく楽しそうに踏み出す。そういえば資料館の中でも、足取りが弾んでいた。

　もしかして、りこ、ちょっとはしゃいでる？

　たしかに必死に勉強してきたことを認められれば、気持ちも上がるだろう。努力を褒ほめられると、人はうれしくなるものだから。

　……でもそれでこんなふうになっちゃうなんて、可愛すぎるだろ。

　それなら俺、もう絶対、どんどんりこを褒める。今決めた。

　りこのいいところなんて探さなくても山ほどあるし、またこんなりこが見られるなら、すごいなという気持ちを口にすることの恥ずかしさぐらいなんとでもなる。

　本気でそう思った。
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　昼休憩きゅうけいのお弁当べんとうタイムは、かなり騒々そうぞうしいものとなった。麻倉あさくらも澤さわもりこの作った弁当を一口食べるなり、美味おいしい美味しいと大だい絶賛ぜっさんしまくったからだ。

　俺おれの出る幕まくなんてほとんどない。

　俺だって心底しんそこ美味しいと思ってるのに。

　澤たちぐらい主張したほうが、りこに気持ちが伝わるのだろうか。

　でもりこはさっきから赤い顔で、「恥はずかしいからもうその辺で……！　……下心したごころがあって作ったから、申し訳ないよお……」と嘆なげいている。

　どうやらほどほどの喜び方のほうが、りこ的にはいいようだ。よかった。

　とはいえ、下心ってどういう意味だろう？





◇◇◇






　山下公園やましたこうえんで弁当を食べた後は、中華街ちゅうかがいに向かった。

　来た道を戻ることになるけれど、「おやつに肉まんが食べたい！」と言い張った麻倉の意見と、腹ごなしのために歩きたいというりこの意見が採用されたからだ。

　もちろん俺たち男子に異論いろんはない。

　しばらく山下公園内の海沿うみぞいの道を歩き、それから大通りに出て、少し脇道わきみちに逸それたら中華街の門が見えてくる。

　さすが観光地。学生だけでなく、団体行動をする老人グループや、女子旅中の女性陣、デート中の恋人同士などでメインストリートはかなり賑にぎわっている。

　りこに案内されて俺たちが向かったのは、横濱よこはま媽祖廟まそびょうだ。

　八角形の廊堂びょうどうは極彩色ごくさいしき豊かで、見応えがある。廊堂の天辺てっぺんからずらりと吊つり下げられた赤提灯あかちょうちんと相俟あいまって、すごく中国ちゅうごくらしい。

　日本にいるのに、異国に紛れ込んでしまったかのような感覚を味わえるのが面白い。

「ここは二〇〇六年に開廟かいびょうしたばかりなんだけど、恋愛成就じょうじゅの御利益ごりやくがあるって、たちまち有名になったパワースポットなんだ」

「りこ、それほんと!?　真剣しんけんに拝おがんでいかないと！」

　麻倉はそう言って、腕うでまくりをした。

　女子って本当に縁結えんむすびとか好きだよなぁ。

　麻倉とりこは楽しそうに笑い合いながら、廊堂への道を進んでいく。俺と澤もそのあとに続いた。

　俺たち以外にもうちの高校の生徒が来ていて、どこのグループもはしゃぐ女子たちと所在しょざい無なさげな男子たちという構図は同じだった。

　周囲の参拝客さんぱいきゃくに倣ならって、俺たちも一応線香せんこうを買い求め奉納ほうのうすることにした。

「この煙けむりにも御利益があるんだって」

「じゃあ浴びまくる！　ほら、りこ私に煙かけて。そうそう！　……ごほっごほっ」

「わっ、レイちゃん、大丈夫!?」

「全然！　むせるくらい浴びないと効果ないかもだし！」

　麻倉は「高三だからって受験勉強ばっかりやってらんないし、私は隙すきさえあれば恋がしたいのよ！」などと喚わめいている。

　りこも麻倉と同じで、恋愛に強い関心を持っているのだろうか。

　どこかの誰かとの恋愛成就を、りこが神様に頼むのかと考えたら気持ちが沈しずんでしまった。

　俺にそんなことを思う権利なんてないけど……。

　線香を奉納したあと、両手を合わせて熱心に願掛けをしているりこを見て、俺はますます気落ちした。

　もしかしたら、もうすでにりこには好きな相手がいるのかもしれない。

「見て！　お守り売ってるー！　きゃー！　かわわぁ！　良縁りょうえんセットだってー！　私これ買う！　あ、みんなも買ったらー？」

「は、はひっ」

　麻倉のあんまり心のこもってない提案に対して、澤が勢いよく返事をしている。

　麻倉は澤の返しなんて全然聞いていなくて、「おみくじもあるー！」と駆けて行ってしまった。健気けなげにも、澤は麻倉の相槌あいづち役やくとして、彼女の後を追っていった。

　俺と二人の時の澤は、どちらかというと傍若ぼうじゃく無人ぶじんなキャラなのにな。

　まあ、同性に接するのと異性に接するのとで、同じ態度を取れる人間もそうはいないだろう。

　それにしても良縁セットとは……。

　お守り、赤い糸、祈願カード、り、良縁ぱうだー？

　俺が首を傾かしげていると、隣となりでりこがふふっと笑った。

「ピンク色でかわいいねえ。私も買っていこうかな。湊人みなとくんは？」

「あー……俺は……」

　さっき気が滅入めいった想いを引きずっているせいで、神頼みをする気には到底とうていなれなかった。

　だいたい俺は自分の想いが恋愛なのかどうかもわかっていないのだ。

　そんなあやふやな想いで願ったって、神様が聞き入れてくれるわけがない。

　りこが「男女お揃そろいのもあるよ」と言うのと、俺が「俺はやめとくよ」と言うタイミングは、ほとんど同時だった。

「あ、か、買わないか。そかそか」

　あれ。りこ、なんだか悲しそうじゃないか？

「……」

　うわっ。明らかにしょんぼりしている……！

　もしかして、俺が気乗りしない態度を取ったせいで、この目的地を選んだ自分の責任だって思わせちゃったのか!?

　とにかく楽しんでる感じを出さないと……！

「あのさ、りこ！　やっぱりせっかくだし、健康祈願のほうを買っていこうかな……！」

「えっ。健康祈願？」

「そっちは御利益あんまりないかな」

「ううん！　大丈夫だいじょうぶだと思う！」

「あ、健康祈願も青赤二色あるのか」

　まあ、ここは青かな。

　そう思って青色のお守りを手に取る。

「……私も同じの買ってもいい？」

「俺は全然いいけど、でも、りこは恋愛成就のほうがよかったんじゃないのか？」

「ううん！　私も健康を祈願したかったの！　すっごく……っ」

「え？　どこか体調悪いの？　大丈夫？」

「大丈夫……！」

　問題ないならいいけど……。

　りこはやけにそわそわした態度で、俺と色違いのお守りを手に取り、会計をすませた。俺も同じように購入する。

「お守り買えて良かった。すごくうれしい！　遠足っていいね……！」

「うん？　そうだね」

　りこってば、そんなに健康祈願のお守りが欲しかったのか。

　遠足に対する意見には同感だ。りことこんなふうな時間を過ごすのなんて初めての経験だし、今日は楽しい思い出がいっぱいできた。

　今だってそうだ。お守りの入った袋を胸に当てて、うれしそうにニコニコしているりこ。

　こんな笑顔が見られたのも遠足のおかげじゃないか。

　気になってる女の子と一緒だと、どうってことなかった時間が、こうも特別なものになるんだ……。

　さっきまで、りこには好きな人がいるんじゃないかと気落ちしていたのに、微笑ほほえみかけられただけであっさり幸せになれるんだから、俺も単純だ。

　とはいえ今日という日を楽しい気持ちで終えられそうで良かった。
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　遠足が終わると、また日常が戻ってきた。

　でも今までとはちょっと違う。

　たとえば、りこと廊下ろうかですれ違ったとき、りこは恥はずかしそうに手を振ってくるようになった。教室内で目が合ったときには、にこっと微笑ほほえみかけてくれるようにもなった。

　さすがに休み時間に雑談ざつだんしたり、一緒に登下校をしたりなんてことはないけれど、俺おれはそのささやかな接点だけで十分幸せだった。

　りこがどう思ってるかはわからない。
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　その日の夜のこと。

　リビングのソファーで映画を見ていた俺は、深夜零れい時を越えたあたりからうとうとしはじめた。もうこうなると、寝室に移動するのも面倒めんどうくさい。

　グズグズしているうちに、段々記憶が飛びはじめた。

　これは寝落ち確定コースだ。

　そう思った直後、何かがそっともたれかかってきた。

　左腕うでにあたる柔やわらかい物体。

　この感触を俺は知っている。雷雨らいうの夜、りこがベッドに潜り込んできたときに教えられた彼女の柔らかさだ。

　もしかしてソファーで寝ている俺を見つけたりこが、寄り添ってきてくれたのか？

　──って、そんな事態、現実で起こりえるわけない。

　それで俺は、自分が夢の世界にいることに気づいた。

　どうせ夢なら、目を開けて隣となりにいる存在を確認してみようか？

　でも、その行動がきっかけで目覚めてしまったら嫌いやだな。

　ここまで幸せな夢、そうそう見られるもんじゃないから、まだ起きたくはない。

　俺が夢にしがみついていると、寄り添ってくるりこが囁ささやくような声で言った。

『……ねえ、湊人みなとくん。……寝ちゃってるよね？』

「……」

『……勝手にくっついたりしてごめんね。ほんとはね、起きてるときもこうしたいんだ』

「……」

『だめだね、私。……結婚してもらえて、お嫁よめさんになれて、一緒いっしょに暮らせて……。噓うその関係でも、傍そばにいられれば十分だったはずなのに。どんどん欲張りになっていくの……』

「……」

『学校でももっと湊人くんと話せたらいいのになあ……。それに何より……私の気持ち、伝えたい……。そんなことしたら湊人くんが離れていっちゃうって、わかってるのに。馬鹿ばかだよね……』

　俺に都合の良い言葉だけを並べて、俺を心底幸せな気持ちにしてくれるりこ。

　ああ、くそ。本気でこの夢から覚めたくない！

　そんな強い感情を抱いたせいか、思いっきり体に力が入ってしまった。途端とたんに、隣のりこが身を引く。

　あ、待って。いかないでくれ。

　そう思っても、もう遅い。

　ぬくもりは俺の隣からすっと消えて、甘く優しい言葉も聞こえなくなった。

　完全に覚醒かくせいする直前、俺の耳に届いたのは、逃げるように遠ざかっていく足音。

　バッと目を開けた俺は、一人きりのリビングを見回した。つけっぱなしのテレビの中では、映画のエンドロールが流れている。

　その時、遠くのほうから、部屋の扉とびらが閉まる音がした。

　りこ……？

「え。今の夢だったんだよな……？」

　廊下ろうかへ続く扉を見つめながら、茫然ぼうぜんと呟つぶやく。

　当たり前だ。現実のりこがあんなことを言うはずがない。

　わかっているのに、期待してしまう。図々ずうずうしい願望と現実を知れという声が、自分の頭の中で言い争いをしている。

　俺はしばらくの間、扉を見つめたまま動けなかった。
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　翌朝になっても、心の中のもやもやした気持ちは居座いすわり続けていた。

　あれは夢だったのか、それとも──。

　りこに尋たずねれば、答えはすぐにわかるのに、どうして訊きけないんだろう。

　別に夢だったと知ったところで、傷きずつくことはないはずだ。今だって九十九パーセント以上そう思ってるんだから。

　じゃあ、万が一、現実だったら……？

　……そ、そんなの、そんな……そんな……!?

　……だ、だめだ……。

　りこが俺を好きかもしれないという状況がまったく想像できないのと、わけのわからない興奮とで、脳のうが思考停止してしまった。昨日きのうの出来事が夢じゃなかった可能性について考えるのは、俺にとってハードルが高すぎるのだ。

　もうこのまま、「いい夢だったな、うん」ってことで終わらせるか。

　今までの俺なら間違いなくその選択肢を選んでいた。

　だって、そうすれば、九十九パーセント以上否定する想いの中、微かすかに混ざっている希望を守っていける。時々、夢じゃなかった可能性について思いを馳はせて、一人で幸福な気持ちになることだってできる。

　……意気地なしの俺には、そのほうが向いてるってわかっている。いや、わかっていたはずなのに。

「──湊人くん？　なんだか今日、ぼんやりしてる？」

　歯を磨みがくため、並んで立った洗面所の前。りこが鏡かがみ越ごしに尋ねてくる。

　俺も鏡の中のりこを見つめ返した。そして──。

「りこ、昨日の夜中、寝てる俺の隣にきた？」

　気づいたら、口が勝手に動いていた。
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　昨日の夜中の出来事は、夢か現実か。

　俺おれに尋たずねられたりこは、一瞬いっしゅん瞳ひとみを揺ゆらしてから、絞しぼり出すような声で質問を返してきた。

「な、なんで……？」

「え」

　まさか、「なんで」なんていう切り返しをされるとは思っていなかったから、俺は怯ひるんだ。

　今の質問、どう考えてもイエスかノーかの二択にたくだったよな……？

　まさか、「りこがくっついてくる夢を見たんだけれど、もしかしてそれって現実だったのかな」──なんて言えるわけがなかった。

　そんな夢を見てる時点で、りこに好意を抱いていることがバレバレだし。

　りこからしたら「夢の中の私に変なことさせないで！」という気持ちになるかもしれない。

　馬鹿ばかだな、俺。これは軽々しく聞いていい質問なんかじゃなかったのだ。

　自分がりこに向かって抱いだいている想いを、彼女に打ち明けるための覚悟かくごなんて微塵みじんもできていないくせに、りこから特別に想われていたいと期待し、それを確認しようとするなんて図々しすぎた。

　そもそも俺はりこが好きなのか。

　澤さわがりこに憧あこがれる気持ちと、俺の気持ちが別物なのかどうかさえ、今の俺にはわからない。

　……どう考えても、りこの気持ちを探るより、自分の感情と向き合うほうが先だよな……。

　つくづく恋愛素人しろうとな自分にため息がこぼれる。

「やっぱり、なんでもない。忘れて」

「……ほんとに忘れたほうがいい？」

「あ、う、うん。変なこと言ってごめん」

　惨みじめな気持ちでそう謝ると、りこは物言いたげに俺を見つめた後、「……そっか」と言って背を向けた。

　──この数日後、俺は激しく感情を揺ゆさぶられ、自分の気持ちを自覚することとなる。
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　きっかけは、一枚のメモだった。

　その日の休み時間、普段どおり自分の席で映画雑誌を眺ながめていると、クラスメイトの広瀬ひろせ光輝こうきが話しかけてきた。

「新山にいやま、ちょっといい？」

　ぎょっとしながら視線を上げる。

　アッシュ系に染めた髪かみを今風にワックスで固めている広瀬は、軽音楽部の爽さわやかイケメンで、学園ヒエラルキーの頂点にいるタイプの生徒だ。

　今まで一度だって個人的に口を利きいたことなんてない。その広瀬が一体なんの用だというのか。

「これ、おまえから花江はなえさんに渡してもらえない？」

　差し出された紙を見下ろし、首を傾かしげる。

「……なんで俺？」

「だって花江さんと幼馴染おさななじみなんだろ？」

　そうだ。そういう設定だった。……だとしても、やっぱりなぜ俺に頼んできたのか謎だ。

「麻倉あさくらさんとかに頼んだほうがいいんじゃない？」

「いやーそれが麻倉には門前もんぜん払ばらいにされるんだよ。『告白ぐらい、本人に直接言って』ってさ」

　なんとも麻倉らしい対応だと頷うなずく。

　って、この紙、そういう内容のことが書かれているのか。

　だったら、受け取りたくないな……。

「麻倉の言うとおり、花江さんに直接渡したら？」

「俺だって本当はそうしたいよ。だけど、花江さんって男子が話しかけると、めちゃくちゃ警戒するし。二人で話したいっていうと絶対断るって有名だから」

「ああ……」

　俺もその話は聞いたことがあった。

　入学以来、数えきれないほど呼び出しを受け、告白されてきたりこが、そういう態度を取るようになったのも致いたし方かたないと思う。

「とにかくこれ、よろしくな！」

「わ、ちょ、え!?」

　強引に押し付けられてしまった。

「はぁ……」

　受け取ってしまった以上、りこに渡すしかないけれど、気が滅入めいる。

　今までりこはどんなイケメンが相手でも、告白を一刀いっとう両断りょうだんで断りまくってきた。

　だからって今回も、そうなる保証なんてどこにもない。
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　普段はバイトが終わったら、りこが待つ家へ逸はやる気持ちで向かうのに、今日は預かったメモのせいで足が鉛なまりになったんじゃないかってぐらい重かった。

　しかも、よっぽど死にそうな顔をしていたのか、出迎でむかえてくれたりこに開口一番、大丈夫だいじょうぶかと聞かれてしまった。

「どうしたの、湊人くん!?　何かあった……？」

「や、平気」

　先延さきのばしにしたって、胸の苦しみと戦い続ける時間が増えるだけだ。

　俺は深く息を吸ってから、制服の胸ポケットにしまっておいた紙を取り出した。

「りこ、これ」

「……？」

　りこは不思議そうに差し出された紙を受け取り、その場で開いた。直後、彼女の顔が真まっ赤かに染まり、動揺どうようした涙目なみだめで俺を見上げてきた。

　な、何この反応。まさか……りこ、広瀬のこと好きだったのか……？

「こ、これ……湊人みなとくん……ほんと……？」

「……ああ、うん。休み時間にちゃんと本人から受け取ったから」

「えっ。本人って誰のこと？」

「え？　広瀬だけど……」

　まさかあいつ、メモに自分の名前を書かなかったのか？

　俺が改めて、休み時間にあったことを話すと、りこは声にならない声をあげて、その場にしゃがみ込んでしまった。

「りこ、どうした!?」


「ううっ、ひどい……。いっきに天国から地獄じごくに落とされた気分だよぉ…………」



「……？　どういう意味？」

「な、なんでもないです……！　……湊人くん、これは受け取れないので、お返ししてください」

　広瀬はフラれた。申し訳ないけれど、俺はガッツポーズをしそうになったほどうれしかった。

「わかった。明日返しとく。──ねえ、りこ、なんで誰の告白も断り続けてるの？」

　それは単純な疑問だった。

　まさかまた自分が考え無しに口にした問いが、予想外の方向で己おのれの首を絞しめにくるなんて、このときの俺は微塵みじんも想像していなかった。

　りこはなぜかちょっぴり不機嫌ふきげんそうな顔でむすっとしてから、上目うわめ遣づかいに俺を睨にらんで言った。

「……私……好きな人、いるの……っ」

「す、好きな人……？」

「うん……。ずっと前から私の心にはその人しかいないんだ。湊人くん、覚えてる？　幼稚園生のときに、一人ぼっちだった私を救ってくれた男の子のこと」

　俺は無言で頷き返した。

　りこがしてくれた話を忘れるわけがない。

　その男の子というのは、まだ俺たちが一緒に暮らしはじめる前、りこが聞かせてくれた幼少時の思い出話に登場した彼女のヒーローのことだ。

「まさかその子のことを好きなの？　でも幼稚園の時の話だよね？　あっ、幼馴染ってやつ？」

　そんなマンガやラノベみたいな関係性が現実に存在するのかと思いながら尋ねると、りこはふふっと笑って否定した。

「私は幼稚園を卒業するのと同時に、また父の仕事で海外に引っ越すことになったから、それきりその男の子とは会えなかったの。でもね、中学生になって日本に戻ってきた後で再会できたんだ。──彼はちっとも変わらなくて、子供の頃と同じようにすごく優しかった。少しはにかんだように笑うところを見たとき、胸がきゅんってなって……『あ、私、五歳の頃からずっとこの人のことが好きだったんだあ』って。そんなふうに自分の想いに気づいたの」

「……そ、そうだったんだ」

　ショックなのを隠すのに必死で、引きつり笑いを浮かべるのがやっとだ。

　浅ましいことに俺は、りこの好きな相手が自分だったりしないかなどと思った。でも、その希望は一瞬で潰えた。




　──りこが『ずっと前から』好きな相手は、俺ではない──。




　それに気づくのと同時に、暴力的な苦痛が襲ってきた。

「……っ」

　なんだこれ……。

　人生で初めて味わう、衝撃的な胸の痛み。

　血の気が引いていって、地面の感覚がなくなる。

　まさか、目の前の女の子に、好きな人がいるとわかっただけで、こんなにもダメージを受けるなんて……。

　さすがに俺だってわかった。

　りこに向け続けてきた想い、これは紛まぎれもなく恋だ。

　失恋の痛みでそれを自覚するっていうのが、いかにも恋愛初心者って感じだ。

　そこからのことは、ほとんど覚えてない。

　確か、ごにょごにょとよくわからない言葉を並べて、戸惑とまどっているりこを残し、自分の部屋に飛びこんだはずだ。

　とにかくこの時の俺は、記憶があやふやになるぐらいのショックを受けていたのだった。
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　それから数日、俺はりこの顔をまともに見れていない。

　話しかけられたら普通に会話をするけれど、前みたいにりこのほうを向けないし、そのせいで食後すぐ自室に逃げ込むことが多くなった。

　そして、今晩も同じように自室で暇ひまを潰つぶしていたのだけれど──。

「死ぬほど退屈たいくつだな」

　前は一人の生活が普通だったのに。りこと過ごす楽しさを知ってしまったせいで、どうしようもなく時間を持て余してしまう。

「はぁ……。コンビニでも行くか」

　独ひとり言ごとを呟つぶやき、立ち上がる。

　廊下ろうかに出た瞬間、見計らったかのようなタイミングで向かいの部屋の扉とびらが開いた。

「湊人くん」

　思わずビクッとなる。

　扉の隙間すきまから顔だけを覗のぞかせたりこは、迷うように黙だまり込んだ後、声を震わせながら言った。

「私のこと避さけてるよね……？」

「や！　そ、そそそんなことないよ……!?」

「……うそ」

　大きな目を潤うるませ、りこが俺を非難するように睨にらむ。

　そんな顔も可愛かわいいなんてずるい。

　しかもこれだけ俺を魅了みりょうするくせに、他の誰かのことを好きだなんてひどい。

　ううっ。む、胸が痛い……っ。涙目になりそう。

「湊人くん、私──」

「ちょっとコンビニ行ってくるから……！」

「あっ……」

　ごめん、りこ。俺はまだ、平気な顔をしてりこと話せる状態じゃない。

　情けないことは百も承知で、俺は彼女の横をすり抜け、逃げ出した。
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　──かれこれ一時間。

　帰るに帰れなくなってしまった俺は、コンビニで立ち読みをしながら時間を潰している。

　でも、朝までこうしてるわけにもいかないよな……。

　何度目かわからないため息をついて、雑誌を置く。

　それから必要以上に時間をかけて、とぼとぼと家に帰った。

　エレベーターの中で、また重いため息が出た。

　静かに玄関げんかんの扉を開けて、りこに気づかれないように、こっそり自分の部屋に入ってしまおう。

　細心の注意を払い、音を立てずに鍵かぎをさして、慎重しんちょうに扉を開く。ところが──。

「りこ……!?」

　玄関には膝ひざを抱えて座ったりこの姿があった。

「おかえりなさい……。湊人くんが帰ってくるのを待ってたの」

「まさか、ずっと……!?」

　りこがこくりと頷うなずく。

　まるで飼い主の帰りを、何時間でも待ち続ける忠犬ちゅうけんみたいな行動に、俺は思いっきり動揺した。

　そうまでして俺と話したかったってことか？

　俺がりこを避けているのが、そんなに嫌だったのだろうか。

　……いや、でも、そうだよな。一つ屋根の下で暮らしているんだ。その相手にわけもわからないまま避けられていたら、気を遣うに決まっている。

　俺はそんなことにも気づかず、自分が傷きずつきたくない一心で、身勝手な行動を取っていたのだ。

　馬鹿すぎる……。

　りこに好きな人がいたって、いなくたって関係ない。

　こんなデリカシーのない人間、好きになってもらえるわけがなかった。

「ごめん……」

　いろんなことへの申し訳なさを含めてりこに謝ると、りこはゆっくり立ち上がった。そのまま俺の前まで近づいてくる。

　俺は無意識にごくりと喉のどを鳴らした。

　りこは悲しんでいるような顔をしている。

「湊人くん、私の話聞いてくれる……？」

「う、うん」

　りこの言葉を待ちながら、ぐっと両手を握り締める。

　何言われるんだろ……。

　正直、めちゃくちゃ怖こわい。俺のクソみたいな態度について怒られるのかも。

「湊人くんはまだ女の子のこと苦手にがて？」

「え」

　なんでりこがそのことを知ってるんだ？　俺の態度に滲にじんでいたのかな。

　りこ以外の女子とはほとんど話せないし、プリントの受け取りだけでも挙動きょどう不審ふしんになってしまう俺だ。

　りことまともに会話できるようになったのも、最近のことだし。しかもちょっと動揺するだけで、すぐどもってしまう有様だ。

　俺は自分の弱さを情けなく思いながら、りこに頷うなずき返した。

「私のことも苦手？」

　さっき以上にびっくりして、目を見開く。

　りこを苦手かって……。

　……最初は、そうだった。はっきり言って、こんな美少女と向き合ってるだけでプレッシャーで、他のどんな女子より緊張する存在だった。

　でも、今は……。りこの優しさに触れて、可愛らしさを知って、憧れ、いつの間にか好きになってしまって……。

　他の誰にもできないぐらい、俺の心を傷つけてくる存在となった今は──。

「……違う」

　好きで、だからこそ怖くて、その相反あいはんする感情を含めて、誰よりも特別な女の子。

　そんなりこのことを、その他大勢の女子たちと同じ「苦手」という枠わくに入れておけるわけがない。

「りこは他の子とは違う！」

　自分でもびっくりするぐらい強い声が、内側から溢あふれ出てきた。

　それまでただ悲しげな顔をしていたりこが、口元に手の甲を当てて、くしゃりと表情を崩くずした。

「それなら、私……もう気持ちを抑おさえない……！」

「気持ちを抑えるって……？」

　りこは首を横に振ってから、ゆっくりと手を伸ばしてきた。わけがわからなくて棒立ぼうだちになっている俺の服の裾すそを、りこの両手がきゅっと摑つかむ。

「湊人くん、私がすること、嫌だと思ったら言ってね。そしたら私、指摘されたことはしない」

「うん？」

「何もしないでいても、今回みたいに離れていきそうになることがあるってわかったから……。気持ちを伝えるのは許されないとしても、ただ我慢がまんしてるだけなのはやめたいの」

「ま、待って。りこ。何言ってるのかわからなくて……」

　りこは一体、何の話をしてるんだ？　今回みたいなっていうのは、俺がりこを避けて、りこに気まずい思いをさせたってことだよな。そこはわかる。

　ただ、他の部分が謎過ぎて、まるで難解な暗号を聞いているかのような気になった。

　りこはオロオロしている俺を見て、ふふっと苦笑した。

「そういうところ、ほんと湊人くんだよね……。……そこが……──きなんだけど」

「え……え……？」

「湊人くんにわかっていてほしいのは、私のすることで嫌なことがあったら教えてっていうところなのです。そこはいいですか？」

　りこがすることで嫌なことなんてないと思うけれど……。

　真剣な顔で俺の答えを待っているので、「わかった」と返したら、りこは「絶対だよ？」と言って、ようやくいつもの笑顔を見せてくれた。

　……この笑顔が消えてしまったのって、俺がりこを避けたりしたせいなんだよな。

　そう思ったら、改めて自分の馬鹿さ加減が身に染みて、消えてしまいたくなった。

　もうあんなこと二度としない。

　たとえ俺がりこへの片思いで、この先、どれだけ傷つくことがあっても──。

　りこを苦しめるのだけは絶対にだめだ。
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　最近、りこがやけに誘ってくれるようになった。夕飯を食べた後のんびりする時間だとか、バイトが休みの日とか。

「湊人みなとくん、何か予定ある？　もし時間があったら、私と一緒いっしょに過ごして欲しいなぁ」

　遠慮えんりょがちにそんなことを言われたら、どんな予定だってキャンセルしてりこに付き合うに決まっている。

　って別に俺にはたいした予定なんてないんだけど。

　そして今日もまた──。

「湊人くん、今日お休みなの？」

「うん。日曜日にバイトが休みなのって久々ひさびさかも」

「なにして過ごすの？」

「んー」

　平日のバイト後はだいたい映画を見ているから、たまにはゲームでもしようかな。

　そう伝えたら、なんとりこが一緒いっしょにやりたいと言い出した。

　うちには家庭用ゲーム機と、それと連動している携帯ゲーム機があるから、ふたりでプレイできないことはない。

「でもどうだろ。ひたすら狩りをするようなゲームだし、りこが楽しめるかな」

「上手じょうずにできるかわかんないけど、湊人くんが一緒に遊んでくれるなら、絶対楽しいよ」

　なんてプレッシャーをかけてくるんだ……！

　これは絶対、りこを楽しませなくてはならない。

　朝食を食べ終えた俺たちは、さっそくリビングのソファーに並んで座り、ゲームをはじめた。

　テレビの前のローテーブルの上には、りこが用意してくれたジンジャーエールとスナック菓子が並んでいる。いつかの会話の中で俺がポロっと「ジンジャーエールが炭酸たんさんの中で一番好きなんだ」と言って以来、うちの冷蔵庫にはそのペットボトルが常備されるようになった。

　りこの尽つくし癖ぐせは、こういう些細ささいなところまで完璧に行き届いていた。

　もちろん、りこのことを好きになったのは、尽くしてくれるからなわけじゃない。

　だけど、なんでもない会話の中から、俺が喜ぶことを見つけてくれて、何も言わずそれを形にしてくれる気配り上手なところを、俺は心から尊とうとく感じていた。

　だって、そんなのもはや女神だろ……。

「湊人くん？　ぼーっとしてどうしたの？」

「あ！　な、なんでもない！　──まずはキャラメイクだね」

　好きな子と、休みの日にゲームをして過ごす。その特別さについては、あえて考えないようにした。意識したら、途端とたんにへまばかりしそうだからだ。

　とにかくりこが俺とゲームしたことを後悔こうかいしないように、精一杯せいいっぱいがんばろう。

　俺は、キャラメイクから戦い方まで、一生懸命いっしょうけんめいりこに教えていった。

　そして一通り準備が整ったところで、ふたりでフィールドへ出た。りこはゲームに不慣ふなれなこともあり、動きがぎこちないんだけれど、そういうところがまた愛いとしい。

　だからだろうか。普段、自キャラが攻撃されようがなんとも思わないのに、りこのキャラクターだと話は別だった。

　りこが追いかけられているだけで、敵に対してふざけんなという気持ちになるし、何が何でも死なせてたまるかという想いが自然と湧わいてきた。

　絶対に。りこは俺が守る。

「すごい！　湊人くん、どうしてそんなに強いの!?」

「はは。ただ慣なれてるだけだよ」

「そんなことないと思うな。私には絶対できないもん。ほんとにすごいよ。強さの秘訣ひけつとかってあるの？」

「どうだろ……。今はとにかくりこを守りたい一心で、立ち回ってただけだしな」

「守りたいって……。……待って。いきなりそんなこと言うの、ずるい。心臓しんぞうに悪すぎる……」

「え？」

　りこは抱え込んだクッションに顔を埋めて、もだもだしている。

　えっ、えっ？

「……はぁ。ときめき死するかと思ったよぉ」

　りこの声はくぐもっていて、内容までは聞き取れなかった。

　なぜ彼女がクッションをぎゅっとしてバタバタしているのかはわからない。

　ただ、とにかくその動きがかわいくて仕方しかたない。

「湊人くんは、攻撃力が高すぎるんです……」

　まだ枕まくらを両手で抱いたまま、りこが上目遣いで俺を見る。

「攻撃力はほら、プレイ時間が多い分、装備を固めてるから」

「……天然くんめ」

「天然？」

　俺、何か変なこと言ったっけ？

　思い当たる節ふしがないものの、りこのかわいさにやられて深く考えられない。

　……だめだ。とんでもなく幸せだ。

　気づけば俺は、りこに好きな人がいることも忘れて、心の底からこの時間を楽しんでいた。

　でも、待てよ。……そうか、そうだな。

　俺が気にしようが、しなかろうが、りこに好きな人がいるという事実は変わらない。

　だったらそのことを意識して、死んだ気持ちになって過ごすより、いっそのこと今のように頭の中から追い出してしまって、りことの時間を楽しんだほうが得なんじゃないだろうか？

　マイナス思考の俺らしくもない考え方だけれど、染みついた思考を強引に捻ねじ曲げてしまうぐらい、今日りこが与えてくれた時間は素晴すばらしすぎた。

「ねえ、湊人くん。この防具のえっと、材料じゃなくて……」

「素材？」

「そうそう！　素材はどの子が落とすの？」

「『極龍ごくりゅうの主核しゅかく』かあ。それはかなり難しい強ボスのクエで、俺がパーティーリーダーになれば連れていけるんだけど」

「私が一緒だと難しい？」

「んー」

　りこの言うとおりなのだけれど。……強ボスか。

　今日始めたばかりのりこと、最近サボり気味ぎみだった俺だとかなり厳きびしい戦いになるのは明白だ。運にかなり左右されるし、奇跡を願うような感じになるだろう。

　だけど、もしそんな奇跡が起きたのなら……。

　──俺はこれから先、りこと過ごす時間を素直に楽しむことにする！

「よし、りこ、挑んでみよう」

「うん！　足手まといになっちゃうかもだけど、精一杯がんばるね！」

　俺も全力でりこの守護者となろう。それだけじゃなく、できることなら敵だってちゃんと倒して、りこに爽快感そうかいかんも味わわせてあげたい。

　よし！

　俺はぐっと歯を食いしばると、コントローラーを握り直した。
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　──そして四十五分後。

　死闘しとうの末、俺たちは勝ってしまった。奇跡が起きてしまったのだ。

　……こうなったらもう、潔いさぎよく腹はらを括くくるしかない。

　たとえりこが俺を好きじゃなくても、俺はりこといられるだけで幸せなんだから、そのささやかな喜びを自分自身の手で潰つぶすのはやめよう。

　そうだ。俺は今の状況を精一杯楽しんでやる。

　いいか、りこが好きなヤツ。どこの誰だか知らないけど、おまえの代わりに今俺はりこの隣となりにいて、彼女のとびきり可愛い笑顔を独り占めしてるぞ……！
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　ある日の夕食後、りこがうれしそうにオセロの箱はこを取り出してきた。

「湊人みなとくん、お願いがあるの」

「うん、いいよ」

「えっ。ま、まだ内容言ってないよ？」

「……！　そ、そうだね。間違えた」

「あはは、湊人くんってば面白おもしろい」

　りこのお願いってだけで断る理由がなかったんだけど、さすがに先走り過ぎた。

「それでお願いって？」

「うん、よかったら、罰ばつゲームを賭かけて、私とオセロで勝負してくれませんか？　それで、もし私が勝ったら、そのぉ……湊人くんに五つの質問をする権利をください」

　俺への質問……？

「なんで俺のことなんて知りたいの？」

　不思議に思って尋たずねたら、急にりこがそわそわしはじめた。

「あっ、そ、それはえっと……そう！　湊人くんのことをよく知ってるほうが、普段の家事もやり易やすいから！」

「そういうものなの？」

「うん、そういうもの！　湊人くんの好物とか、湊人くんの好きな映画とか、湊人くんの好きな教科とか、湊人くんの好きなゲームとか、湊人くんの好きなアニメとか、湊人くんの好きなお店とか、湊人くんの好きな国とか、湊人くんの好きな女優さんとかは知ってるけど、それだけじゃ全然足りなくて……」

「え、りこ、そんなに俺について知ってるの……？」

　思わず聞き返すと、りこはどこか誇ほこらしげに「えへへ」と笑った。

　家事をやり易くするために、俺について調べてくれたってことか？　いや、まさかな。

　最近りことはちゃんと雑談もできるようになってきたし、何気なにげない会話の端々はしばしに俺の趣味しゅみ嗜好しこうが滲にじんでいたのかもしれない。

「それだけわかってくれてるなら、もう出涸でがらしみたいな情報しか出てこないよ」

　俺が苦笑すると、りこの頰ほおがほんの少し色づいた。

「湊人くんのそういう表情ほんとす……わぁ!?　もう、私信じられない……。つい興奮して感情が溢あふれちゃった。……さすがにこういう発言はだめだよね、うんうん」

　頰に両手を当てて、りこが一人で納得している。

　よくわからないけれど、かわいいなあ。そんなことを思いながら見守っていると、りこは咳払せきばらいをして、俺のほうに向き直った。

「そういうわけで、私と湊人くんの新情報を賭けたオセロをしてくれますか？　湊人くんが勝った時は、なんでも言うこと聞きます！」

「……っ」

　何でも言うことを聞くって……!!

　俺のクソどうでもいい情報と、りこがくれる報酬ほうしゅうの価値がまったく見合ってないが、辞退するには惜おしすぎる。

　りこをゲームで負かせるのは可哀かわいそうだが、これは本気を出して頑張がんばるしかない！

　──というわけで、いつもどおりソファーに並んで座り、二人の間にオセロの盤ばんを置いた。りこが白、俺が黒。じゃんけんで勝ったりこが先攻だ。

「やった！　それじゃあ、ま、ず、はー……ここ！」

　どうだと言わんばかりの顔で、俺を見上げてくる。

　子供のようにはしゃぐりこが愛いとしすぎる。

「ふふっ。オセロなんて何年ぶりかなあ。楽しいなあ」

「俺もずっとやってなかったな。すごい懐なつかしいよ」

「ほんと？　買ってきてよかった！」

　俺はうんうんと首を縦たてに振った。

　……って、あれ？

　りことの会話に気を取られてるうちに、盤上ばんじょうが白い石だらけになっている。

　まさか、りこ、序盤じょばんに自分の石を増やしすぎると不利になるって知らないのか？

「りこ、あの……白い石だらけだけど……」

「うん、そうなの！」

　うれしそうに全力で頷うなずくりこはたまらなくかわいい。けれど、これは自分が劣勢れっせいだと絶対にわかっていないやつだ。

　って、ああっ。そんな外側に攻めてくの!?　できるだけ内側に置いたほうがいいのに……。

「りこ、その場所は……」

「ふふ！　ちょっと攻めてみました！」

　ああっ、もうっ。得意げなのもかわいいけれど、りこそれはポンコツな攻め方だ……！

　そして決め手は──。

「よーし、次はここかな！」

「……!!」

　桜色さくらいろした爪つめが、角の隣に白い石をパチンと置いた。

　たしかに俺は角を取られないよう動いていたけれど、その作戦にまんまとハマってしまうなんて……。

　素直すなおすぎるりこに頭がくらくらしてきた。

　ピュアな妖精ようせいを、醜ひどい人間が騙だましているようなシチュエーションじゃないかこれ。

「ごめん、りこ……」

「え？　どうしたの、急に？」

　とにかくこのままじゃりこがぼろ負けしてしまう。

　もちろんりことの賭けには勝ちたいけれど、やっぱり俺にりこを負かすことなんてできない。しかもりこは、自分のよわよわっぷりにまったく気づいていなさそうだし。

　……よし。こうなったら、りこにバレないように手を抜いて、りこを勝たせるぞ。

　インチキだってなんだって関係ない。勝ったりこが喜んでる姿を想像したら、もうそれだけで俺は幸せだから。

　当初の目的を振り捨てて、俺はそれから必死に負けようとした。
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　のだけれど──。

　俺がどれだけ奮闘ふんとうしても叶かなわないほど、りこはオセロが弱すぎた。

「ま、負けてしまいました……」

　がくんと肩を落とし、項うな垂だれるりこ。の前で、俺も頭を抱えている。

　なんでこんな結末になってしまったんだ……。

　負けることが勝つことより難しいなんて知らなかった。

「そ、そうだ！　りこ、今のは練習ってことで、もう一戦しない!?」

「ふふっ。湊人くん優しいね。でも、それじゃあ賭けにならないからだめだよぉ」

　俺の魂胆こんたんはバレバレだったようだ。

「ね、また私とオセロしてくれる？」

「それはもちろん！」

「やったあ。じゃあ今回は湊人くんの勝ちってことで！」

「……わかったよ」

　これ以上やり直しを提案するのは、さすがに失礼だろう。

　それにりこは悔くやしそうではあったものの、満足げな顔をしている。

　俺とのオセロを楽しんでくれたってことかな？　だったらいいなぁ。

「それじゃあ湊人くん、私にしてほしいこと教えてください」

「……！」

　そうだ。

　俺が勝ったということは、りこに何でも願いを聞いてもらえると言うことだ。

　俺がりこにして欲しいこと……。何でもしてくれるって言ってたよな……。

　た、たとえば……手を繫つないだり、とか……？

　って、うそうそ、だめだって！

　脳内に浮かんだやましい考えを、慌てて追い払う。

　そういう触れ合いは、双方が望んだうえで行われないといけないやつだから！　お願いしてやってもらうなんて、絶対だめだっての。

　とんだセクハラ野郎になるところだったし、口にする前に気づけて本当に良かった。

「湊人くん、すごく悩んでる？　もしかして私にしてほしいことがまったくないとか……？　ううっ。私、湊人くんにとってそんな需要がないんだ」

「ち、違う！　してほしいことはあるけど、ハードルが高すぎて……！」

「ハードル？　湊人くんが望んでくれることなら、なんでもやるよぉ」

「……」

　そうだった。りこはとにかく度を越えた尽つくしたがりなのだ。

「あ、あのね、りこ……！　そういうことは言っちゃだめだ」

「どうして？」

「どうしても！」

　なんか前にもこういう話をしたことがあったな。

　これ以上りこの口から悩ましい問題発言が飛び出さないように、してほしいことを早く提案したほうが良さそうだ。

　……俺も質問に答えてもらうってのはどうかな。

　普段は勇気が出せなくて、なかなかりこ自身については尋ねられない。でも、この流れなら不自然じゃないはずだ。

「俺もりこについて質問していい？」

「もちろん！　湊人くんが私に興味を持ってくれるなんてうれしいな！」

　むしろ興味しかないから、聞きたいことは山ほどある。とはいえ、あんまりがっつくと気持ちがバレてしまいそうだ。

　ちゃんと厳選した質問をしないと。

　りこは五つの質問があると言っていたが、数が増えるほど墓穴ぼけつを掘ほりそうなので、とりあえず俺は三つにしてもらった。

「じゃあひとつめの質問してください」

「う、うん」

　俺が今りこに尋ねたいことといえば──。

　まずシンプルに、ここ最近、気になって仕方しかたない疑問が頭に浮かんできた。これこそこういう機会でもなければ聞けない内容だ。

「そのー……りこの好きな人って、どんな感じのタイプなの……？」

「湊人くん、私の好きな人のこと気になるの!?」

「えっ、あ、うん、ま、まあ。ほら、何かの時に相談に乗れるかなって思って！」

　俺が苦しい言い訳をすると、りこはどういうわけか、がっかりした顔でため息を吐いた。

「また早とちりしちゃった……」

「え？」

「ううん、好きな人のこと話すね！　えっと、えっとね？」

　りこは照れくさそうにもじもじとしたあと、両手の指先を合わせ、うっとりと宙を見上げた。

「その人はね、全部魅力的で、今まで彼みたいに素敵な人に出会ったことがないの。すごく話しやすくて、的確なアドバイスをくれる人なんだ。……あとね、目が優しくて、とってもかっこいいの。えへへ」

　……はは。俺とは真逆まぎゃくなタイプ……。

　一致いっちする要素をまったく見つけられない。

　りこは本当にうれしそうに相手の好きなところを語った。

　こんなふうにりこに想われているヤツのことが羨うらやましすぎて死にそうだ。

「……そんなに好きなら、告白しようと思わないの？」

　これが二つ目の質問。話の流れで尋ねてしまったのだけれど、おかげで自然な感じで聞くことができた。

　ところが、それまで幸せそうだったりこが、急に瞳ひとみを伏ふせてしまった。

「……もう振られてるの」

「えっ。うそ……」

　こんなかわいいりこを振るなんて、ありえないだろ。そいつバカなの……!?

　愕然がくぜんとしている俺に向かって、りこは「でもね」と続けた。

「一方的に想っているだけでも幸せなの。その人のおかげで、毎日楽しいんだ」

「……そっか」

　振られても諦あきらめられなくて、想い続けているなんて、本当に好きなんだな……。

　自分で聞いておいて、心がえぐられる。

　これ以上この話題を続けていたらメンタルがやられそうなので、最後の質問はちょっと方向性を変えることにした。

　以前、りこに家事のお礼をしたいと思ったとき、俺は彼女が望むことやしてほしいことがまったくわからなかった。だからこのチャンスにちょっとでも情報収集しておきたいのだ。

「んじゃあ最後の質問、もし俺が『なんでも言うことを聞く』って言ったら、りこは何をしてほしいって思う？」


「え……。えっ……え……っっっ!?」



　途端に真まっ赤かになったりこは、自分でもそれに気づいたのか、隠かくすように両手で顔を覆おおってしまった。

　この反応はなんだ……？

　よくわからないけれど、とにかく仕草しぐさのすべてが可愛くて、俺まで照てれくさくなってきた。

「ううっ。……恥ずかしくて言えないよ」

　そんなふうに言われたら余計気になる。

「もし教えてくれたら、それをできるかぎり叶えるよ」

「……！　ほんと……？」

「うん。俺にできることなら」

「じゃあ言う！　言います！」

　相変わらず真っ赤な顔のまま正座せいざをし直したりこが、ぐっと前のめりになる。

　変わり身の早さに思わず笑ってしまう。

　そんなに叶えてほしい願いなのか。

「言って。俺は何したらいい？」

　それに対して、りこは予想外の返事をしてきた。
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　とある土曜日の午後。今日はりこのお願いを叶えるため、ふたりで大船おおふな商店街しょうてんがいに来ている。

　数日前、「もし俺おれが『なんでも言うことを聞く』って言ったら、りこは何をしてほしいって思う？」と問いかけた俺に対して、りこがもじもじしながら告げた答え。それは──。

『私、湊人みなとくんと商店街デートがしたいな』

『えっ。商店街？』

『うん、お野菜とかお肉とかを買いに行きたいの！』

『あ、ああ。そんなの全然いいけど』

『ほんと!?』

　正直、肩かた透すかしを食らった気分だ。

　りこはデートって言い方をしたけど、それって単なる買い出しだよな？　「なんでも言うことを聞く」って言ったのに、まさか買い出しの付き合いを求められるなんて……。……俺に頼みたいことなんてなかったのかな。でも、それじゃあ、なんであんなに恥はずかしそうだったんだろう。

　りこの態度については謎が残るものの、もちろん買い出しに付き合うこと自体が嫌いやなわけではない。

　そんなこんなで、俺はりことともに商店街へやってきたのだった。

　大船商店街は、駅から一本路地を入ったところにある。

　今時珍めずらしいぐらい活気かっきがあって、通りのずっと先まで買い物客の姿で埋うめ尽つくされていた。ただし道を行くのは、ほぼ年配の男女だ。若くても三十代の主婦という感じで、高校生なんて一人も見当たらない。この界隈かいわいなら俺とりこが一緒いっしょにいても、同級生に目撃される可能性はゼロに等しかった。

　まあ、昔ながらの商店街に用のある若者なんてめったにいないだろう。俺だって、今日まで全然近づいたことがなかったし。

「ここの商店街は、新鮮な野菜やお肉が買えるんだよ」

「へえ、そうなんだ」

「それに珍しいお魚も」

　りことそんな会話を交わしながら、並んでいる品々を眺ながめていく。りこは食材を選びながら、「ポトフと肉じゃがどっちがいい？」などと尋たずねてきて、俺が希望を答えるという感じだ。

　たとえばこれがショッピングモールでの服選びだったら、すごく緊張しただろうし、ろくな意見も伝えられなかったと思う。でも、食材探しなら身構えることもない。

　商店街に漂うどこか素朴そぼくな雰囲気ふんいきもよかったんだと思う。

　俺は自分でも信じられないくらい、りことの会話に乗れたし、時には自分から「この魚どうかな？」などと意見を提示することさえできた。

　りこは俺が選んだ食材を「わあ、いいと思う！」と絶賛ぜっさんしてくれたので、ちょっと誇ほこらしい気持ちにすらなれた。

　時間も忘れてりことの商店街巡りを楽しんでいると、気づかないうちに彼女の手にしたエコバッグが一杯になっていた。

「りこ、俺が持つよ」

「ふふっ。ありがとう。湊人くん、優しいね。だけど大丈夫だいじょうぶだよ。重くないから気を遣わないでね」

「でもそれじゃあ俺がついて来た意味ないし……」

「湊人くんは鄰となりにいてくれるだけで意味があるんだよ。おかげで私すごく楽しいから」

「……っ」

　またそういうかわいいことを、サラッと言う……。

　俺は照てれ隠しに鼻はなの頭を搔かいて、目線を落とした。野菜の入ったエコバッグが視界に入ってくると、どうしてもりこに持たせておくわけにはいかないという気持ちになる。

「やっぱり荷物持ちぐらいやらせて。りこには世話になりっぱなしだし」

　そう伝えて、りこの手からエコバッグを取る。

　一瞬、指と指が触れてしまい、そこから体中に熱のようなものが駆け抜けた。

　わっ。りこに触れてしまった。でも、わざとじゃないから……！

　誰に向けてるのかわからない言い訳をしながら、俺が歩き出そうとしたら──。

「湊人くん、待って……！　それなら、こうしよ？」

「え？　うわ!?」

　バッグを持ってるほうの俺の手に、りこが両手で触れてくる。上擦うわずった声を上げて固まっている間に、りこはエコバッグの片方の持ち手を俺の腕の中から盗んでいった。

「こうやって二人で持つの」

　頰ほおを少し赤くしながら、照れくさそうにりこが笑う。

　なにこの状況……！

　右の持ち手を俺が、左の持ち手はりこが握っている。

「さ、行こ」

　俺は顔がどんどん熱くなっていくのを感じながら、りこの言葉にただ頷うなずき返すことしかできなかった。

　俺たちの間には、まるで橋渡しのようにエコバッグが揺ゆれている。

　持ち手はそんなに長くないから、自然といつもより二人の距離が近づく。
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「……これって食器洗剤のＣＭみたいじゃない？」

　照れくささからそんな話題を振ると、隣のりこがうれしそうにニコニコと頷いた。

「幸せな仲良し夫婦って感じのＣＭでしょう？」

「うっ!?　うん、まあ」

「あ！　あの、えっと、変な意味じゃなくてね？」

「わ、わかってる」

　まるで俺たちが『幸せな仲良し夫婦』だと言ってるような感じになってしまい、ふたりでますます赤面せきめんした。

　りこが一緒に商店街に行きたいと言ってきたときは、なんでそんなことを頼んでくるのか不思議だったけど、こうやって二人で買い物をすることでめちゃくちゃ幸せな時間を過ごせた。

　すべて、りこが買い出しに行きたいと希望してくれたおかげだ。
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　雷が苦手にがてで、一人で眠れないりこ。

　寝ぼけながら俺おれのベッドに潜り込んだり、俺を自分の寝室に引き留めたり。

　そんな事件を二度ほど経験した後、俺たちは話し合ってこういうルールを作った。

　──雷雨の夜は、リビングに布団ふとんを並べて二人で眠る。

　りこが不安なら。りこの恐怖を少しでも拭ぬぐえるなら。

　そう思って勢いのまま一緒に寝ることを提案すると、りこはよっぽど雷が怖こわかったのか、喜んでそうして欲しいと言ってきたのだった。

　それからずっと鎌倉かまくらの空の上は平和そのものだった。

　雨が降っても、雷が鳴り響くことはない。

　春の嵐が訪れる季節はいつの間にか通り過ぎていき、もう季節は初夏に向かっているのだ。

　──なんて油断していたので、その日の朝、テレビの天気予報を聞いた瞬間、俺はブーッとお茶を吐いてしまった。

「わあ！　大変、湊人みなとくん……！　拭ふくからじっとしててね」

　りこはきれいな布巾ふきんを手に駆け寄ってくると、俺の粗相そそうのあとを丁寧ていねいに拭いてくれた。

「ご、ごめん」

「ふふっ、気にしないで。──よかった。制服はほとんど濡れなかったみたい。勢いきおいがバッチリだったからだね！」

　真面目まじめな顔で感心されて恥はずかしさが増す。

「それより、りこ。大変だよ。天気予報がほら！」

「え？」

　俺が指さしたテレビの画面をりこが振り返る。

　神奈川県かながわけん東部の夜の予報。

　雷を伴ともなう強い雨──。

「……！　か、雷……。わあ……えっと、えへへ。どうしよう」

　あれ？

「りこ、なんかうれしそうじゃない？」

「えっ!?　ち、違うよ!?　喜んでなんかないよ!?」

「雷怖こわいんだよね？」

「うん……。でも一瞬、雷が怖いこと忘れちゃって……」

「……？」

「あ、あのっ……前に湊人くんが言ってくれたこと……本当にお願いしてもいいのかな……」

　一緒に寝ることを言ってるのはわかる。

　でも、俺もりこも直接的な言葉を使うのが照てれくさくて、濁にごしながらでしか会話ができなかった。

「うん……。あれだよね。わかってる。前も言ったとおり、りこさえよければ俺は全然問題ないから……」

「それじゃあ、よろしくお願いしますっ……」

「こちらこそ……！」

　りこと俺はぎこちなく頭を下げあった。





◇◇◇






　当然この日、授業にはまったく集中できなかった。

「なあ、新山にいやま。おまえ今日いつも以上にぼーっとしてない？」

「……え。なに？」

　上の空だった俺が慌あわてて聞き返すと、澤さわはやれやれというように肩かたを竦すくめた。

「授業とっくに終わってるぞ」

「お、おう」

　机の上に出ていた教科書を片づける俺を見下ろして、澤がわざとらしいため息を吐つく。

「最近の新山、ぼんやりしてること多いよな」

「そうか？」

「それって花江はなえさんのことを考えるので頭がいっぱいだから？」

　急にりこの名前を出されて、ぎょっとした。

「な、なに？　花江さんって……。突然、何言ってんだよ」

「そんな露骨ろこつに動揺どうようして誤魔化ごまかせてるつもりかよ。俺はおまえに隠し事をされて悲しいよ。親友だと思ってたのにさあ」

　隠し事。そう言われて、俺はますます慌てた。

　……澤、一体どこまで勘かんづいてるんだ……。

「まあ、おまえが心ここにあらずなのもわからなくはないよ。あんなかわいい子に好かれて冷静でいられる男なんているわけないし」

　……は？

「ま、待って。なんだって？　好かれて……？」

「だーかーらー、しらばっくれるのやめろって」

「いや、ほんとうにわかんないんだって」

　俺が真顔まがおでそう言うと、にやにや笑っていた澤もさすがに笑いを引っ込めた。

　俺は改めて聞き直す。

「誰が誰を好きだって……？」

「だから、りこ姫ひめがおまえのことを」

「はぁああ……っ!?」

　クラスでは騒さわがず、目立たず。そう生きてきた俺でも、さすがに叫ばずにはいられなかった。

　りこが俺を好き……!?

「ありえるわけないだろ！　なんでそんな発想抱いたんだよ!?」

「だってりこ姫、バレバレじゃん」

「全然意味がわからない」

「本気で言ってんの？」

「ああ」

　澤は「新山鈍にぶすぎ」と言って、わざとらしいため息を吐いた。

「遠足の時におかしいなって思ったんだ。それで普段の態度も観察してたら、もう露骨も露骨。りこ姫って一日に何度もおまえのことを見てるんだよ。しかも明らかに恋してる乙女おとめの顔で！　言っとくけどめちゃくちゃ落ち込んだからな！　目が合うのは俺に気があるからなんじゃないかって大喜びしてたのに、見てたのは俺じゃなくて隣となりにいる新山だったなんて……。現実ってひどいよね。スンスン……」

「気持ち悪い泣き真似まねやめろって」

「うるせー。このモテ男が……」

「あのな、それはどう考えても澤の勘違かんちがいだから。だって彼女には好──」

　そう言いかけて慌てて口を噤つぐむ。

　りこに好きな人がいるってことを、ベラベラ喋しゃべるヤツがあるか。

「な、なんでもない」

「ほらな。おまえだって俺の直感を否定できないだろ？　きっと誰に聞いても同意見だって！」

「待った！　澤、それ誰かに話した？」

「まだ」

「まだじゃない。そのまま黙だまってろよ」

「えー。なんで？　おまえは俺たち地味じみ男子の希望の星じゃん。この事実を広めて、みんなを元気づけてやろうよ」

　悪気わるぎはないのだろうが、最悪な案だ。

「そんなことしたら花江さんに悪いだろ！」

「なんで？　別に悪評あくひょうを広めようってんじゃないんだし。噂うわさが先に広まれば、りこ姫だって喜ぶんじゃない？　告白もしやすくなるだろうし」

　んなわけあるか。どう考えても逆効果で、気まずくなるだけだ。

　俺が言えた筋合すじあいじゃないけど、澤はこのデリカシーのなさを何とかしない限り、本人がいくら望んでも女の子とお近づきになるのは難しそうだ。

「なあ、新山。りこ姫と付き合いだしたら、彼女のかわいい友達を俺に紹介してね」

　両手を合わせてお願いのポーズをとってきた澤を見て、眉まゆを寄せる。

「さてはおまえ、最初からそれが目的だな？」

「へへ、バレた？」

「言っとくけど、澤が変な噂を広めたって、俺と花江さんが付き合うことなんて絶対ありえないから」

「なんで言い切れるんだよ？」

「それは……」

　りこには他に好きな人がいるから。

　そう言えない俺は、困こまり果ててしまった。

　このまま澤を納得させられないと、本当に噂を広められかねない。

　そんなことになったら、りこに多大な迷惑めいわくがかかってしまうし、それだけはなんとしても阻止そししたい。

　でも一体どうしたら、俺とりこが付き合うことはないと納得させられるのか。

　俺は数秒間悩んだ結果、苦肉くにくの策さくを思いついた。

　ありえないけど、他に何も閃ひらめかないし……。この際、澤の口止めができればいいか……。

　よし──。俺は意を決して、澤の肩に右手を置いた。

「澤、よく聞いてくれ。俺と花江さんが付き合うことはない。初めて打ち明けるけど……俺には好きな子がいるんだ！」

「ええええええええっ!?」

「澤の言うとおり、もし花江さんが俺のことを好きだとしても、彼女とは付き合えない。だから、彼女が俺を好きかもしれないって噂は絶対に広めないでくれ。だって俺は彼女の気持ちに応えられないし、それなのに彼女の想いがみんなに知られちゃったら可哀かわいそうだろう？」

「うーん。たしかにそうかも」

　恋愛方面に鈍い澤でも、丁寧ていねいに説明すれば理解できるようだった。

「でもおまえ、本気で言ってるの？　あのりこ姫を振るなんてもったいなさすぎだろ」

　告白されたわけじゃないんだし、振るも何もない。

「好きになるのと、美少女に憧あこがれるのは違うんだよ。おまえも恋したらわかるって」

「そういうものなのか？」

「そうそう。てことで噂を広めるのはなし。いいな？」

「わかったよ。俺だって、りこ姫を傷つけたいわけじゃないからな。でも、新山に好きな子が……。しかも美少女に好かれても気持ちがぶれないぐらい本気の恋とは……」

「はは……」

　澤が素直な奴でよかった。とにかくこれで問題は解決だ。

　ホッとしながら息を吐いた俺は、何かを忘れているような気になって首を傾かしげた。

　あれ……？　俺、もっと大問題を抱えていなかったっけ……？

　って、そうだよ!!　今日の夜のことだ!!

　澤がとんでもない話題を振ってきたせいで、少しの間、完全に頭の中から忘れ去られていたけれど、俺は今晩に向けての心の準備をしなくちゃいけないのだった。

　慌あわてながら窓の外を見ると、どす黒い雲が視界に入ってきた。風もどことなく不穏ふおんな感じで、校庭の大木をゆさゆさと揺らしている。

　これは予報通りの天気になりそうだ。

　俺は重い雲を見上げながら、複雑な気持ちで目を細めた。





◇◇◇






　心の準備ができていなくても、時間は容赦ようしゃなく過ぎていき──。

「今日に限ってバイトもないし……！」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいて、マンションのエレベーターの壁にごんっと額ひたいを打ちつける。

　決して嫌なわけじゃない。ただ、不安と、緊張と、してはいけない微かすかな期待が入り乱れて、押しつぶされそうなだけだ。

　あ。やばい。心臓しんぞう、口から出そう……。

　……とにかく無心になろう。無心、無心！

　必死に唱えながら、インターホンを鳴らす。

『は、はいっ！　おおおかえりなさいっ』

　うわっ。

　インターホン越しのりこの声も上擦うわずっていて、普段と違う。

　これはまずいって……。

　りこも意識してると思うと、余計そわそわしてくる。

　俺、明日まで生きていられるかな……。

　心臓を酷使こくししすぎて死なないか本気で不安になってきた。

　そのぐらい俺の鼓動こどうは大騒ぎし続けている。

　まだ五時半すぎだっていうのに。

　夜はここから相当長い──。

「あ、あの、湊人くん、おふろは……」

「そうだ。朝、じゃんけんするのを忘れちゃったね」

「そうなの」

　俺たちは一緒に暮らしはじめた当初、お互いに風呂ふろの順番を譲ゆずり合いまくってしまい、結構苦労したのだった。

　そこから毎朝、朝食前にじゃんけんで、その日の風呂の順番を決めるというルールを作った。

　でも今日はイレギュラーな事件が起きたせいで、その工程をすっかり忘れてしまった。

「じゃあいくね！　じゃーんけーん……ぽんっ」

「──りこの勝ちだね。ごはんのあと入る？」

「……うん、そうする」

　りこが目の下を桃色ももいろに染めながら、ちらっとリビングのテーブルの上を見た。

　あれ？　なんだろう？

　見慣れない箱がテーブルに載っている。ノートよりちょっと大き目ぐらいのサイズで、女の子が好きそうな感じの花柄はながらがプリントされた箱だ。

「りこ、あの箱って……」

「あっ……あ、あ、あ、あああれはっ、深い意味はないよ!?　ただ、ずっと前から気になってて！　なんとなく今日ものすごく欲しくなっちゃったから、買ってみただけで……！　別に『もしかしたら……』とか、『万が一のためにサラサラの肌にしておきたい……』とか妄想したわけじゃないの……！　本当にたまたまなのっ！」

「うん？　中身は？」

「……ボディスクラブ」

　消え入りそうな声でそう言ったきり、りこは真まっ赤かな顔で俯うつむいてしまった。

　ボディスクラブってなんだ？　そんな恥ずかしがるようなものなのか……？

　りこがあまりにも恥じらうので、男が追及ついきゅうしていい話題じゃないような気がしてきた。

　結局、そのあとりこの隙すきを見てスマホで調べたら、塩や砂糖さとうなどを含んだ石鹼せっけんみたいなもので、角質かくしつを落とすのに使ったりするのだということがわかった。

　でも、なんであんなに恥ずかしそうにしたんだ……？　ただの石鹼なんだよな？

　俺はますますわけがわからなくなって首を傾げた。
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「あれ？　なんか……ご馳走ちそう？」

　ダイニングテーブルの上に載った料理を見て、思わずそう呟つぶやく。

　りこの料理はいつも品数が多くて、手が込んでいるけれど、今日は輪をかけて豪勢ごうせいだ。

「たまにはこういうのもいいかなって思ったの……！　ほんと！　それだけだから……！　湊人みなとくん、座って座って！」

「う、うん」

　ボディスクラブの時と同じテンションで、りこが必死に説明する。

　それにしてもこの料理。

　米が見えないほど岩いわ牡蠣がきが入った炊き込みご飯、ステーキ、ビーツのスープ、まぐろの山やま芋いもかけ、アボカドと卵のサラダ、ナッツやヒマワリの種なんかの穀物こくもつがまぶされたヨーグルト──。

　量……！　どう考えても多いよな……!?

　それに、りこはいつも和食の時は和食でまとめるタイプなのに、今日はメニューに統一感がない。

　しかも、いつも食事の時はほうじ茶が出てくるのに、なぜか真まっ赤かなジュースが置かれている。

　鼻はなを近づけて匂においを嗅かいでみると、ザクロジュースだった。

　……待った。牡蠣にアボガドにザクロだって？

　俺は、以前読んだちょっとエッチなギャグマンガのセリフを思い出した。

『牡蠣とアボガドを食べてきたし、ザクロは毎朝必ず飲んでる！　今日の俺の精力は限界を超えている！』

　あまりにインパクトがあったせいで今でもしっかり覚えている。

　牡蠣、アボガド、ザクロ、精力……。

　……偶然ぐうぜんだよな？

　でも、き、気になる……。

　俺はりこがエプロンを脱いでいる隙すきに、急いでスマホを取り出し、検索けんさくをかけてみた。

【牡蠣、アボガド、ザクロ、精力増強】と──。

　すると、検索候補のトップに『性欲アップに効果的な食べ物リスト』というのが出てきてしまった。

　急いでタップし、ページの中身を確認する。

　牡蠣、アボガド、ザクロだけじゃない。

　ステーキ、ビーツ、卵、マグロ、穀物と、テーブルの上に並んでいる料理は全部、精力を増量させる食品が使われていた。

　りっ、りこおおおおおおお……!?

　これどういうことだよ……!?

　頭にカアアッと血が上り、くらっとなる。

　その直後、鼻の奥がツンとして──。

「あれ」

「きゃあっ、湊人くん、鼻血が……！」

　たったこれだけのことで興奮しすぎて鼻血を出すような十八歳に、精力増強の料理を食べさせたらまずいだろう。





◇◇◇






　──それから十五分。

　鼻にティッシュを詰つめて、ソファーの上に横になる俺を、床ゆかに座ったりこが心配そうに覗のぞき込んでいる。

「大丈夫だいじょうぶ？　病院行く？」

「はは……心配しすぎだよ。でも、ありがとう。もう血も止まったし大丈夫だよ」

「よかった……。だけど、どうして急に鼻血が出ちゃったのかな」

「ははは……」

　俺が興奮したことはいいとして、りこはなんであんな行動に出たのか。

「りこ、今日の料理って、どうしてあのメニューにしたの？」

「……っ。そ、それは……そのぉ」

　話題を振った途端とたん、露骨ろこつに動揺どうようしはじめたりこを見て、いよいよ確信を持つ。

　やっぱり偶然じゃない。

　ここはもう一歩踏み込んで追及ついきゅうしないと……！

「その何？」

「秘密っ」

　りこが照れくさそうにプイッとそっぽを向いてしまう。

　くっ……。破壊的にかわいいっ……。

　って、そうじゃなくて！

　とりあえず、りこが敢あえてあの食材を選んだことはわかった。

　てことは、りこは俺に、せ、精力増強する料理を食べさせたかったってことだよな？

　女の子が男の精力を増強させたくなる理由って、ひとつじゃないか……？

　つ、つつつまり……。

　いやいやいや!!　ありえないって……!!　りこが俺と……とかありえないって……!!

　結婚してるって言っても、俺たちは恋人同士なわけじゃないし。りこには他に好きな人がいるんだし。

　それにりこだよ!?

　美少女でめちゃくちゃモテるけれど、普段の様子を見ていればわかる。

　りこは絶対そういうことに慣れていない。

　だったらなんで俺の精力をパワーアップさせたがってるんだ……!?

　期待したくなる自分を慌てて鎮しずめる。

　やばい、また鼻血が出そうだ。
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　りこの手料理は今日も驚くほど美味おいしくて……。

　俺おれは食卓に載ったものをすべて平らげてしまった。

　たとえ味がいまいちだったとしても、りこが一生懸命いっしょうけんめい作ってくれた手料理だから、残すなんて選択肢は端はなから存在していないんだけど。

　多分時間差で、俺は無駄に勢いを増した精力と戦うことになるのだろう。

　りこによる謎の攻撃は、信じられないことにそれだけでは終わらなかった。

　とりあえず落ち着こうと思って、りこと入れ違いで風呂ふろに向かうと、バスルームの中は『ＴＨＥ女の子』という感じの甘くておいしそうな匂においで溢あふれ返っていた。

　思わず視線を彷徨さまよわせた俺は、夕食前リビングで見た箱と同じ模様もようのシールがはられたガラス瓶びんを見つけた。

「そうか。これって、りこが買ったボディスクラブの匂いか」

　それにしても、この残のこり香がはやばすぎる。

　りこが今一緒にいるような錯覚さっかくを起こしそうなほど、たしかな存在感があって、ごくりと唾つばを呑のむ。

「ここに長くいたらおかしくなりそうだ……」

　無心、無心と唱えながら、できるだけ急いでシャワーを浴び、俺は逃げるようにバスルームを後にした。

「ほんと今日、どうなってるんだよ……」

　りこと一緒に寝るだけでも大問題なのに、次から次へと俺の理性を振り回すような事態が起こり続けている。

「しかも、それを仕掛けてきてるのがりこなんて……」

　りこが何を考えているのか、まったく想像がつかない。

「はぁ……」

　フラフラとよろけながらリビングに向かう。扉とびらを開けると、リビングの中にもあのいい匂いが漂ただよっていた。

　でも、それよりも……。

「うっ……」

　俺が風呂に入っている間に、気を遣ってくれたのだろう。リビングにはすでにりこの手で、布団ふとんが二組敷しかれていた。

　布団は、ぴったりと隙間すきまなく並んでいる。

「あの、りこ、これ……」

　ピンク色のかわいい掛布団の上にちょこんと座っているりこが、俺を見上げて照れくさそうに笑う。

「湊人くん、今日の夜はよろしくお願いします。えへへ……」

「……くっ」

　だめだっ……。

　俺が誇る鉄壁の理性でも勝てる気がしない。

　だってこんな精神力を削けずる攻撃を、怒涛どとうの勢いで放ってくるんだぞ。

　精力を増強させるごちそう。甘い残り香。並んだ布団。パジャマ姿ではにかむりこ。

『壮絶にかわいい』に『ちょっぴりエロい』を混ぜたりしていいわけがない！

　童貞どうていなんて瞬殺しゅんさつされるに決まってる！

　……ってエロいだの、童貞だの考えたせいで、頭と体がますますやばいことになってきた。

「こんなの手に負えないよ……」

　敷かれた布団の上に頽くずおれた俺は、全面降伏するつもりで情けない本音を漏らした。

「湊人くん……!?」

　いきなり俺が奇行きこうに出たので、びっくりしたのだろう。

　りこが布団の上をすり足で寄ってきた。

　ああ、甘い花の匂いがふわっと香る。

　くらくらする。

　ドッドッドッドッとやばいくらい心音が速い。

　きっと、夕食に使われた食材たちの効果も現れはじめたのだ。

　可哀かわいそうに。俺の理性はボロボロだ。

「はぁ……」

　桃色の苦しみが襲い掛かってきて息苦しい。

　頭の中が春。いやもう常夏とこなつ。違う。それは体のほうだ。状況に動揺しすぎて、思考の流れも危うくなってきた。

　……なんかもう、このままりこに触れてもいいんじゃないの？

　……って、いいわけあるか!!

　もう、わけがわからない。

「りこは俺をどうしたいわけ……」

「湊人くん……？」

　今からでも俺が何でもないふりをすれば、いつも通りの俺たちに戻れる。

　でも、さすがにそれは無理だ。

　りこが何を考えているのか俺は知りたい。

「今日の晩御飯なんだけど」

「うん」

「俺の勘違いだったらごめん。でも……使ってた食材、せ、精力増強の効果があるやつじゃなかった？」

　りこの顔が一瞬で真っ赤になる。恥はずかしそうに伏ふし目めがちになって、唇くちびるをきゅっと嚙かみしめている。

　それは予想外のことを言われた驚きというより、隠していたことを指摘されてしまったという表情に見えた。

「……バレちゃった？」

「……っ」

　そんな……。

　絶句ぜっくした俺の顔はきっと、ゆでだこのようになっているはずだ。

「りこ、なんで……？」

「うう……。言わないとだめ……？」

「……言って」

　絞り出した声でそう伝える。

　相変わらず恥ずかしそうにしているりこは、俺の視線から逃げたまま呟つぶやいた。

「湊人くんに、ムラムラして欲しかったの……」

　息の仕方を忘れたまま、りこのことを見つめる。

　ムラムラした男がその次に何を求めるのか。

　いくらなんでもりこだってわかってるよな……？

　いや、でもやっぱり確信は持てない。

　俺の中でのりこのイメージは、純粋じゅんすい無垢むくな女の子という感じだったし、「ムラムラさせたかった」なんて言う子だとはまったく思ってこなかったのだ。

　でも、俺が思ってたイメージどおりじゃなくて、実はエッチな子だったとしても、それはそれで……さ、最高です。

　だって、好きな子がちょっとエッチとか、男の理想じゃないか!?

　それに俺は『りこ』という存在を好きになってしまっているので、彼女がどんな意外性を見せようと、全部かわいく思えるのだった。

「……湊人くん？　……もしかして引いちゃったり──」

「いや、引いてない！」

　勢いあまって被かぶせ気味ぎみに即答そくとうしてしまった。

「引いてないけど、その、なんでって……思った」

「うっ、そ、そうだよね……。あ、あのね……？」

「うん」

「ムラムラしたら、触れたくなったりするかなって」

　それはなるよ。なるに決まってる。

　今も俺は瀕死ひんしの理性を励はげまして、なんとか持ち堪こらえてるくらいだし。

　でも、なんだこれ。持ちこたえる必要ないんじゃないか？

　俺はギュッと目を瞑つむって、絞り出すような声で尋ねた。

「あの……さ、ムラムラして欲しいって言ったよな？」

「うん」

「それってつまり、りこに触れたくなってよかったってこと？」

　俺にできる精一杯の勇気を出して尋ねたら、信じられないことにりこが真っ赤な顔で頷うなずいた。

　だめだ。もう。

　思考が停止した。

　このまま手を伸ばして──。

「だって私、どうしても湊人くんと手を繫つないで寝たかったから……！」

「……!!」

　り、りこおおおおおおおおおおおおおおおっっっ。

　りこの両肩りょうかたを摑つかもうとしていた腕を直前で引っ込めたせいで、俺はバランスを崩して布団の上にぽふっと倒れこんだ。

「湊人くん……!?」


「……………………………………りこさん、それはないです」



「えっ」

　やっぱり、りこは俺の思っていたとおり純粋無垢な子だったのだ。

　ムラムラして触れたくなった男が、手を繫ぐだけで止まれるわけがないのに。

　多分、手を繫ぎたいという発想も、雷が怖いから誰かと触れて安心感を得たいぐらいのものなのだろう。

　そういえば雷、全然鳴ってないな。今はそれどころじゃないが。

　……今回のことは注意しておいたほうがいいよな……。

　俺が毎回踏ふみとどまれるとは限らないし、俺以外の相手にこんなことしたら一発でアウトだ。

　ここは心を鬼にして……。

「あのね、りこ。男をムラムラさせたいなんて思ったらだめだ。男はちょっと触って満足する生き物じゃないから」

「そ、そうなの？」

「そうだよ。りこだって、俺に押し倒されたりしたくないだろ。あ！　や、やらないから、そんなこと。でも、そういうふうになることだってありえるっていう──」

「湊人くん、私を押し倒したいの？」

「……!!」


　りこおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっ!!



　きょとんとしたかわいい顔で、そういうことを聞いてくるんじゃない!!

　もうやだこの子。こわいよ……!!

　無意識に俺を振り回しまくって、ぼろぼろにするつもりか……!!

「……そういうの、『押し倒したい』って言われたら困るのに聞いたらだめだって」

　このまま布団の上で向かい合ってしゃべっていると真面目にやばい。

　そう思って、俺が立ち上がろうとしたら──。

「ま、待って……！　私、困らないからっ……。だからいかないで……」

　俺の腕を摑つかんで引き止めながら、りこが必死に訴うったえかけてきた。

「もし今、湊人くんがムラムラしてくれていて……そ、その責任を私が取れるなら……私は大丈夫なの……」

　中腰ちゅうごしで俺を引き留めているりこを茫然ぼうぜんと見下ろす。

　──私は大丈夫──

　りこにそう言われて、頭の中が真まっ白しろになった。

「なんで……。……だって、俺たち結婚してはいるけど、付き合ってるわけじゃないのに……」

「……うん。……彼女じゃなくても……いいの……」

　そんなふうに言われて、喜べるわけなかった。

　色々あって熱くなっていた体と頭が、急速に冷えていく。

　だってりこは、全然よくないって顔で、無理して笑ってるんだ。一人だけ浮ついた気持ちでいられるわけがない。

　俺にはりこの気持ちが理解できなかった。

　付き合ってなくてもいいから、したいってこと？

　いや、りこの表情を見てみろ。絶対に性への好奇心で言ってるわけじゃない。

　それじゃあ、俺をムラムラさせたお詫わびに、相手をしなくちゃって思ったのか？

　いやいや、ありえない。いくら尽つくしたがりなりこだって、そんなことは考えないだろう。

　そもそも他に好きな男がいるのに、別の奴とそういうことをしてもいいって思える理由はなんだ？


　……………………まさか、りこの好きな相手は俺とか……。



　一瞬、そんな調子に乗った発想が脳裏のうりを過よぎったが、慌てて首を振る。

　りこが前に言っていた好きな相手の人物像と、俺は真逆だったじゃないか。

　どの面つら下げて、りこの好きなイケメンが自分だと思えるのか。自意識過剰すぎて、自分で自分に引いた。

『そうやってすぐ自分が好かれてるって勘違いする男って、だいぶキツイから』

　トラウマになっているあの言葉が俺を嘲笑あざわらう。

　……俺、過去の失敗から何も学んでいないんだな。

　だけど、だったらどうして、りこは好きでもない俺と『してもいい』なんて思えたんだ……。

　まさかやっぱり尽くしたがりの度が超えた結果だったり……？

　確信は持てないけれど、それだけはやめたほうがいいって伝えておいたほうがよさそうだ。

「りこ、『相手が求めるならしてもいい』なんて思ったらだめだよ。りこは望んでないんだから、絶対よくないと思う」

「あ……！　ち、違うよ……!?　私も望んでるもん……！」

「え」

「あっ……」

　慌てたようにりこが自分の口を両手で押さえたが、零こぼれ落ちた言葉は戻ってくれない。

　望んでたって……俺とすることを……？

　となると今度は、好奇心からしたかったりこという選択肢が復活する。

　でも、あのときりこが見せた表情は、すごく寂さびしそうなものだったし……。

　はっきり言って、もはやキャパオーバーだ。

　もういい。ストレートに聞いてしまおう。

「りこには好きな人がいるのに、俺としたいって思ったってこと？」

「……うあ、う……」

「それってなんで？」

「そ、そそれは……」

「そういうことに興味があるから？」

「……！　そ、そう……！　そうなの!!」

　……!?

　それまで追い詰められた小動物みたいな顔をしていたりこが、なぜか突然、突破口とっぱこうを見つけたみたいな表情を浮かべた。

　でもとにかく俺は知りたい答えを手に入れられた。

　りこは意外とエッチな女の子で、そういうことをしたいという好奇心を持っていたのだ。

　情けないことにまた体が熱くなってくる。

　俺ってなんて単純なんだろう。

　とはいえ、喜んで飛びつくわけにはいかない。

　自分を落ち着かせるために深呼吸をしてから、俺はりこの前に正座せいざした。

　りこも同じように座り直して、真顔になる。

「ねえ、りこ。それでもやっぱり、そういうのは想いが通じ合ってる相手としないと後悔するよ」

「……でも私、振られちゃってるから」

「そこまで好きなら、もう一度告白できないの？」

　本当はそんなこと死んでもして欲しくないのに、りこのためを思うとそう言うしかなかった。

　俺がどうなりたいかじゃなくて、最優先はりこだから。

　りこは俺の言葉に力なく首を振った。

「もう気持ちを伝えることはできないの」

「どうして？」

「だって……前にそういうことを言ったら、私の前からいなくなっちゃったから……。あんなふうに失うのはもう嫌……」

「……」

　今にも泣きそうな顔をしているりこを見て、どうしようもないぐらいの悔くやしさがこみ上げてくる。

　りこ、なんでそんなやつを好きなんだよ。

　俺だったら、絶対りこにこんな顔をさせないのに。

　多分、今、りこの心の隙間を利用すれば、彼女に触れることができるのだろう。世の中の男は、こういう状況を据すえ膳ぜんというのかもしれない。

　だけど、俺はそんなふうにりこに手を出すなんて絶対にしたくなかった。

　だって、俺はりこが好きだから。

　好きな女の子を、自分の欲望を満たすためだけに利用するなんてできない。

　そりゃあ死ぬほどりこに触れてみたいけれど。俺がしたいのは欲望を満たすことじゃなくて、愛情を伝えあう行為だから。

　どこかの誰かに心を覗のぞかれたら、非モテの童貞が何を偉そうにって笑われそうだ。

　この先ずっと女の子と縁なんてなくて、四十ぐらいになったとき「余計なことを考えず、あそこで手を出しておけばよかった」って見苦しい後悔をすることになる可能性もある。

　それでも十八歳の今の俺は、こういう純粋な気持ちでりこを想ってしまっているのだから仕方ない。

　幸いりこは、やけくそなら俺に触れられても大丈夫らしい。

　図々しいのは百も承知だけど、その程度にはりこの中で俺はありだってことだ。

　可能性はゼロではないんだ。

　だったらなんとか努力して、りこを惚ほれさせたい……！

　今までは好きな人がいるのなら仕方ないって思っていたけれど、多分りこの好きな相手はろくでもないやつだ。

　そんな男に恋をさせておくわけにはいかない。

　りこには幸せになってもらいたいから。

　俺がそうできるかはわからないけれど、そのろくでなしよりは絶対にマシなはずだ……！

『なんの根拠があって自分が好かれてるとか都合よく思い込めるのかなあ。笑える』

　あの子が頭の中で俺を嘲笑う。

　違う。そうじゃない。好かれてるなんて微塵みじんも思ってない。

　好かれる自信だってまったくない。

　ただ、好きだから、行動を起こしたいんだ。

　身の程知らずだって笑われても別にいい。

　こんなふうに思えるような俺になれたのは、りこに恋ができたからだ。

　正直、今も心臓の辺りが苦しくて仕方ないけれど、それでもりこを好きになれてよかったって心から思っている。

「湊人くん、困った顔してる……。そうさせちゃったのは、私に魅力みりょくがないから……？」

「違う！　りこはすごく魅力的な女の子だよ！　本当のことを言うと、俺はりこにめちゃくちゃ触れたい。でも、今はまだできない」

「今は……？」

　うっ。そこ食いつくのか。

　誤魔化ごまかしたってしょうがないから、俺はりこに頷き返した。

「それじゃあ、いつか私に触ってくれるの？」

「……っ」

　り、りこぉおお……。

　しょうがない。俺は目をぎゅっと瞑って、ぶんぶんっと頭を縦に振った。

　そうなればいいという願いを込めて。

「……じゃあ、予約」

「え？」

　瞑っていた目を開けようとした直後─。

　俺の唇くちびるに、柔やわらかい温もりがむにゅっと触れてきた。


　な……っ………………いま……なにがおきた……………………？



　息を止めたまま目を開くと、頰を朱色しゅいろに染めたりこと目が合った。

　りこは恥ずかしそうに自分の唇を指先で触りながら言った。

「フライングで奪っちゃった……」

「……っ」

　う……奪われてしまった……。

　まだりこの唇の感触が残っている。

　知ってしまった甘酸あまずっぱい柔らかさ。


　もう……だめだ……………………。



　俺は布団の上に仰向あおむけで倒れこんだ。

「湊人くん……!?」

　りこが真上から俺のことを覗のぞき込んできたから、慌てて両手で顔を覆おおって隠した。

　自分が今どんな表情をしているのか、想像するのも恐ろしい。情けないほど筋肉が緩ゆるんでいるに決まっている。

　心が通じ合っていないとだめだと言ったのに、そうなる前に交わしてしまったキスが、俺をめちゃくちゃ幸せな気持ちにしてくれるなんてひどい話だ。

　落ち着け、俺。好きになってもらうまでは、適切な距離を取るんだろう。

　りこの甘い誘惑に負けてはいけない……！

　その先にあるのは、幸せな恋人生活じゃなくて、ただれた快楽だけだ。

「ね、寝よう！　もう今日は就寝しゅうしん！」

「う、うん。そういえば結構時間遅くなっちゃったもんね。あれ、でも……」
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　ゆっくり立ち上がったりこが窓のそばに向かい、カーテンを少し開ける。

「あっ。うそ……。雨、止んでる……」

「え……」

　慌てて俺も立ち上がり、りこの隣となりに向かう。

「ほんとだ」

　どんよりと濁にごっていた空には三日月みかづきが顔を出していて、少し強めの風がどんどん雲を追い払っている。

　このあとまた天気が崩れることはなさそうだ。

「湊人くんと一緒に寝る意味なくなっちゃった……」

「だね」

　ふたりして並んで敷かれた二組の布団を振り返る。

　このまま寝る？

　そんな言葉があと少しで出かかったけれど、グッとこらえて飲み込む。

　今日のりこと俺が並んで眠るのは危険だ。

「布団、部屋に戻すよ」

「……いっしょに眠るのも、お預けになっちゃった」

　がっかりした口調でそう言ったあと、りこがふふっと笑いはじめた。

「これまでは雷の夜なんて永遠に来ないでほしいって思ってたのに、今は待ち遠しいなんて変だよね」

「……っ」

　ああ、もう……!!

　この可愛すぎるりこを正々せいせい堂々どうどう抱きしめられる日が来るように、りこを惚れさせたい。

　そうだ。なんとしても、惚れさせてやるんだ。

　心の中、密かにそう決意した俺は、りこに向かって伸ばしたくて仕方ない両手をぐっと握り締しめたのだった──。




（おわり）
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　これは、りこの部屋でとんでもないものを見てしまった夜の話だ。

「あ、しまった」

　自室のデスクに向かい、学校鞄かばんを漁あさっていた俺は、英語の教科書を置き忘れてきたことに気づいた。

　英語は明日の一限。確実に俺おれが指される番だったから、課題をやらないわけにはいかない。

「りこ、風呂ふろ出たかな……」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいた俺は、そのまま自室を出て、向かいにあるりこの部屋の扉とびらをノックした。

　しーん。残念ながら返答はない。

　一応リビングも覗のぞいてみたが、予想した通りりこはいない。

　やっぱり入浴中にゅうよくちゅうのようだ。

　りこも風呂を出た後は課題に取り組むだろうし、一声かけて先に借りさせてもらおうか。

　脱衣所の扉の前に立つと、中から微かすかにりこの鼻歌はなうたが聞こえてくる。

　それだけで、顔がカアッと熱くなり、心拍数しんぱくすうが上がってしまった。

　慌あわててブルブルと頭を振り、余計な考えを頭の中から放り出す。

「り、りこー！　聞こえるー？」

　扉に手をつき、大き目の声で呼びかけると、バシャッと水音が上がった。

『なっ、ななななにかな……！』

　明らかに動揺どうようしまくってるりこの返事。

　驚かせてしまったみたいで、申し訳ない。

「入浴中にごめん……！　英語の教科書忘れちゃって、少し借りてもいいかな」

『あ、うん！　お部屋の机の上に置いてあるから持って行ってください！』

「ありがとう……！」

　これ以上、りことしゃべっているといつかのように鼻血を噴ふいてしまいそうだったので、急いで撤退てったいし、りこの部屋へ向かう。

　よくよく考えたら、りこの部屋だって俺にとってはかなりの危険ゾーンだ。

　焦あせっているせいでそのことに気づかないまま、扉を開けて、電気をつける。

　机の置いてある場所を探して視線を泳がせた俺は、ベッド脇わきの壁が視界に入った瞬間、目を見開いた。

「え……。あれって……」

　信じられないまま、部屋の入口で棒立ぼうだちになっていると、突然、廊下ろうかの向こうからあわただしい物音が聞こえてきた。

「湊人みなとくん、やっぱりお部屋開けちゃだめーっ！」

　そう叫びながらりこが走ってくる。

　髪かみはもちろん濡ぬれたまま、慌てて着たらしいパジャマは一段ずつボタンを掛け違えていた。

　自分の部屋の前までやってきたりこは、オロオロした目で、たった今俺が見ていた壁と俺自身を見比べ、涙目になってしまった。

「み、見ちゃった……？」

　まさか見ていないなんて噓うそもつけない。

「ごめん、あの……」

「わああ、恥はずかしすぎるよぉおおお」

　そう言って、りこがしゃがみ込む。彼女がここまで取り乱すのは珍めずらしかった。

「……湊人くん、私の部屋に全然こないでしょ？」

「うん」

　りこの部屋を訪れたのはこれで二回目。俺の中でここはめちゃくちゃ神聖しんせいな場所になっていて、軽い気持ちで用もなく近づいたりできないのだ。

「だから、見られることないと思って、こんなことをしてしまいました……。私気持ち悪かったよね、ごめんね……」

「いや、そんなことは全然思ってないけど、ただ、なんでっていう……」

　俺は戸惑とまどいながら、もう一度、りこの部屋の壁を見た。

　真っ白い壁に飾られた額縁がくぶち。

　その中には、俺たちが役所に提出した婚姻届こんいんとどけをコピーした用紙が収められている。

　……りこ、なんであんなもんを飾ってるんだろう。

　たしかに婚姻届を出す前に、彼女が記念にコピーを取りたいと言い出し、コンビニに寄ったことは覚えている。

　俺が問いかけるようにりこを見ると、彼女はきゅっと目を閉じて絞しぼり出すような声で告白した。

「う、うれしかったの……。私と結婚してくれて……」

「……！」

　思い返せば、婚姻届を書いたあの日も、りこは「うれしい」と言ってくれた。

　テーブルの上に置かれた二人の名前が並んだ用紙。

　りこはそれをじっと見つめた後、俺の名字の上を細い指でゆっくりと撫なでながら、しみじみと呟つぶやいたのだ。

「今日から私も湊人くんと同じ苗字みょうじだぁ」


「……!?」



　──新山にいやまりこ。

　心の中で思い描いたら、ものすごくドキドキしてきたことを覚えている。

　結婚したことで、りこは海外に行かなくてよくなったし、お嫁よめさんという存在に憧あこがれてる節ふしのある彼女だから、そういう意味でうれしかったということなのはもちろんわかっている。

「でも、なんで婚姻届を飾ろうなんて思ったの？」

「婚姻届は、私たちが夫婦だって証あかしでしょう……？　だから、いつでも見られる場所に飾っておきたかったの」

　りこ、そんなふうに言われたら俺、勘違かんちがいしそうになるよ……。

　一瞬いっしゅん自分たちが、心の通じ合った本物の夫婦みたいな錯覚さっかくを抱いだいてしまった。

　実際にそうだったら、こんなかわいいことをしていた嫁さんを、今全力で抱きしめられたのに。

　……やっぱり、何が何でもりこと本物の夫婦になりたい。

　そしていつか、この日、めちゃくちゃ抱きしめたかったことを打ち明けるのだ。

　未来の自分に今日の夢を託たくすように、俺はりこに向かって伸ばせない手のひらをぎゅっと握にぎり締しめた。

「って、あ！　りこ、ボタン掛け違えてるよ」

「えっ。わあ!?　ほんとだ！　見苦しくてごめんなさい……！」
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　多分、りこはまだ慌てているのだろう。

　信じられないことに、くるっと背を向けるとその場でパジャマのボタンを外しはじめた。

　固まっている俺の耳に、プチップチッという音が届く。


「……っっっ!!」



　りこぉおおおおおおお。

　ただでさえ風呂上りのいい匂いをさせて、濡れた髪で、パジャマ姿で俺の理性を煽あおりまくってきているというのに、そんなことされたらいよいよやばい。

「お、俺、部屋戻りますっっ！」

　ひっくり返った声でそう叫び、全力で自室へ逃げ込む。

　扉を閉めた瞬間、気づいた。

　英語の教科書、借り忘れた……！
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　こんにちは、斧名田おのなたマニマニです。

　このたびは『尽つくしたがりなうちの嫁よめについてデレてもいいか？』をお手にとっていただきありがとうございます。




　内容を簡単に説明すると、素直すなおで可愛かわいくて非ひの打ち所のない美少女が、可愛かわいらしく好意を示しながら全力で尽くしてくれるという物語です。

　ストレスを感じることが多い時代でもあるので、とにかくひたすら幸せなだけのおはなしが書きたい！　と思い執筆しっぴつ致いたしました。

『幸せなだけ』っていい言葉ですね……。

　初恋、添そい寝ね、不意打ちのキス、秘密の合図、愛妻あいさい弁当べんとう、おそろい、記念日──こんな言葉にピンときましたら、是非ぜひ本編も読んでみてくださいね。




　最後に、本作の出版に際し、お力を貸して下さった皆様みなさま、本当にありがとうございました。

　イラストレーターのあやみ様、本当に可愛らしくりこを描いてくださり感激でした！

　担当のＭさん、表紙やイラストのイメージが毎回理想どおりで、安心してお任せすることができました。感謝です！

　そしてそして、拙作せっさくを手にして下さった読者様。コロナの流行で大変な毎日をお過ごしかとは思いますが、この本が少しでも癒いやしを与えられるといいなあと願っております。

　それでは、またどこかで！








二〇二〇年十月某日ぼうじつ　　斧名田マニマニ









著者

斧名田マニマニ（おのなた まにまに）

　コロナの影響でまったく家から出なくなってしまったので、運動不足解消のためにルームランナーを購入しました！　た、楽しい……！　音楽を聴きながらプロットを練ったりできるのが最高です。今日もこれからモリモリ歩きます。




イラスト

あやみ

　最近１日一食はうどんです。

　麺を買って色んなうどんを作って食べています♪

　幸せ？　でも太りましたね[image: ]








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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